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このユーザー ガイドについて

このガイドの内容

このガイドでは次のことについて説明します。

• Message Archiving の機能とプロセス

• ログイン

• 検索の条件と結果を整理するための、アーカイブ調査の設定

• アーカイブ内のメール メッセージとインスタント メッセージの会話の検索

• アーカイブ内のメッセージの表示とエクスポート

• メッセージがアーカイブから削除されないようにするための、メッセージの
保留

• アーカイブ内のメッセージの削除

• アーカイブ レポートの作成

注意: このガイドでは、オプションの個人アーカイブ機能の使い方については説明
しません。個人のアーカイブに関する情報は、Postini Support Portal から入手で
きる「Message Archiving Administration Guide」を参照してください。

このガイドの対象読者

このガイドに記載されている情報は、主に、会社のメッセージ アーカイブへのア
クセス権限を持つ、Message Security サービスのユーザーを対象にしています。こ
のようなユーザーには、Message Security サービスの管理者も含まれます。

このガイドにはまた、Message Archiving の管理者、つまり Message Archiving を設
定するための特別な権限を持つ、Message Security サービス管理者ユーザーのため
の情報も含まれます。

注意: 会社のメッセージ アーカイブへのアクセス権限を取得する方法の詳細につ
いては、Message Archiving 管理者に問い合わせてください。
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関連ドキュメント

Message Archiving と、メッセージ管理サービスのその他のコンポーネントの詳細
については、Postini Support Portal の次のドキュメントを参照してください。詳
細については、11 ページの「サポートの入手方法」を参照してください。

ドキュメント 説明

Message Security 
Release Notes

このリリースの新機能、既知の問題、解決済み
の問題に関する最新情報が記載されています。

Message Archiving 
Quick Start

受信アーカイブを簡単に設定、検証するための
手順が記載されています。

Message Archiving 
Administration Guide

Message Security サービス上で Message
Archiving を設定するための手順と、Message
Archiving の権限を他のユーザーに付与するた
めの手順が記載されています。

Personal Archive Quick 
Start（PDF）

オプション機能

個人のアーカイブを使って、アーカイブされた
自分のメール メッセージを検索、表示、エク
スポートするための手順が記載されています。
個人のアーカイブは、Message Center で使用で
きます。詳細については、管理者に問い合わせ
てください。

Message Security Administration 
Guide

Message Security サービスを設定、管理するた
めの手順が記載されています。組織階層の設
定、ユーザー アカウントの作成、ユーザーへ
の権限の付与、Message Center へのアクセスの
許可、迷惑メール フィルタとウィルス フィル
タの設定、レポートの作成に関する手順が含ま
れます。

IM Security User's Guide
（PDF）

オプション機能

IM Security を使って、IM クライアントを
Message Security サービスに登録する手順が記
載されています。IM フィルタ サービスに関す
るよくある質問も含まれます。
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サポートの入手方法

Message Security サービス管理者には、Message Archiving の複数のサポート オプ
ションが用意されており、たとえば次のものがあります。

• 管理者用のドキュメントとよくある質問

• 検索可能なナレッジ ベース

• サポート ツール

• メール サポート

• 電話サポート

• アカウント管理

サポート リソースにアクセスするには、次の URL から Postini Support Portal にア
クセスしてください。

https://support.postini.com

このガイドに関するご意見の送信方法

Google ではお客様からのご意見、ご感想を参考にさせていただいております。こ
のガイドに関するご意見や、改善のためのご提案がございましたら、次のアドレ
スまでお送りください。

該当のセクションを明示してください。ご意見に対する返信を希望される場合は、
お客様のお名前とご連絡先情報をご記入ください。
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第 1 章
Message Archiving の概要 ëÊ1èÕ
Message Archiving でできること

Message Archiving は、会社のメール メッセージを自動的に取り込んで保存しま
す。またオプションで、インスタント メッセージ (IM) の会話を同様に処理する
こともできます。

Message Archiving を使用すると、次のことができます。

• アーカイブ メッセージを検索する

検索パネルを使って、会社のメッセージ アーカイブ内の電子通信を簡単に検
索します。期間を選択し、単語、フレーズ、メール アドレスを入力するだけ
で、必要なメッセージを取り込みます。

• 特定ユーザーのメッセージを保留する

[Discovery] タブを使って、訴訟や調査の目的でメッセージを保留するユー
ザーを選択します。

• アーカイブ検索を制限する

[Admin] タブを使って、特定ユーザーの検索対象を、アーカイブ内の特定のア
ドレスやユーザー名、またはその両方に制限します。

• アーカイブ メッセージを表示、印刷、エクスポートする

Message Archiving では、検索結果が、見やすいメッセージ サマリーのリスト
として表示されます。このリストから、メッセージの表示、印刷、受信トレ
イやファイルへのエクスポートを行うことができます。

• 検索の条件と結果を保存、整理する

[Discovery] タブを使って、特定のトピックについて調査を設定し、アーカイ
ブ アクティビティを整理します。調査を設定すると、検索の条件と結果を保
存できるようになります。

注意 : Message Discovery は、Message Archiving Standard、Professional、
Google Message Discovery の各エディションで使用できます。
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• メッセージをアーカイブからパージする

[Retention] タブを使って、メッセージをアーカイブからパージします。保留
中のメッセージはパージされません。

• アーカイブの使用状況を監査する

[Reports] タブを使って、ユーザーがアーカイブ内で行った検索に関するレ
ポートと、ユーザーが表示 / エクスポートしたアーカイブ内のメッセージに
関するレポートを作成します。

Message Archiving の主な機能

Message Archiving の包括的な機能セットを使用すると、アーカイブされたメール
メッセージと IM の会話を簡単に検索、管理できます。

機能 説明

メール検索 詳細な検索条件を適用して、アーカイブから特定の
メッセージを取り込みます。2 人以上のユーザー間
でやり取りしたすべてのメール メッセージに対し
て、さらにレベルの高い検索を行います。

詳細については、36 ページの「[Email Search] パネル
: 概要」を参照してください。

IM 検索

オプション機能

詳細な検索条件を適用して、インスタント メッセー
ジ（IM）の会話を検索します。対象は、Yahoo! メッ
センジャー、AOL インスタント メッセンジャー
（AIM）、MSN メッセンジャーの IM クライアントを
使ったユーザー間の会話です。

詳細については、37 ページの「[Email & IM Search]
パネル : 概要」を参照してください。

注意: IM Security サービスが必要です。

高度なブール検索 ブール論理と、ワイルドカード検索、近接検索、あ
いまい検索などの高度なオプションを使って、複雑
な検索クエリを作成します。

詳細については、38 ページの「[Boolean Search] パネ
ル : 概要」を参照してください。

ID の参照と検索 ユーザーの ID を簡単に取り込みます。ID には、そ
のユーザーのすべてのメール アドレス、メール エイ
リアス、インスタント メッセージ（IM）名などがあ
ります。ユーザーが送受信したすべてのメール メッ
セージと IM メッセージに対して 1 回で検索を行い
ます。

詳細については、42 ページの「ユーザーのアドレス
の検索」を参照してください。
14 Message Archiving ユーザー ガイド  



調査の管理

Standard Professional、
Google Message 
Discovery の各エディ
ション

[Discovery] タブを使って、会社のアーカイブの調査
を管理します。

• 検索の条件と結果を保存し、データ検出要求、監
査、人材の問題などの特定のトピックで整理しま
す。

• 保持期間を超過してもアーカイブからパージさ
れないようにするには、保存した検索結果を保留
します。 

詳細については、67 ページの「調査の管理」を参照
してください。

ユーザーの保留 [Discovery] タブを使って、訴訟や調査の目的でメッ
セージを保留するユーザーを選択します。

検索の制限 [Admin] タブを使って、調査人の検索範囲を、送信
者と受信者の特定の組み合わせに制限します。詳細
については、109 ページの「検索の制限」を参照し
てください。

高速なメッセージ取り
込み

数千件ものメッセージが含まれる検索結果でも高速
に取得します。Message Archiving では、メッセージ
の内容について、本文テキスト、ヘッダー、300 種類
を超える添付ファイルを含む、包括的な全文のイン
デックス登録を行います。このインデックス登録に
より、高速で効率的なメッセージの取り込みができ
るようになります。

詳細については、20 ページの「メッセージのイン
デックス登録とは何ですか」を参照してください。

メッセージのサマリー 検索結果を見やすいメッセージ サマリーのリスト
として表示するので、特定のメッセージを簡単に見
つけることができます。

詳細については、117 ページの「メッセージ サマリー
の表示」を参照してください。

詳細なメッセージ表示 検索結果リスト内の任意のメール メッセージや IM
の会話を開いて、その内容を表示します。

詳細については、124 ページの「メッセージの内容
の表示」を参照してください。

印刷向けの形式 メール メッセージと IM の会話を印刷に適した形式
で表示します。

詳細については、134 ページの「取り込んだメッセー
ジの印刷」を参照してください。

ファイル添付と IM の
ファイル転送

検索結果に表示される添付ファイルや IM のファイ
ル転送を表示、ダウンロードします。

詳細については、131 ページの「添付ファイルの表
示、ダウンロード」を参照してください。

機能 説明
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Message Archiving の仕組み

Message Archiving は、会社の電子通信のコピーを自動的に取り込んで、会社の
アーカイブに保存します。また、次のサービスが統合されています。

• Message Security - 迷惑メールやウィルスに感染したメール メッセージを会社
のネットワークに到達する前にフィルタするサービス

• IM Security - 迷惑メールやウィルスに感染した IM メッセージを会社のネット
ワークに到達する前にフィルタするオプションのサービス

メッセージのエクス
ポート

メール アドレスへの転送やファイルのダウンロー
ドにより、アーカイブから取り込んだメッセージを
エクスポートします。

詳細については、136 ページの「検索結果のエクス
ポート」を参照してください。

メッセージの保持と
パージ

Standard Professional、
Google Message 
Discovery の各エディ
ション

訴訟や調査の目的でメッセージを保留し、不要な
メッセージはアーカイブからパージします。

詳細については、163 ページの「メッセージ保持の
管理」を参照してください。

アーカイブ レポート

オプション機能

アーカイブ ストレージの概要、詳細、ユーザーが特
定の期間に行ったアーカイブ アクティビティを表
示するレポートを作成します。監査レポートは、アー
カイブ メッセージの機密性を示したり、アーカイブ
の使用状況を監視したりするのに役立ちます。

詳細については、169 ページの「アーカイブ レポー
トについて」を参照してください。

注意: Message Archiving Standard、Professional、Google
Message Discovery のいずれかのエディションが必要
です。

機能 説明
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次の図に、Message Archiving の仕組みの概要を示します :

アーカイブはどこにありますか

会社のアーカイブは、高い安全性を備えたデータ センター内に配置されます。こ
の施設に、すべてのアーカイブ メッセージのバックアップ コピーが保存され、
バックアップ用の電源とインターネット接続が確保されます。

アーカイブにアクセスするにはどうしたらよいですか

標準的なウェブブラウザを使ってサービスにログインします。アーカイブに対し
て、セキュリティで保護され、暗号化された（HTTPS）接続が確立されます。接
続したら、Message Archiving のインターフェースを使って、メッセージを検索し
ます。サービスにログインしてアーカイブにアクセスする方法の詳細については、
31 ページの「Message Archiving へのログイン」を参照してください。

どのメール メッセージがアーカイブされますか

Message Security サービスの管理者は、すべてのユーザーまたは特定のユーザーの
メール メッセージがアーカイブされるように Message Archiving を設定できます。
詳細については、管理者に問い合わせてください。

Message Archiving は、ユーザーが会社のネットワーク外のユーザーから受信した
メール メッセージを取り込みます。オプションで、会社のネットワーク外のユー
ザー宛に送信したメール メッセージを取り込むこともできます。

受信メールをアーカイブする場合、メール サーバーでの追加設定は不要です。

ただし、送信メールをアーカイブする場合は、Message Security サービスで送信
サービスを設定する必要があります。詳細については、「Outbound Services
Configuration Guide」を参照してください。

社内メールが取り込まれるかどうかは、管理者による Message Archiving の設定に
よって異なります。詳細については、199 ページの「メール メッセージのアーカ
イブについて」を参照してください。
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IM の会話はどのようにアーカイブされますか

オプション機能

ご利用のサービスにオプションの IM Security サービスが含まれる場合、IM の会
話とファイル転送をアーカイブするためのオプションには次の 2 つがあります。

• デフォルトでは、IM の会話とファイル転送は、特別な形式を持つメッセージ
のテキストまたはその添付ファイルとしてアーカイブに直接コピーされます。

• または、転送ファイルが添付された、会話テキストを含むメール メッセージ
を作成するように、管理者がサービスを設定できます。こうしたメール メッ
セージは、サービスの設定に基づいてアーカイブされます。

アーカイブされた IM の会話とファイル転送の形式は、アーカイブ内での検索方
法に影響します。詳細については、200 ページの「IM の会話とファイル転送の
アーカイブについて」を参照してください。

迷惑メール メッセージやウィルスに感染したメッセージはアー
カイブされますか

アーカイブされません。Message Archiving では正当なメッセージだけが保存され
ます。メールや IM のフィルタにより、迷惑メール メッセージやウィルスに感染
したメッセージは、ユーザーに配信される前に削除されます。その後で、配信さ
れたメッセージのコピーだけが保存されます。

メッセージはどのようなタイミングでアーカイブされますか

たいていの場合、メール メッセージはユーザーが送受信してから 30 分以内に、
アーカイブ内に保存されます。ただし、メッセージに添付ファイルが含まれてい
る場合、添付ファイルのサイズに応じて、さらに時間がかかる場合があります。
IM の会話は、会話が終了して約 15 分以内に保存されます。

どのようなユーザーがアーカイブを検索できますか

検索の権限は、サービス アカウントの認可レコードで設定されます。

アーカイブ検索権限がある場合、Message Archiving の [Search] タブにアクセスで
きます。[Search] タブを使って、アーカイブ メッセージの検索、表示、エクスポー
トを行います。

アーカイブ検索権限とアーカイブ ディスカバリ権限がある場合、Message
Archiving の [Discovery] タブにアクセスできます。[Discovery] タブには、[Search] タ
ブ内のすべてのオプションに加えて、検索の条件と結果を保存する機能と、メッ
セージを保留する機能があります。

アーカイブの権限の詳細については、Message Security サービス管理者に問い合わ
せてください。
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アーカイブ メッセージを取り込むにはどのようにすればよいで
すか

アーカイブからメッセージを取り込むには、いずれかの検索パネルを使って、条
件を入力します。その条件に一致するすべてのメッセージが取り込まれます。た
とえば、送信者のメール アドレスと、メッセージの本文に表示されているテキス
トを入力できます。詳細については、次を参照してください。

• 35 ページの「アーカイブ メッセージの検索」

• 115 ページの「検索結果の表示と管理」

自分のアーカイブに対する検索の条件と結果は保存できますか

オプション機能

アーカイブ ディスカバリ権限がある場合、調査を設定すると、検索の条件と結果
を保存、整理できます。たとえば、特定の期間に 2 人のユーザー間でやり取りし
たすべてのメール メッセージを取り込む場合は、その目的の調査を設定し、調査
の一部として検索の条件と結果を保存できます。保存後はいつでも、検索を再実
行したり、保存された結果をエクスポートしたりすることができます。

詳細については、67 ページの「調査の管理」を参照してください。

アーカイブからメッセージをエクスポートすることはできますか

アーカイブから取り込んだメッセージは、次のいずれかの方法でエクスポートで
きます。

• 添付ファイルとしてメールの受信トレイに転送する

• MBOX ファイルまたは PST ファイルとしてエクスポートする

詳細については、136 ページの「検索結果のエクスポート」を参照してください。

アーカイブ内のどのユーザーのメッセージにアクセスできますか

アーカイブへのアクセス権限があれば、任意のユーザーのアーカイブ メッセージ
を表示、エクスポート、印刷できます。ただし、このような権限があると機密情
報や個人情報にアクセスできる可能性があるため、Message Security サービスの管
理者はアーカイブへのアクセス権限を厳密に制御できるようになっています。

アーカイブ内のメッセージを編集できますか

会社のアーカイブ内に保管されている間は、メッセージや添付ファイルを変更す
ることは一切できません。
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アーカイブからメッセージを削除できますか

アーカイブ保持権限がある場合、[Retention] タブを使ってメッセージをアーカイ
ブからパージできます。メッセージは保持期間が終了するとパージできます。保
持期間を超えて保留されたメッセージはパージできません。

メッセージはどれくらいの期間アーカイブされますか

メール メッセージ、IM の会話、IM のファイル転送は、会社が契約した保持期間
の間アーカイブ内に残ります。保持期間は、1 年、3 年、5 年、7 年、9 年のいず
れかです。

保持期間を超えてメッセージを保持することはできますか

Message Archiving Standard、Professional、Google Message Discovery の各エディショ
ンには、Message Discovery が含まれています。このサービスを使用すると、保存
した検索結果を保留することによって、保持期間を超過してもパージされないよ
うにすることができます。詳細については、90 ページの「保存した検索結果の保
留」を参照してください。

メッセージのインデックス登録とは何ですか

Message Archiving では、メッセージがアーカイブに入る前に、メッセージのすべ
ての部分（本文テキスト、件名、ヘッダーなど）のキーワード（重要な単語や意
味のある単語）がインデックスに登録されます。また、テキストが含まれる多く
の種類の添付ファイル（Microsoft Office ドキュメント、PDF ファイル、テキスト
ファイル、HTML ページなど）の中のキーワードもインデックスに登録されます。 

ただし、次のような一般的な単語はインデックスに登録されません。 a、an、and、
are、as、at、be、but、by、for、if、in、into、is、it、no、not、of、on、or、such、that、
the、their、then、there、these、they、this、to、was、will、with

メッセージのインデックスは、その内容の地図のようなものであり、本文、件名、
宛先フィールド、差出人フィールド、ヘッダー、添付ファイルなど、メッセージ
のどの部分に各キーワードが出現するかを示しています。

Message Archiving では、各メッセージの先頭の 27 MB がインデックスに登録され
ます。

ユーザーが検索を開始すると、条件に合うメッセージや添付ファイルのすべての
内容ではなく、キーワードに一致するインデックスがあるかどうかがチェックさ
れます。これによって、メッセージの取り込み時間が短縮されます。
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どのようなユーザーがレポートを作成できますか

オプション機能

Message Archiving の [Reports] タブにアクセスするには、サービス アカウントの
認可レコード内でいずれかのアーカイブ権限（検索、ディスカバリ、監査、保持）
が設定されている必要があります。アーカイブの権限と各権限で使用できるレ
ポートの詳細については、169 ページの「アーカイブ レポートについて」を参照
してください。

ブラウザの要件

Message Archiving へのアクセスには、次のウェブブラウザを使用できます。

• Microsoft Internet Explorer 6.x または 7.x（Windows XP）

• Mozilla Firefox 1.5.x（Windows XP）

• Mozilla Firefox 1.5.x（Redhat Linux）

• Safari 1.3.x（Mac OS X）

注意 : Message Archiving を使用するときは、ブラウザにインストールされている
ポップアップ ブロック機能をオフにすることをおすすめします。ポップアップ ブ
ロック機能の種類によっては、ページが正常に表示されない場合があります。
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第 2 章
Message Archiving の使用方法 ëÊ2èÕ
始める前に

Message Archiving を使用すると、次の操作をすばやく簡単に実行できます。

• 会社のアーカイブでメッセージを検索する

• 検索条件と検索結果を管理する

• 不要メッセージをパージする

• 監査レポートを作成する

これらのツールを使用するには、Message Security サービスのアカウントにメッ
セージ アーカイブ権限が設定されている必要があります。これらの権限と
Message Archiving へのログインの詳細については、31 ページの「Message Archiving
へのログイン」を参照してください。

Message Archiving の使用に関する基本手順

Message Archiving を簡単に開始する方法は次のとおりです。

ステップ 1: 調査の設定

Standard、Professional、Google Message Discovery の各エディション

Message Archiving で実行される検索と、検索によって取り込んだ結果は、すべて
調査に関連付けられます。検索条件や検索結果を保存すると、現在の調査の一部
として保存されます。調査を使用して、特定のトピックでアーカイブ アクティビ
ティを整理することができます。
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デフォルトの調査名は「My Investigation」です。

ヒント : 新しい調査を設定する前に、調査、保存する検索条件、保存する結果に
ついて、命名規則を決めておくことをおすすめします。命名規則を決めておく
と、保存済みの項目をリスト内で探したりソートしたりするときに便利です。

詳細については、68 ページの「新しい調査の設定」を参照してください。

項目 説明

My Investigation
（デフォルト）

• 仮の調査や予備的検索を実行する

• 検索や検索結果を保存するが、特定のトピックで
整理する必要はない

• 検索条件や検索結果を保存せずに検索を実行する

新しい調査 • 特定のトピックについて正式な調査を実行する

• 特定のトピックに関する検索条件と検索結果を
保存する

• 保存済みの検索と検索結果の所有権を、別の
Message Archiving ユーザーに転送する

現在の調査の名前

(1) 操作メニューの [New 
Investigation] を選択

(2) 名前と説明
を入力
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ステップ 2: 検索パネルの選択

Message Archiving には、アーカイブ内のメッセージを検索しやすくするための検
索パネルが 3 つあります。どのパネルを選択するかは、実行する検索の種類によ
ります。

詳細については、36 ページの「検索パネルの概要」を参照してください。

検索パネル 説明

Email Search • メール メッセージのみを検索する

• 検索フィールドに検索条件を入力することで、標
準的な検索オプションを使用する

Email & IM Search • IM の会話のみを検索する

• メール メッセージと IM の会話を一度に検索する

• 標準的な検索オプションを使用する

Boolean Search • メール メッセージと IM の会話のどちらかまた
は両方を検索する

• ブール論理、近接検索、あいまい検索など、高度
な検索オプションを使用する（Lucene クエリ構
文が必要）

リンクをクリックして
検索パネルにアクセス
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ステップ 3: 検索条件の入力

検索パネルで、メッセージを見つけるための条件を入力します。たとえば、次の
ことが可能です。

• 検索対象期間を選択する

• 送信者、受信者、またはその両方のメール アドレスを入力する

• メッセージの件名、本文、ヘッダー、添付ファイルに表示される単語やフレー
ズを入力する

詳細については、39 ページの「アーカイブ内のメッセージの検索」を参照してく
ださい。

期間を選択 メール アドレスを入力

単語やフレーズを入力

クリックして、検索
フィールドの使い方に
ついてのヘルプを表示
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ステップ 4: 検索結果の表示、印刷、エクスポート

アーカイブからメッセージを取り込んだら、結果がメッセージのサマリーのリス
トで表示されます。このリストでは次のことができます。

• メッセージの全内容を表示する

• 内容を表示する、添付ファイルをダウンロードする

• メッセージを印刷する

• メッセージを受信トレイやファイルにエクスポートする

詳細については、124 ページの「メッセージの内容の表示」、131 ページの「添付
ファイルの表示、ダウンロード」、134 ページの「取り込んだメッセージの印刷」、
136 ページの「検索結果のエクスポート」を参照してください。

エクスポートする
メッセージを選択

操作メニューで [Export 
Selected Messages] を選択

メッセージの件名リンクをクリックして、内容を表示、
印刷、添付ファイルをダウンロード
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ステップ 5: 検索条件の保存

Standard、Professional、Google Message Discovery の各エディション

検索条件（検索パネルで入力したすべての情報）を保存すると、次のことができ
ます。

• 同じ検索を後でもう一度実行する

• 訴訟やコンプライアンスの目的のために、入力した条件を記録する

注意 : 検索条件は Message Archiving のデータベースに保存されます。ユーザーの
パソコンには保存されません。

詳細については、75 ページの「調査の検索条件の保存」を参照してください。

(2) 名前と説明
を入力

(1) 操作メニューの [Save 
Search Criteria] を選択
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ステップ 6: 検索結果の保存

Standard、Professional、Google Message Discovery の各エディション

検索結果のリストを保存すると、次のことができます。

• メッセージを後で表示、印刷、エクスポートする

注意: 大規模の結果セットをエクスポートすることがあらかじめわかってい
る場合は、結果を取り込んだらすぐにエクスポートし、その後で結果を保存
することをおすすめします。この順で操作を実行することで、エクスポート
処理の完了に必要な時間を短縮できます。

• メッセージを保留すると、保持期間の満了後もアーカイブからメッセージが
パージされません。

注意 : 検索条件を保存すると、検索パネルに戻ります。結果をもう一度表示する
には、検索を再実行します。

注意 : 検索条件は Message Archiving のデータベースに保存されます。ユーザーの
パソコンには保存されません。

詳細については、83 ページの「調査の検索結果の保存」を参照してください。

（1）操作メニューの [Save 
Search Results] を選択

(2) 名前と説明
を入力 

(3) オプションで、
メッセージを保留
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第 3 章
Message Archiving へのログイン ëÊ3èÕ
Message Archiving へのログインについて

Message Archiving にアクセスするには、Message Security サービスにユーザー ア
カウントを持ち、次に示す 1 つ以上の権限が認可レコード内に設定されている必
要があります。

• アーカイブ検索権限。次にアクセスできます。

• [Search] タブ（Message Archiving のすべてのエディション） - 会社のアー
カイブ内のメッセージを検索、表示、エクスポートできます。

• [Reports] タブ - ストレージ レポートを実行できます。

アーカイブ ディスカバリ権限を有効にするには、アーカイブ検索権限が必須
です。

• アーカイブ ディスカバリ権限。次にアクセスできます。

• [Discovery] タブ（Message Archiving Standard、Professional、Google 
Message Discovery の各エディション）。[Discovery] タブは、[Search] 
タブのすべての機能が含まれるほか、アーカイブの調査の管理にも利用
できます。調査については、検索の条件と結果の保存、検索結果の保持
期間の設定、検索結果の MBOX ファイルと PST ファイルへのエクス
ポートを行うことができます。

• [Report] タブのストレージ レポート。

アーカイブ ディスカバリ権限を取得するには、アーカイブ検索権限も必要です。

• アーカイブ保持権限。次にアクセスできます。

• [Retention] タブ - メッセージをアーカイブからパージします。

• [Reports] タブのパージ履歴レポート。

• アーカイブ監査権限。[Reports] タブの監査レポートにアクセスできます。

• アーカイブ調査人セキュリティ権限。[Admin] タブと、検索の制限機能にアク
セスできます。

アーカイブ メッセージには機密情報や個人情報が含まれる場合があるため、多く
の組織では、アーカイブへのアクセス権を持つ担当者と、担当者がアーカイブ内
で行うことのできる操作を厳密に制御しています。
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管理コンソールへのアクセス権限がある Message Security サービスの管理者であ
るかどうかによって、Message Archiving へのアクセスは異なります。詳細につい
ては、次を参照してください。

• 33 ページの「Message Archiving へのログイン」

• 34 ページの「Message Archiving へのログイン（管理者の場合）」

注意 : 既に Message Center を使って迷惑メール メッセージを管理している場合は、
Message Security サービスの管理者が Message Archiving へのログインに使用する
ユーザー アカウントとは別のユーザー アカウントを設定する場合があります。ど
ちらのログイン情報が必要か不確かな場合は、管理者に問い合わせてください。
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Message Archiving へのログイン

Message Security サービスの管理者以外のユーザーが Message Archiving にアクセ
スするには、各自のユーザー アカウントにログインします。管理者の場合は、34
ページの「Message Archiving へのログイン（管理者の場合）」を参照してください。

Message Security サービスの管理者以外のユーザーが Message Archiving にアク
セスするには

1. 次の場所に移動します。

https://login.postini.com

2. Message Security サービスにログインします。

[Session Type] ページが表示されます。

3. [Message Archiving] セッション タイプをクリックします。

保有している Message Archiving 権限に合ったページとオプションが表示さ
れます。次に例を示します。
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Message Archiving へのログイン（管理者の場合）

Message Security サービスの管理者が Message Archiving にアクセスするには、管
理コンソールを使用します。

管理コンソールの使い方の詳細については、「Message Security 管理ガイド」を参
照してください。

Message Security サービスの管理者が Message Archiving にアクセスするには

1. 次の場所に移動します。

https://login.postini.com

2. Message Security サービスにログインし、管理コンソールにアクセスします。

3. 右上にある [Message Archiving] をクリックします。

保有している Message Archiving 権限に合ったページとオプションが表示さ
れます。次に例を示します。
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第 4 章
アーカイブ メッセージの検索 ëÊ4èÕ
アーカイブ メッセージの検索について

Message Archiving の検索パネルを使用すると、検索条件を入力してアーカイブさ
れたメール メッセージを検索できます。サービスに IM Security が含まれる場合
は、IM の会話や IM ファイル転送を検索することもできます。

検索するメッセージの種類に応じて、次の中から複数の条件を入力できます。

アーカイブからメッセージを取り込んだら、メッセージを表示、印刷、エクスポー
トすることができます。詳細については、115 ページの「検索結果の表示と管理」
を参照してください。

検索条件 説明

Date range メッセージがアーカイブされていた期間（最大 1 年）

Senders or recipients 送信者 / 受信者のメール アドレス / 表示名。Cc（カー
ボン コピー）や Bcc（ブラインド カーボン コピー）
の受信者も含む

IM user name

オプション機能

IM の会話やファイル転送の受信者の IM ユーザー名

Words and phrases メッセージ本文、件名、ヘッダー、添付ファイルの
ファイル名、添付ファイルの内容のテキスト
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検索パネルの概要

アーカイブされたメッセージは、[Email Search] パネル、[Email & IM Search] パ
ネル、[Boolean Search] パネルを使用して検索できます。

[Email Search] パネル : 概要

[Email Search] パネルでは、アーカイブからメール メッセージを取り込むための
一連の包括的な検索オプションを利用できます。[Email Search] パネル内の主な領
域を次の図で説明します。

検索を制限する期間を選
択するためのフィールド

メッセージの特定の部分に目的
のテキストを含むメッセージを
検索するためのフィールド

どこかに目的のテキストが含
まれるメッセージや、どこに
も目的のテキストが含まれな
いメッセージを検索するため
のフィールド

検索対象の送信者と受信者
のメール アドレスのリスト

ユーザーのメール アドレ
スを調べるためのツール

アーカイブ全体で検索
するか、保存済みの結
果内で検索する（オプ
ション）かを選択
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[Email & IM Search] パネル : 概要

オプション機能

[Email & IM Search] パネルは、[Email Search] パネルと似ています。ただし、この
検索パネルを使用すると、メール メッセージに加えて、IM の会話や IM ファイル
転送も検索できます。[Email & IM Search] パネル内の主な領域を次の図で説明し
ます。

検索を制限する期間を選
択するためのフィールド

メール メッセージや 
IM の会話を検索する
ためのオプション

どこかに目的のテキス
トが含まれるメッセー
ジや、どこにも目的の
テキストが含まれない
メッセージを検索する
ためのフィールド

検索対象の送信者と受
信者のメール アドレス
と IM 名のリスト

ユーザーのメー
ル アドレスや IM 
名を調べるため
のツール

参加者間でやり
取りされたメー
ルを検索するた
めのオプション

アーカイブ全体で検索
するか、保存済みの結
果内で検索する（オプ
ション）かを選択
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[Boolean Search] パネル : 概要

[Boolean Search] パネルを使用すると、Apache Lucene クエリ構文を使用して、独
自の検索文字列を入力できます。このクエリ構文を使用して、特定のメッセージ
を検索する条件を細かく指定できます。たとえば、Lucene クエリ構文に対応する
ブール演算子、ワイルドカード、あいまい検索、近接検索などのオプションを使
用することができます。

Lucene クエリ構文の詳細については、次の Apache Lucene ウェブサイト（英語）
を参照してください。

http://lucene.apache.org/java/docs/queryparsersyntax.html

[Boolean Search] パネル内の主な領域を次の図で説明します。

検索を制限する期間を選
択するためのフィールド

検索できるデータのカテゴリLucene クエリ構文を使用して、検索ク
エリを入力できるフィールド

アーカイブ全体で検索
するか、保存済みの結
果内で検索する（オプ
ション）かを選択
38 Message Archiving ユーザー ガイド  

http://lucene.apache.org/java/2_4_0/queryparsersyntax.html


アーカイブ内のメッセージの検索

アーカイブ内のメッセージは、[Email Search] パネル、[Email & IM Search] パネル、
[Boolean Search] パネルを使用して検索できます。[Email Search] パネルや [Email &
IM Search] パネルを使用する場合は、パネルにあるフィールドを使用して検索条件
を入力するか選択します。[Boolean Search] パネルを使用する場合は、高度な検索
機能を提供する Lucene クエリ構文を使用して検索条件を入力します。

各検索パネルの相違点の詳細については、36 ページの「検索パネルの概要」を参
照してください。

アーカイブ内のメッセージを検索するには

1. Message Archiving にログインして、検索パネルにアクセスします。詳細につ
いては、31 ページの「Message Archiving へのログイン」を参照してください。

2. 次のいずれかの方法で、検索期間を設定します。

• [Start Date] と [End Date] のプルダウン リストを使用して、日付を選択
します。

または

• カレンダーアイコンをクリックして、日付を選択します。
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相対的な期間を選択することもできます（[Last 24 Hours] や [Last 30 Days]
など）。相対的な期間は、同じ条件で再実行して最新の検索結果を取得できる
ように検索条件を保存する場合に便利です。

3. [Sort By] プルダウン リストで、検索結果の表示順を選択します。

4. 次のように検索条件を入力します。

使用パネル 手順

[Email Search] パネル 検索フィールドに、メッセージを検索するための
追加条件（単語、フレーズ、メール アドレスな
ど）を入力します。

ユーザーのメール アドレスを調べるには、[Look
Up] をクリックします。詳細については、42 ペー
ジの「ユーザーのアドレスの検索」を参照してく
ださい。

詳細については次を参照してください。

• このパネルの各フィールドの詳細について
は、50 ページの「[Email Search] パネル」を参
照してください。 

• 検索の例については、47 ページの「[Email
Search] パネルの共通の検索条件」を参照して
ください。

• 検索条件の入力方法の詳細については、202
ページの「検索条件の入力に関するヒント」
を参照してください。

[Email & IM Search] 
パネル

オプション機能

[Show] リストで、検索するメッセージの種類を
選択します。IM の会話やファイル転送のみを検
索することも、IM の会話とメール メッセージの
両方を検索することもできます。 

メッセージを検索するための追加条件（単語、
フレーズ、IM 名など）を入力します。

ユーザーのメール アドレスや IM 名を調べるに
は、[Look Up] をクリックします。詳細について
は、42 ページの「ユーザーのアドレスの検索」を
参照してください。

詳細については、次を参照してください。

• このパネルの各フィールドの詳細について
は、54 ページの「[Email & IM Search] パネル」
を参照してください。

• 検索の例については、48 ページの「[Email &
IM Search] パネルの一般的な検索条件」を参
照してください。

• 検索条件の入力方法の詳細については、202
ページの「検索条件の入力に関するヒント」
を参照してください。
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5. [Search Archive] をクリックします。

[Search Results] ページが表示され、検索条件と一致する内容を含むメッセー
ジのリストが示されます。検索パネルは、自動的に非表示になります。

次に例を示します。

[Boolean Search] 
パネル

[Query] フィールドに、Lucene クエリ構文を使用
して検索クエリを入力します。[Boolean Search]
パネルの [Search Fields] に表示されるすべての
フィールドのテキストで検索できます。

詳細については次を参照してください。

• このパネルの各フィールドの詳細について
は、60 ページの「[Boolean Search] パネル」を
参照してください。

• 検索条件の入力方法の詳細については、208
ページの「ブール検索」を参照してください。

使用パネル 手順
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アーカイブからメッセージを取り込んだら、次のことができます。

• 検索の変更: 検索パネルに戻って検索条件を変更するには、操作メニューの 
[Revise Search] を選択し、緑の矢印をクリックします。

• 検索結果の表示と管理: 検索結果リストへのアクセス、結果リストの再ソート、
メッセージや添付ファイルの内容の表示、メッセージの印刷、メッセージのエ
クスポートを行います。詳細については、115ページの「検索結果の表示と管
理」を参照してください。

• 検索ショートカットの使用: 関連する件名を持つすべてのメール メッセージ、
特定のユーザー間で交わされたすべてのメール メッセージや、特定の日付に
アーカイブされたすべてのメール、IM の会話、IM ファイル転送を簡単に見つ
けられます。詳細については、145ページの「検索結果の絞り込み」を参照し
てください。

ユーザーのアドレスの検索

オプション機能

[Email Search] パネルや [Email & IM Search] パネルで、ユーザーの識別情報（Email
Security や IM Security でそのユーザーに登録されているすべてのメール アドレ
ス、メール エイリアス（代替アドレス）、IM ユーザー名など）を簡単に調べられ
ます。ユーザーの識別情報を調べたら、その情報を検索パネルのアドレス フィー
ルドに追加することができます。

このオプションは、次のような場合に便利です。

• ユーザーが送受信したすべてのメール メッセージ、ユーザーが参加したすべ
ての IM の会話を 1 回で検索する

• ユーザーの完全なメール アドレスや IM 名がわからない（連続する 3 文字以上
がわかれば検索できます） 

Important: 識別情報を調べられるのは、Message Security サービスにアカウント
があるユーザーのみです。
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ユーザーの識別情報を調べるには

1. [Email Search] パネルか [Email & IM Search] パネルで、[Look Up] をクリック
します。

[Company Directory] パネルが表示されます。

2. [Search For] フィールドに、ユーザーのメール アドレスか IM 名の一部を 3 文
字以上入力し、[Find] をクリックします。
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3. 表示される識別情報のリストから、検索条件に追加する識別情報を選択しま
す。次に例を示します。

[Email Search] パネルで [From] フィールドと [To] フィールドを別個に検索す
る場合は、片方または両方の [Add To] チェックボックスをオンにして、選択
した識別情報を [From] フィールドか [To] フィールドに追加します。

4. [Add Selected] をクリックします。

選択した識別情報が検索パネルの該当するフィールドに追加されます。

5. [Close] をクリックします。

検索条件へのアドレスの一部の追加

ユーザーのアドレスを調べて検索条件に追加するだけでなく、アドレスの一部
（送受信者の名前やドメイン名など）を追加することもできます。たとえば、
「john」と入力すると、アーカイブの検索結果には、送受信者のアドレスに「john」
を含むメッセージが含まれます。
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アドレスの一部を入力するには

1. [Find] フィールドに、検索条件として使用するアドレスの一部を入力します。

2. [Add] をクリックします。

[Search From/To separately] オプションを使用する場合は、上記と同じ手順を
使用します。

注意 : 完全なメール アドレスを入力することもできます。
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保存した検索結果内の検索

オプション機能

検索結果を保存すると、それらの結果内で別の検索を実行し、さらに絞り込まれ
た条件に一致するメッセージを取り込むことができます。

検索結果の保存の詳細については、83 ページの「調査の検索結果の保存」を参照
してください。

保存した結果内を検索するには

1. 検索対象の保存済みの結果を含む調査が現在の調査であることを確認しま
す。詳細については、70 ページの「現在の調査の変更」を参照してください。

2. 検索パネルの [Search Context] メニューで、メッセージの検索対象となる保
存済みの結果を選択します。次に例を示します。

3. パネルで検索条件を入力するか変更します。

4. [Search Within Results] をクリックします。

共通の検索の例

さまざまな種類の検索を実行して、特定のメール メッセージや添付ファイル、IM
の会話、IM ファイル転送をアーカイブから取り込むことができます。[Email
Search] パネルと [Email & IM Search] パネルに入力できる、共通の検索条件を次に
示します。複数の検索条件を組み合わせて絞り込み、それらの条件すべてに一致
するメッセージを検索することができます。

注意 : 検索条件の入力の詳細については、202 ページの「検索条件の入力に関する
ヒント」を参照してください。
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[Email Search] パネルの共通の検索条件

対象 手順

特定の期間内に社内のすべて
のユーザーが送受信したすべ
てのメール メッセージ

1. [Start Date] と [End Date] のプルダウン
リストを使用して、期間を選択します。

2. [From/To] フィールドに、会社のドメイン
名を入力します。例 : yourcompany.com

特定の期間内に特定のユー
ザーが送受信したメール メッ
セージ

1. [Start Date] と [End Date] のプルダウン
リストを使用して、期間を選択します。

2. [From/To] フィールドに、ユーザーのメー
ル アドレスを入力します。

特定のユーザーが送信した
メール メッセージ

1. [Search From/To Separately] をクリック
します。

2. [From] フィールドに、送信者の完全なメー
ル アドレスか、@ 記号より前の部分だけを
入力します。

複数の特定のユーザーが受信
したメール メッセージ

1. [Search From/To Separately] をクリック
します。

2. [To] プルダウン リストから [All] を選択し
ます。

3. [To] フィールドに、各受信者のメール ア
ドレスを入力します。複数のアドレスを指
定する場合は改行で区切ります。受信者の
完全なメール アドレスか、@ 記号より前
の部分のいずれかを入力できます。

特定の送信者から特定の複
数の受信者宛のメールメッ
セージ

1. [From] フィールドと [To] フィールドが表
示されたら、[Search by participants] を
クリックします。

2. [Find] プルダウン リストから [All] を選択
します。

3. [Search From/To Separately] をクリック
します。

4. [From] フィールドに、送信者の完全なメー
ル アドレスか、@ 記号より前の部分だけを
入力します。

5. [To] プルダウン リストから [All] を選択し
ます。

6. [To] フィールドに、各受信者のメール ア
ドレスを入力します。複数のアドレスを指
定する場合は改行で区切ります。受信者の
完全なメール アドレスか、@ 記号より前
の部分のいずれかを入力できます。
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[Email & IM Search] パネルの一般的な検索条件

オプション機能

件名に特定の単語を含むメー
ル メッセージ

1. [Subject] プルダウン リストから [contains]
を選択します。

2. [Subject] フィールドに、1 つ以上の単語を
入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

件名に特定のフレーズを含む
メール メッセージ

1. [Subject] プルダウン リストから [has 
phrase] を選択します。

2. [Subject] フィールドに、フレーズを入力し
ます。

本文に特定の単語を含むメー
ル メッセージ

• 一連の単語すべてに一致するメッセージ
を検索するには、それらの単語を [Match
All Words] フィールドに入力します。

• 一連の単語のいずれかに一致するメッ
セージを検索するには、それらの単語を
[Match Any Words] フィールドに入力し
ます。

特定の単語を含む添付ファ
イル

1. [Match All Words] フィールドに、単語を
入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

2. [Has Attachments] チェックボックスをオ
ンにします。

件名、本文、添付ファイルの
内容、添付ファイル名に特定
の単語を含まないメール メッ
セージ

[Exclude Words] フィールドに、1 つ以上の単
語を入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

対象 手順

複数の参加者間の IM の会話 1. [Show] リストから [IM only] を選択します。

2. [To Address or IM Name] フィールドに、い
ずれか 1 人の参加者の IM 名を入力します。

または、IM がアーカイブされているユー
ザーのメール アドレスを入力することも
できます。

特定の単語を含む IM の会話 1. [Show] リストから [IM only] を選択します。

2. [Match All Words] フィールドに、単語を
入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

対象 手順
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検索パネルに関するリファレンス情報

特定の単語を含む IM ファイ
ル転送

1. [Show] リストから [IM only] を選択します。

2. [Match All Words ] フィールドに、単語を
入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

3. [Has Attachments] チェックボックスを
オンにします。

本文に特定の単語を含まない
IM の会話や、ファイルの内容
や添付ファイル名に特定の単
語を含まない IM ファイル転送

[Exclude Words] フィールドに、1 つ以上の単
語を入力します。複数の単語を指定する場合は
スペースで区切ります。

対象 手順
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[Email Search] パネル

[Email Search] パネルを使用してできること

アーカイブ内のメール メッセージを検索します。検索結果のメッセージの表示と
管理の詳細については、148 ページの「検索結果の表示」を参照してください。

操作メニュー

64 ページの「検索パネルの操作メニュー」を参照してください。

[Email Search] パネルのオプション

オプション 説明

Date Range メッセージを検索する期間を選択します。相対的な
期間を使用することもできます。

相対的な期間を使用する場合は、使用できるいずれか
のオプション（[Last 24 Hours] など）を選択します。

特定の期間を使用するには、[Specific Dates] を選択
し、[Start Date] と [End Date] の各フィールドで期
間を指定します。

注意: 日付だけでメッセージを検索することはできま
せん。アーカイブからメッセージを取り込むには、検
索パネルに日付以外の検索条件を 1 つ以上入力する
必要があります。

Start Date

End Date

特定の日付または特定の期間にアーカイブされたメッ
セージを検索します。プルダウン リストから日付を選
択するか、カレンダー アイコンをクリックして日付を
選択します。選択できる期間は、最大 370 日間です。

注意 : Message Archiving では、メール メッセージの
日付を検索する場合、ユーザー アカウントに設定さ
れているタイム ゾーンを使用します。
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Match All Words

Match Any Words

次のいずれかの部分に特定のテキストを含むメール
メッセージを検索します。

• メール メッセージの本文

• 添付ファイルの内容

Message Archiving では、多くの種類のファイル
（Microsoft Office、PDF、テキスト、RTF、HTML
ファイルなど）でテキストを検索できます。

• ヘッダー（エンベロープ ヘッダー、MIME ヘッ
ダー、X ヘッダーを含む） 。

ヘッダーには、送信者と受信者のアドレス、件
名、日付、ルーティング情報（IP アドレスやサー
バー名など）、メッセージ ID などの情報を含め
ることができます。

複数の単語を指定する場合はスペースで区切りま
す。次に例を示します。

ZipZam contract deadline

Exclude Words 次のいずれかの場所に特定のテキストを含むメール
メッセージを除外することによって、検索結果を絞
り込みます。

• メール メッセージの本文

• 件名

• 添付ファイルのファイル名

• 添付ファイルの内容

複数の単語を指定する場合はスペースで区切りま
す。次に例を示します。

Smith document conference

注意 : このフィールドは、[Email Search] パネルの期間
以外の 1 つ以上の検索フィールドに情報を入力する
場合にのみ使用できます。

オプション 説明
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Subject

File Name

次の部分のテキストが一致するメール メッセージを
検索します。

• 件名

• 添付ファイルのファイル名

また、このフィールドにファイル拡張子（「.doc」
や「.pdf」など）のみを入力して、特定の種類の
添付ファイルを検索することもできます。

複数の単語を指定する場合はスペースで区切りま
す。次に例を示します。

Sales presentation ZipZam

次のいずれかのオプションを選択します。

contains: 入力したすべてのキーワードを含むメッ
セージを返します。複数の単語を指定する場合はス
ペースで区切ります。次に例を示します。

ZipZam training_slides O51306 contract

has phrase: 入力したフレーズと完全に一致するフ
レーズを含むメッセージを返します。次に例を示し
ます。

training slides 051306

Mail Flow 特定の種類のメッセージを検索します。

• Inbound Messages: 社外の相手から会社のネット
ワーク上のユーザー宛に送信されたメッセージ。

• Outbound Messages: 会社のネットワーク上の
ユーザーから社外の相手宛に送信されたメッ
セージ。

• Internal Messages: 会社のネットワーク上での
み送受信されたメッセージ。

Sort By 次のいずれかの検索条件に従って、検索結果を降順
に表示します。

• Newest First（新しい順）

• Oldest First（古い順）

• Best Match（一致順）

• From（送信者）

• To（受信者）

• Subject（件名）

Has Attachments 添付ファイルを含むメッセージのみを検索します。

オプション 説明
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Search From/To 
Separately

Search by Participants

[From] フィールドと [To] フィールドを別個に使用
するか、単独で [Find] フィールドを使用するかを切
り替えます。 

Find 入力した参加者の一部または全員を含むメッセージ
を検索します。

• Any: 参加者の誰かが送受信したメッセージを返
します。

• All: 参加者全員が（送信者か受信者として）含ま
れるメッセージのみを返します。

次のいずれかを入力できます。

• 完全なメール アドレス。例 : jasonl@jumboinc.com

• @ 記号より前のユーザー名のみ。例 : jasonl

• ドメイン名のみ。例 : jumboinc.com

• メールの表示名（「Adam Smith」など、スペース
で区切られた姓と名）か、姓のみか名のみ

このフィールドの使用方法の詳細については、205
ページの「2 名以上の参加者間でのメールのやり取
り」を参照してください。

From 送信者が一致するメール メッセージを検索します。
結果には、入力した送信者を 1 人以上含むメッセー
ジが含まれます。

アドレスの入力方法の詳細については、Find オプ
ションの説明を参照してください。

To [To]、[Cc]、[Bcc] フィールドの受信者に一致するメー
ル メッセージを検索します。

アドレスの入力方法の詳細については、Find オプ
ションの説明を参照してください。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Any: [To]、[Cc]、[Bcc] フィールドに、一致する
メール アドレスを 1 つ以上含むメッセージを返
します。

• All: [To]、[Cc]、[Bcc] フィールドに、一致するア
ドレスをすべて含むメッセージのみを返します。

Look Up [Compnay Directory] パネルが開き、ユーザーのメー
ル アドレスや IM 名を検索できます。詳細について
は、58 ページの「[Company Directory] パネル」を参
照してください。

オプション 説明
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[Email & IM Search] パネル

オプション機能

[Email & IM Search] パネルを使用してできること

• アーカイブ内のメール メッセージ、IM の会話、IM ファイル転送を検索しま
す。

• 複数のユーザー間でやり取りしたメール メッセージを検索します。検索結果
のメッセージの表示と管理の詳細については、148 ページの「検索結果の表示」
を参照してください。

操作メニュー

64 ページの「検索パネルの操作メニュー」を参照してください。

[Email & IM Search] パネルのオプション

オプション 説明

Date Range メッセージを検索する期間を選択します。相対的な
期間を使用することもできます。

相対的な期間を使用する場合は、使用できるいずれか
のオプション（[Last 24 Hours] など）を選択します。

特定の期間を使用するには、[Specific Dates] を選択
し、[Start Date] と [End Date] の各フィールドで期
間を指定します。

注意: 日付だけでメッセージを検索することはできま
せん。アーカイブからメッセージを取り込むには、検
索パネルに日付以外の検索条件を 1 つ以上入力する
必要があります。

Start Date

End Date

特定の日付または特定の期間にアーカイブされたメッ
セージを検索します。プルダウン リストから日付を選
択するか、カレンダー アイコンをクリックして日付を
選択します。選択できる期間は、最大 370 日間です。

注意 : Message Archiving では、メール メッセージの
日付を検索する場合、ユーザー アカウントに設定さ
れているタイム ゾーンを使用します。
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Show 検索するメッセージの種類は次のいずれかを選択し
ます。

• Email and IM: メール メッセージ、IM の会話、IM
ファイル転送を検索します。

• IM only: IM の会話と IM ファイル転送のみを検
索します。

注意 : IM Security サービスの管理者による IM のアー
カイブの設定方法により、IM の会話やファイル転送
が通常のメール メッセージとしてアーカイブされて
いる場合があります。この場合、これらの種類のメッ
セージを取り込むには、[Email and IM] オプションを
選択する必要があります。IM の会話とファイル転送
の形式の詳細については、117 ページの「メッセージ
サマリーの表示」を参照してください。

Match All Words

Match Any Words

次のいずれかの部分に特定のテキストを含むメッ
セージを検索します。

• 本文

• 添付ファイルやファイル転送の内容

Message Archiving では、多くの種類のファイル
（Microsoft Office、PDF、テキスト、RTF、HTML
ファイルなど）でテキストを検索できます。

• ヘッダー（エンベロープ ヘッダー、MIME ヘッ
ダー、X ヘッダーを含む）。 

ヘッダーには、送信者と受信者のアドレス、件
名、日付、ルーティング情報（IP アドレスやサー
バー名など）、メッセージ ID などの情報を含め
ることができます。

複数の単語を指定する場合はスペースで区切りま
す。次に例を示します。

ZipZam contract deadline

オプション 説明
 アーカイブ メッセージの検索 55



Exclude Words 次のいずれかの場所に特定のテキストを含むメール
メッセージ、IM の会話、IM ファイル転送を除外す
ることによって、検索結果を絞り込みます。

• 本文

• 件名

• 添付ファイルや IM ファイル転送のファイル名

• 添付ファイルや IM ファイル転送の内容

複数の単語を指定する場合はスペースで区切りま
す。次に例を示します。

Smith document conference

注意 : このフィールドは、[Email & IM Search] パネル
の期間以外の 1 つ以上の検索フィールドに情報を入
力する場合にのみ使用できます。

Sort by 次のいずれかの検索条件に従って、検索結果を降順
に表示します。

• Newest First（新しい順）

• Oldest First（古い順）

• Best Match（一致順）

• From（送信者）

• To（受信者）

• Subject（件名）

Has Attachments 添付ファイルを含むメッセージのみを検索します。
[Show] リストから [IM only] オプションを選択する
と、結果には IM ファイル転送のみが含まれます。

オプション 説明
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To Address or IM 
Name

[To]、[Cc]、[Bcc] のいずれかのフィールドの受信者
が一致するメール メッセージを検索します。または、
任意の参加者と一致する IM の会話や IM ファイル転
送を検索します。

次のいずれかを入力します。 

• 完全なメール アドレス。 例 : jasonl@jumboinc.com

• @ 記号より前のユーザー名のみ。例 : jasonl

• ドメイン名のみ。例 : jumboinc.com

• メールの表示名（「Adam Smith」など、スペース
で区切られた姓と名）か、姓のみか名のみ

• 完全な IM 名（「susanh_0312」など）

複数の受信者を一度に追加するには、アドレスや IM
名をカンマかセミコロンで区切ります。

次に、[Find Messages Involving] フィールドでオプ
ションを選択します。 

注意 : IM サービス名（AOL インスタント メッセン
ジャーや Yahoo! メッセンジャーなど）でテキストを
検索することはできません。

Find Messages 
Involving

返されるメッセージに含める必要のあるメール アド
レスや IM 名について、次のいずれかを選択します。

• Anyone: 受信者に 1 つ以上のメール アドレスが
含まれるメッセージか、IM の会話に 1 つ以上の
IM 名が含まれるメッセージを返します。

• Everyone: 受信者にすべてのメール アドレスが
含まれるメッセージか、IM の会話にすべての IM
名が含まれるメッセージのみを返します。

Look Up [Compnay Directory] パネルが開き、ユーザーのメー
ル アドレスや IM 名を検索できます。詳細について
は、58 ページの「[Company Directory] パネル」を参
照してください。

オプション 説明
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[Company Directory] パネル

[Compnay Directory] パネルを使用してできること

ユーザーの識別情報（Message Security でユーザーに登録されているすべてのメー
ル アドレスとメール エイリアスを含む）を検索します。サービスに IM Security
サービスが含まれる場合は、ユーザーがサービスに登録しているすべての IM
ユーザー名も識別情報に含まれます。

あるユーザーの識別情報を検索したら、その情報を [Email Search] パネルや [Email
& IM Search ] パネル（オプション）に入力することができます。これで、その
ユーザーのメール メッセージ、IM の会話、IM ファイル転送をすべて一度に検索
できます。

[Compnay Directory] パネルのオプション

オプション 説明

Search For メール アドレスや IM 名を全部または一部入力し、
[Find] をクリックします。入力するのは、数文字のア
ドレスや IM 名、ドメイン名やサブドメイン名のみ、
完全なアドレスや IM 名のいずれでもかまいません。

Message Archiving では、入力するテキストと一致す
るすべてのユーザーの識別情報が取り込まれます。

注意 : 

• このフィールドには、3 文字以上入力する必要が
あります。

• 現在 Message Security サービスにアカウントを持
つユーザーについてのみ識別情報が取り込まれ
ます。サービスから削除されたアカウントに関す
る情報は取り込まれません。

• IM 名の場合、関連する IM サービス名（AOL イ
ンスタント メッセンジャーなど）が検索結果に
含まれます。ただし、IM サービス名でテキスト
を検索することはできません。

Add To このパネルを [Email Search] パネルから開き、[From]
フィールドと [To] フィールドを別個に使用している
場合にのみ、使用できます。

From list: このチェックボックスをオンにすると、選
択したユーザーの識別情報が検索パネルの [From]
フィールドに追加されます。

To list: このチェックボックスをオンにすると、選択
したユーザーの識別情報が検索パネルの [To] フィー
ルドに追加されます。
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Add Selected 検索結果で選択したユーザーの識別情報を検索パネ
ルの [From/To] フィールドや [To Address or IM
Name] フィールドに追加します。

注意 : 検索パネルに追加できるのは、ユーザーの完全
な識別情報のみです。識別情報内の個々のアドレス
や IM 名は選択できません。

オプション 説明
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[Boolean Search] パネル

[Boolean Search] パネルを使用してできること

Lucene クエリ構文を使用してクエリを入力し、アーカイブ内のメール メッセー
ジ、IM の会話、IM ファイル転送を検索します。

Lucene クエリ構文の詳細については、次の Apache Lucene ウェブサイト（英語）
を参照してください。

http://lucene.apache.org/java/docs/queryparsersyntax.html

検索結果のメッセージの表示と管理の詳細については、148 ページの「検索結果
の表示」を参照してください。

注意 : IM の会話と IM ファイル転送のアーカイブには、IM Security（オプション
のインスタント メッセージ フィルタリング サービス）が必要です。

操作メニュー

64 ページの「検索パネルの操作メニュー」を参照してください。

[Boolean Search] パネルのオプション

オプション 説明

Date Range メッセージを検索する期間を選択します。相対的な
期間を使用することもできます。

相対的な期間を使用する場合は、使用できるいずれか
のオプション（[Last 24 Hours] など）を選択します。

特定の期間を使用するには、[Specific Dates] を選択
し、[Start Date] と [End Date] の各フィールドで期
間を指定します。

注意 : 日付だけでメッセージを検索することはでき
ません。アーカイブからメッセージを取り込むには、
検索パネルに日付以外の検索条件を 1 つ以上入力す
る必要があります。
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Start Date

End Date

特定の日付または特定の期間にアーカイブされた
メッセージを検索します。プルダウン リストから日
付を選択するか、カレンダー アイコンをクリックし
て日付を選択します。選択できる期間は、最大 370
日間です。

注意 : Message Archiving では、メール メッセージの
日付を検索する場合、ユーザー アカウントに設定さ
れているタイム ゾーンを使用します。

Query Apache Lucene クエリ構文を使用して、検索クエリを
入力します。クエリは、次の方法で作成できます。

• [Boolean Search] パネルの [Search Fields] で、1
つ以上のフィールド名を使用します。

• ブール演算子（AND、OR、NOT）を使用します。

• ワイルドカードの「*」（複数の文字を検索）と
「?」（1 文字を検索）を使用します。ワイルドカー
ドを先頭文字に使用することはできません
（「*soft」など）。

• Lucene クエリ構文で利用できる他の検索オプショ
ン（あいまい検索、近接検索、範囲検索など）を
含めます。

たとえば、送信者が alank@jumboinc.comで、件名に
ZipZam contract というフレーズを含むメッセージ
を検索するには、次のクエリを入力します。

sender:alank@jumboinc.com AND 
subject:“zipzam contract”

別の例を示します。送信者が alank@jumboinc.com で、
受信者が kimh@zipzam.com か rakeshk@zipzam.com の
メッセージを検索するには、次のクエリを入力しま
す。

sender:alank@jumboinc.com AND 
recipient:(kimh@zipzam.com OR 
rakeshk@zipzam.com)

注意 : 別のパネルで検索を実行してから、[Boolean
Search] パネルを表示した場合、検索条件が Lucene クエ
リ構文で自動的にこのフィールドに入力されます。

オプション 説明
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Show

オプション機能

検索するメッセージの種類は次のいずれかを選択し
ます。

• Email only: メール メッセージのみを検索します。

• IM only: IM の会話と IM ファイル転送のみを検
索します。

• Email and IM: メール メッセージ、IM の会話、IM
ファイル転送を検索します。

注意 : 

• IM Security サービスの管理者による IM のアーカ
イブの設定方法により、IM の会話やファイル転
送が通常のメール メッセージとしてアーカイブ
されている場合があります。この場合、これらの
種類のメッセージを取り込むには、[Email only]
か [Email and IM] のオプションを選択する必要
があります。IM の会話とファイル転送の形式の
詳細については、117 ページの「メッセージ サマ
リーの表示」を参照してください。

• IM のオプションは、Message Security サービスに
IM Security サービスが含まれる場合にのみ使用
できます。

Sorted by 次のいずれかの検索条件に従って、検索結果を降順
に表示します。

• Newest First（新しい順）

• Oldest First（古い順）

• Best Match（一致順）

• From（送信者）

• To（受信者）

• Subject（件名）

オプション 説明
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ブール検索フィールド

次のリストは、Message Archiving でサポートされる「フィールド データ」（メッ
セージの内容をインデックスに登録するために Message Archiving 内部で使用さ
れるフィールドの名前）を示したものです。検索する内容の種類を指定するには、
検索クエリで、Lucene クエリ構文を使用してこれらのフィールド名を使用する必
要があります。

フィールド名 検索対象

sender メール メッセージの [From] フィールドにある送信
者のメール アドレス。

recipient メール メッセージの [To] フィールドにある受信者
のメール アドレスか、IM の会話の参加者の IM 名。

bcc 元々、メール メッセージの [To] フィールドにも [Cc]
フィールドにも表示されていなかった受信者（[Bcc]
（ブラインド カーボン コピー）フィールドなど）の
メール アドレス。メーリング リストのメンバーの
メール アドレスも検索します。

meta メッセージのメタデータの情報。この情報は、
Message Security (Postini) サービスによってメッセー
ジに追加されるもので、ユーザーに割り当てられる
ID などのデータが含まれます。このフィールドを使
用して検索を実行するのは、通常、技術サポート担
当者のみです。

subject メール メッセージの件名のキーワードやフレーズ。

header メール メッセージのヘッダー（エンベロープ ヘッ
ダー、MIME ヘッダー、X ヘッダーを含む）にある
キーワードやフレーズ。ヘッダーには、送信者と受
信者のアドレス、件名、日付、ルーティング情報（IP
アドレスやサーバー名など）、メッセージ ID などの
情報を含めることができます。

content メール メッセージの本文か IM の会話にあるキー
ワードやフレーズ。

attachment メール メッセージに添付されたファイルや、IM ク
ライアントを使用して別の参加者に転送したファイ
ルの本文のキーワードやフレーズ。

fileatt メール メッセージに添付されたファイルの名前や、
ある参加者が IM クライアントを使用して別の参加
者に転送したファイルの名前にあるテキスト。
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検索パネルの操作メニュー

オプション 説明

Revise Search 検索パネルに戻って、検索条件を変更します。

検索結果を表示している場合にのみ使用できます。

Show Results 検索結果のリストに戻ります。 

検索を実行してから検索パネルに戻った場合にのみ
使用できます。

New Search 検索パネルに入力した条件をクリアします。

New Investigation

（オプション機能）

[New Investigation] ページが開き、新しい調査を設定
できます。

Save Search Results

（オプション機能）

[Save Search Results] ページが開き、現在の調査の検
索結果内のメッセージのリストを保存できます。

検索を実行してから検索パネルに戻った場合にのみ
使用できます。

Save Search Criteria

（オプション機能）

[Save Search Criteria] ページが開き、検索パネルに入
力した現在の調査の検索条件を保存できます。

Export Selected 
Messages

[Export Selected Messages] ダイアログ ボックスが開
き、メッセージを自分の受信トレイに転送したり、
MBOX ファイルにエクスポートしたりできます。

Export All Messages [Export All Messages] ダイアログ ボックスが開き、
メッセージを MBOX ファイルや PST ファイルにエ
クスポートできます。
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検索パネルの [Search Context] メニュー

オプション機能

オプション 説明

Entire Archive 検索対象をメッセージの一部に限定しないで、アー
カイブ全体でメッセージを検索します。

< 保存済みの結果の
名前 >

選択した保存済みの検索結果内のみでメッセージを
検索します。

このリストに表示される保存済みの結果は、現在
の調査のものです。現在の調査の詳細については、
68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。
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第 5 章
調査の管理 ëÊ5èÕ
調査の管理について

Message Archiving サービスの Standard、Professional、Google Message Discovery の各
エディションには、Message Discovery が付属しています。このサービスを使用する
と、ユーザーが行ったすべての検索と取り込んだ結果が、調査に関連付けられます。

調査を行うには、[Search] タブではなく、[Discovery] タブを使用します。[Discovery]
タブは、ユーザーの認可レコードにアーカイブ ディスカバリ権限が含まれている場
合に表示されます。

調査を使用すると、特定のトピックに関連するアーカイブ クエリを整理できま
す。たとえば、検出要求に関する特定のメール メッセージを取り込むための調査
や、特定の期間に 2 人の従業員が交わしたすべてのメール メッセージを取り込む
ための調査を設定できます。

調査を設定すると、次のことができるようになります。

• 現在の調査を変更する。デフォルトの調査や、自分で設定した別の調査に変更
できます。

• 調査の詳細を編集する。調査の名前や説明などを編集できます。

• 調査の検索条件を保存する。検索パネルに入力したすべての情報が保存されま
す。

• 調査で保存した検索を管理する。検索に関する詳細の編集、検索の削除、検索
パネルでの検索の読み込みなどを行うことができます。

• 調査の検索結果を保存する。これは、検索から取り込んだメッセージのリスト
です。

• 調査で保存した結果を管理する。一連の結果に関する詳細の編集、結果の削
除、結果のエクスポートなどを行うことができます。

• 調査を他の Message Archiving ユーザーに転送する。転送先のユーザーが保存
済みの検索と結果を管理できます。
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現在の調査とは

Message Archiving では、アーカイブ内で実行したすべてのアクティビティが現在
の調査に関連付けられます。したがって、検索パネルに入力した検索条件を保存
する場合や、検索結果のリストを保存する場合、保存した項目は現在の調査に保
管されます。 

現在の調査にはデフォルトで「My Investigation」という名前が付けられます。現
在の調査の名前は、現在の調査インジケータに表示されます。次に例を示します。

重要 : 新しい調査を設定すると、それが自動的に現在の調査になります。

新しい調査の設定

調査はいくつでも設定して、特定のトピックで保存した検索の条件や結果を整理
することができます。調査を設定するときは、次の情報を入力できます。

• 調査の名前

• 調査の説明

ヒント : 新しい調査を設定する前に、調査、保存する検索条件、保存する結果に
ついて、命名規則を決めておくことをおすすめします。命名規則を決めておく
と、保存済みの項目をリスト内で探したりソートしたりするときに便利です。

新しい調査を設定すると、それが現在の調査になります。詳細については、68
ページの「現在の調査とは」を参照してください。

新しい調査を設定するには

1. 任意の検索パネルで、操作メニューの [New Investigation] を選択します。

現在の調査インジケータ
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[New Investigation] ページが表示されます。

2. [Name] フィールドに、調査の名前を入力します。 

3. [Description] フィールドに、後でこの調査を見つけやすくするための説明を
入力します。

4. [Create Investigation] をクリックします。

これで、新しく設定した調査が現在の調査になりました。

現在の調査はいつでも変更できます。詳細については、70 ページの「現在の調査
の変更」を参照してください。
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現在の調査の変更

1 つ以上の調査を設定したら、現在の調査をいつでも変更できます。たとえば、別
の調査で保存した検索の条件や結果を表示する場合や、別の調査で新しい条件や
結果を保存する場合に、現在の調査を変更できます。現在の調査の詳細について
は、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査を変更するには

1. ナビゲーション パネルで [Investigations] をクリックします。

[Investigations] ページが表示されます。
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2. 調査のリストで、現在の調査に設定する調査の名前をクリックします。次に
例を示します。

調査の [Investigation Summary] ページが表示されます。現在の調査インジケー
タに、選択した調査の名前が示されます。

これで、検索パネルを選択できます。保存する検索の条件や結果が、新しい
現在の調査に関連付けられます。
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調査に関する情報の表示、編集

設定したすべての調査とデフォルトの調査（「My Investigation」）で、次の情報を
表示 / 編集できます。

• 調査の名前

• 調査の説明

調査に関する情報を表示するには

1. ナビゲーション パネルで [Investigations] をクリックします。

[Manage Investigations] ページが表示されます。
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2. 調査のリストで、情報を表示する調査の [Edit] アイコンをクリックします。
次に例を示します。

調査の [Investigation Summary] ページが表示されます。

重要 : 選択した調査が現在の調査になります。詳細については、68 ページの「現
在の調査とは」を参照してください。 

ヒント : 現在の調査のインジケータ上の調査の名前をクリックすると、現在の調
査に関する情報をいつでも簡単に表示できます。

調査に関する情報を編集するには

1. [Investigation Summary] ページの [Name] フィールドと [Description] フィール
ドで、調査の名前や説明を変更します。

2. [Update] をクリックします。
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調査の削除

設定した調査はすべて削除できます。調査を削除すると、その調査で保存した検
索の条件と結果もすべて削除されます。 

• 保存した検索結果に含まれる実際のメッセージは削除されません。削除される
のは、メッセージのリストだけです。

• また、調査を削除する場合、保存した検索結果に適用した保留もすべて解除さ
れます。保存した検索結果の保留を解除する前に、注意を促すため、警告の
メッセージが表示されます。保存した検索結果の保留の詳細については、90
ページの「保存した検索結果の保留」を参照してください。

• デフォルトの調査（「My Investigation」）を削除すると、同じ名前を持つ別の調
査に置き換えられます。保存済みの項目はすべて元の調査から削除されます。

調査を削除するには

1. ナビゲーション パネルで [Investigations] をクリックします。

[Manage Investigations] ページが表示されます。
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2. 調査のリストで、削除する調査の [Delete] アイコンをクリックします。次に
例を示します。

3. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。

検索結果内に保留中のメッセージがある場合は、その旨の警告が表示され
ます。

調査の検索条件の保存

検索パネルに入力した条件をすべて保存できます。保存した条件を後で使用すれ
ば、同じ検索をもう一度実行できます。

たとえば、過去 30 日間に特定の従業員間で交わされた、特定の単語が含まれる
メッセージを検索した後で、検索パネルに入力した相対的な期間、メール アドレ
ス、単語を保存できます。それ以降は、保存した検索条件を読み込むだけで、毎
月すばやく同じ検索を実行できます。

注意 : 

• 検索条件は、パソコン上ではなく、Message Archiving のデータベース内に保存
されます。

• 検索条件を保存すると、現在の調査に保存されます。現在の調査の詳細につい
ては、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

• 調査に保存できる検索条件の数に制限はありません。

ヒント : 検索条件を保存する前に、後で条件を探したりソートしたりするときに
便利なように、命名規則を決めておくことをおすすめします。

検索条件を保存するには

1. 検索パネルに検索条件を入力します。詳細については、39 ページの「アーカ
イブ内のメッセージの検索」を参照してください。
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2. 検索を実行する前または実行した後に操作メニューの [Save Search Criteria]
をクリックし、緑色の矢印をクリックします。

[Save Search Criteria] ページが表示されます。

3. [Name] フィールドに、検索の名前を入力します。

4. オプションで、[Description] フィールドに検索の説明を入力します。説明を
入力すると、後で検索を見つけやすくなります。 

5. [Save] をクリックします。

調査に保存した検索条件の管理

調査の検索条件を保存したら、次のことを行うことができます。

• 保存した検索のリストを表示する

• 検索パネルで検索条件を読み込んで、検索を再実行する

• 検索の名前や説明を編集する

• 調査から検索を削除する

検索条件の保存の詳細については、75 ページの「調査の検索条件の保存」を参照
してください。
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調査に保存した検索のリストの表示

現在の調査や設定した任意の調査に保存した検索条件のリストを表示できます。現
在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査に保存した検索を表示するには

ナビゲーション パネルで、[Activity] の [Search Criteria] をクリックします。

[Manage Search Criteria] ページが表示されます。次に例を示します。

任意の調査に保存した検索を表示するには

表示する保存済みの検索が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開き
ます。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照し
てください。
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[Search Criteria] の下に、保存済みの検索のリストが表示されます。次に例を示
します。

保存済みの検索条件の読み込み

調査の検索条件を保存してある場合、検索パネルで読み込むと、検索を再実行で
きます。

検索条件は、最初に条件を入力した検索パネルに読み込まれます。たとえば、
[Email Search] パネルに検索条件を入力した場合は、自動的にそのパネルに条件が
読み込まれます。

検索条件の読み込みは、現在の調査やその他の任意の調査で行うことができます。
現在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査に保存した検索を読み込むには

1. 現在の調査に保存した検索のリストを開きます。詳細については、77 ページ
の「調査に保存した検索のリストの表示」を参照してください。

2. 読み込む検索条件の名前をクリックします。次に例を示します。

適切なパネルに検索条件が読み込まれます。
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任意の調査に保存した検索を読み込むには

1. 読み込みの対象となる保存済みの検索が含まれる調査の [Investigation Summary]
ページを開きます。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編
集」を参照してください。

2. [Search Criteria] の下で、読み込む検索を選択します。次に例を示します。

3. [Load Search] をクリックします。

保存した検索条件に関する情報の編集

保存した検索条件に関して、次の情報を編集できます。

• 検索の名前

• 検索の説明

検索条件に関する情報の編集は、現在の調査やその他の任意の調査について行う
ことができます。現在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」
を参照してください。

現在の調査に保存した検索に関する情報を編集するには

1. 現在の調査に保存した検索のリストを開きます。詳細については、77 ページ
の「調査に保存した検索のリストの表示」を参照してください。

2. 編集する情報が含まれる検索の [Edit] ボタンをクリックします。次に例を示
します。
 調査の管理 79



[Edit Search Criteria] ページが表示されます。

3. [Name] フィールドと [Description] フィールドで、検索の名前と説明をそれ
ぞれ変更します。

4. [Save] をクリックします。

任意の調査に保存した検索に関する情報を編集するには

1. 編集する検索条件が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開きま
す。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照
してください。

2. [Search Criteria] の下で、編集する検索を選択します。次に例を示します。
80 Message Archiving ユーザー ガイド  



3. [Edit] をクリックします。

[Edit Search Criteria] ページが表示されます。

4. [Name] フィールドと [Description] フィールドで、検索の名前と説明をそれ
ぞれ変更します。

5. [Save] をクリックします。
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保存した検索条件の削除

現在の調査や任意の調査に保存した検索条件は削除できます。現在の調査の詳細
については、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査に保存した検索を削除するには

1. 現在の調査に保存した検索のリストを開きます。詳細については、77 ページ
の「調査に保存した検索のリストの表示」を参照してください。

2. 削除する検索の [Delete] ボタンをクリックします。次に例を示します。

3. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。

任意の調査に保存した検索を削除するには

1. 削除する検索条件が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開きま
す。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照
してください。

2. [Search Criteria] の下で、削除する検索を選択します。次に例を示します。

3. [Delete] をクリックします。

4. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。
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調査の検索結果の保存

検索の実行後、アーカイブから取り込んだ結果のリストを保存できます。保存し
た結果リスト内のメッセージは、後で表示、印刷、エクスポートできます。

Message Archiving ではデフォルトで、保存した結果に含まれるメッセージは「保
留」されます。このため、保存した結果の保持期間を超過してもメッセージがアー
カイブからパージされません。ただし、保存した結果の保持期間はいつでも変更
できます。詳細については、90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照して
ください。

注意 : 

• 検索結果は、パソコン上ではなく、Message Archiving のデータベース内に保存
されます。

• 結果を保存すると、現在の調査に保存されます。現在の調査の詳細について
は、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

• 調査に保存できる検索結果リストの数に制限はありません。

• 個々のメッセージを検索結果リストから選んで保存することはできません。保
存できるのは検索結果のリスト全体のみです。

ヒント : 検索結果を保存する前に、後で結果を探したりソートしたりするときに
便利なように、命名規則を決めておくことをおすすめします。

検索結果を保存するには

1. 検索を実行して、検索結果のリストを取り込みます。詳細については、
39 ページの「アーカイブ内のメッセージの検索」を参照してください。

2. 操作メニューの [Save Search Results] をクリックします。
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[Save Search Results] ページが表示されます。

3. [Name] フィールドに、検索結果の名前を入力します。

4. オプションで、[Description] フィールドに結果の説明を入力します。説明を
入力すると、後で見つけやすくなります。 

5. オプションで、[Retention] で、保存した結果の保持期間を変更します。詳細
については、90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照してください。

調査に保存した検索結果の管理

調査の検索結果を保存したら、次のことを行うことができます。

• 保存したすべての結果セットのリストを表示する

• 保存した結果セットに含まれるメッセージのリストを表示する

• 保存した結果セットの名前や説明を編集する

• 保存した結果セットの保持期間を設定する

• 保存した結果をアーカイブからエクスポートする

• 保存した結果を調査から削除する

検索結果の保存の詳細については、83 ページの「調査の検索結果の保存」を参照
してください。
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保存した結果セットのリストの表示

現在の調査や任意の調査に保存した検索結果セットのリストを表示することがで
きます。現在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を参照し
てください。

現在の調査に保存した結果を表示するには

ナビゲーション パネルで、[Activity] の [Search Results] をクリックします。

[Manage Search Results] ページが表示されます。次に例を示します。

任意の調査に保存した結果を表示するには

表示する保存済みの結果が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開き
ます。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照し
てください。
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[Search Results] の下に、保存済みの結果のリストが表示されます。次に例を示
します。
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保存した結果に含まれるメッセージの表示

保存済みの検索結果を開いて、メッセージのリストを表示できます。現在の調査
や任意の調査の検索結果を表示できます。現在の調査の詳細については、68 ペー
ジの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査に保存した結果を表示するには

1. 現在の調査に保存した結果のリストを開きます。詳細については、85 ページ
の「保存した結果セットのリストの表示」を参照してください。

2. 表示したい検索結果の名前をクリックします。次に例を示します。

任意の調査に保存した結果を表示するには

1. 表示したい結果が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開きます。
詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照して
ください。

2. [Search Results] の下で、表示したい結果を選択します。次に例を示します。

3. [View Messages] をクリックします。

保存した検索結果に関する情報の編集

保存した検索結果に関して、次の情報を編集できます。

• 検索結果の名前

• 検索結果の説明

• 結果に含まれるメッセージの保持期間
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現在の調査や任意の調査について、検索結果に関する情報を編集できます。現在
の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

現在の調査に保存した検索結果に関する情報を編集するには

1. 現在の調査に保存した結果のリストを開きます。詳細については、77 ページ
の「調査に保存した検索のリストの表示」を参照してください。

2. 編集する情報が含まれる検索結果の [Edit] ボタンをクリックします。次に例
を示します。

[Edit Search Results] ページが表示されます。

3. [Name] フィールドと [Description] フィールドで、検索結果の名前と説明を
それぞれ変更します。

4. オプションで、保存した結果の保持期間を変更します。詳細については、
90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照してください。

5. [Save] をクリックします。

任意の調査に保存した結果に関する情報を編集するには

1. 編集する検索結果が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開きま
す。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照
してください。
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2. [Search Results] の下で、編集する検索を選択します。次に例を示します。

3. [Edit] をクリックします。

[Edit Search Results] ページが表示されます。

4. [Name] フィールドと [Description] フィールドで、検索結果の名前と説明を
それぞれ変更します。

5. オプションで、保存した結果の保持期間を変更します。詳細については、
90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照してください。

6. [Save] をクリックします。
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保存した検索結果の保留

Message Archiving では、会社の Message Archiving 契約に基づき、アーカイブ内の
すべてのメッセージに対して保持期間が設定されます。メッセージは保持期間が
終了するまでアーカイブから削除できません。

ただし、保存した検索結果に含まれるメッセージは保留することができます。た
とえば、現在調査を行っていて、取り込んだメッセージが削除されないようにし
たい場合は、結果を保留するオプションを選択できます。 

重要 : メッセージの元の保持期間を超過した場合、保留したメッセージをアーカ
イブ内に保持するには、別途料金が発生する場合があります。詳細については、
Message Archiving 管理者に問い合わせてください。

保存した結果セットに含まれるメッセージに対して、次の保留オプションを設定
できます。

• Not on hold: メッセージを元の保持期間に基づいてアーカイブからパージで
きます。

• Hold indefinitely: メッセージをアーカイブ内に無期限に保留します。

• Hold until specific date: 指定した日付までメッセージを保留します。

注意 : 保留している保存済みの結果を削除すると、保留が解除され、元の保持期
間が再適用されます。

検索結果は、検索結果を初めて保存するときや、検索結果を編集するときにいつ
でも保留できます。詳細については、次を参照してください。

• 83 ページの「調査の検索結果の保存」

• 87 ページの「保存した検索結果に関する情報の編集」
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保存した結果のエクスポート

保存した検索結果を MBOX ファイルや PST ファイルにエクスポートできます。

• MBOX は業界標準のメールボックス形式で、1 つ以上のエクスポートされた
メッセージを 1 つのテキスト ファイルに保存します。MBOX ファイルは、多
くのメール プログラム、テキスト エディタ、訴訟支援ソフトウェアで開くこ
とができます。

MBOX ファイルを開くには、MBOX 形式に対応したメール プログラムを使
用します。使用するメール プログラムで MBOX ファイルを開けない場合は、
Aid4Mail（www.aid4mail.com）などのサードパーティ製ユーティリティを使っ
て MBOX ファイルを別の形式に変換できます。たとえば、Aid4Mail を使用す
ると、MBOX ファイルを PST（Microsoft Outlook Personal Storage）ファイルに
変換できます。

MBOX ファイルは、Microsoft 社のメモ帳やワードパッドなどのテキスト エ
ディタで開くこともできます。テキスト エディタには、メッセージ ヘッダー、
送信者、受信者、件名、本文テキストが表示されます。ただし、添付ファイ
ルはエンコードされた形式でしか表示されません。このため、添付ファイル
をテキスト エディタで表示することはできません。

• PST は Microsoft 社の形式です。PST ファイルは Outlook にインポートできま
す。また、暗号化されていない PST ファイルはテキスト エディタや 16 進エ
ディタで開くことができます。エクスポートされた PST ファイルは Unicode で
す。

注意 : 

• 保存した結果を受信トレイに転送することもできます。まず、保存した結果
に含まれるメッセージのリストを開きます。詳細については、87 ページの

「保存した結果に含まれるメッセージの表示」を参照してください。次に、
136 ページの「受信トレイへのメッセージの転送」の手順に従います。

• 保存した結果のエクスポートは、現在の調査や任意の調査について行うことが
できます。現在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を
参照してください。

• 1 回のエクスポートの最大ファイル サイズは 1 GB です。最大ファイル サイズ
を超えてエクスポートすると、複数のファイルが作成されます。80 GB を超え
るエクスポートはおすすめしません。

• 1 年以上前のメッセージのエクスポートは、新しいメッセージの場合よりはる
かに長い時間がかかります。

• エクスポートでパス フレーズを使用する場合は、GNU Privacy Guard（GPG）
を使ってデータを暗号化します。暗号化されたデータを復号化するには、GPG
クライアントが必要です（GPG の詳細については、www.gnupg.org を参照し
てください）。パス フレーズを入力しない場合、データはクリア テキストで保
存されます。ファイルをダウンロードするときデータ転送はセキュリティで保
護されますが、ダウンロードしたデータもまたクリア テキストです。
 調査の管理 91

http://www.gnupg.org
http://www.gnupg.org
http://www.gnupg.org


現在の調査に保存した検索結果をエクスポートするには

1. 現在の調査に保存した結果のリストを開きます。詳細については、85 ページ
の「保存した結果セットのリストの表示」を参照してください。

2. エクスポートする検索結果の [Export] ボタンをクリックします。次に例を示
します。

[Export Messages] ダイアログ ボックスが表示されます。

3. エクスポートファイル形式を選択し、ファイルの名前を入力します。オプショ
ンで、パス フレーズを入力し、確認します。最大ファイル サイズを選択し

（必要に応じて複数のファイルが作成されます）、次に [Export] をクリックし
ます。

[Exported Messages] ページが開きます。
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エクスポート処理が進行中の場合は、そのことを示すインジケータが表示さ
れます。開始したエクスポート処理に時間がかかる場合は、その間に Message
Archiving の他の機能を使用したり、Message Archiving からログアウトしたり
できます。

4. ファイル名をクリックすると、ファイルがパソコンに保存されます。
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任意の調査に保存した結果をエクスポートするには

1. エクスポートする結果が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開
きます。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を
参照してください。

2. [Search Results] の下で、エクスポートする結果を選択します。次に例を示
します。

3. [Export] をクリックします。

[Export Messages] ダイアログ ボックスが表示されます。

4. エクスポート ファイル形式を選択し、ファイルの名前を入力します。オプ
ションで、パス フレーズを入力し、確認します。最大ファイル サイズを選択
し（必要に応じて複数のファイルが作成されます）、次に [Export] をクリッ
クします。

エクスポート処理が進行中の場合は、そのことを示すインジケータが表示さ
れます。開始したエクスポート処理に時間がかかる場合は、その間に Message
Archiving の他の機能を使用したり、Message Archiving からログアウトしたり
できます。
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セキュア FTP を使用したエクスポート ファイルの転送

検索結果を MBOX ファイルや PST ファイルとしてエクスポートしたら、その
ファイルをセキュア FTP 経由で転送できます。

エクスポート ファイルをセキュア FTP 経由で転送するには

1. ナビゲーション パネルで [Exported Messages] をクリックします。

[Exported Messages] ページが開きます。
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2. [Initiate sftp upload] アイコンをクリックします。

3. 次の情報を入力します。

4. [Begin Transfer] をクリックします。

フィールド 値

Host エクスポート ファイルの転送先となる FTP
サーバーの IP アドレスまたは完全修飾ドメイ
ン名。

Username FTP サーバーへのログイン時に使用するユー
ザー名。

Password FTP サーバーへのログイン時に使用するパス
ワード。

Confirm Password FTP サーバーへのログイン時に使用するパス
ワード。

Directory（オプション） エクスポート ファイルの保存先となる、FTP
サーバー上のディレクトリ。

この値は、FTP サーバーのルート ディレクトリ
からの相対パスです。

Overwrite existing 
files

新しくエクスポートするファイルで既存のファ
イルを上書きする場合は、このオプションを選
択します。
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[Initiate sftp upload] パネルが閉じ、[Exported Messages] ページが転送の進行
状況によって更新されます。

FTP サーバー上のファイルは、<number>.<type>.zip という命名規則に従って
います。number はファイル番号、type は MBOX か PST のいずれかです。

保存した結果の削除

保存した検索結果の削除は、現在の調査や設定した任意の調査について行うこと
ができます。現在の調査の詳細については、68 ページの「現在の調査とは」を参
照してください。

注意 : 検索結果を削除する場合の Message Archiving の処理は次のとおりです。

• メッセージはアーカイブから削除されません。保存済みの結果に含まれるメッ
セージのリストだけが削除されます。

• 結果に適用した保留は解除されます。保存した検索結果の保留の詳細について
は、90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照してください。

現在の調査に保存した検索結果を削除するには

1. 現在の調査に保存した結果のリストを開きます。詳細については、85 ページ
の「保存した結果セットのリストの表示」を参照してください。

2. 削除する検索結果の [Delete] をクリックします。次に例を示します。

3. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。

任意の調査に保存した結果を削除するには

1. 削除する検索結果が含まれる調査の [Investigation Summary] ページを開きま
す。詳細については、72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照
してください。

2. [Search Results] の下で、削除する結果を選択します。次に例を示します。
 調査の管理 97



3. [Delete] をクリックします。

4. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。

他のユーザーへの調査の転送

Message Archiving では、自分が設定した調査を、アーカイブ検索権限とアーカイ
ブ ディスカバリ権限を持つ他の Message Archiving ユーザーに転送できます。調
査に保存した検索の条件や結果を転送することもできます。

調査を転送した後も、保存済みの結果に適用した保留はすべて保持されます。メッ
セージの保留の詳細については、90 ページの「保存した検索結果の保留」を参照
してください。

WARNING: 調査をいったん他のユーザーに転送してしまうと、その調査に自分の
ユーザー アカウントでアクセスすることはできなくなります。

他のユーザーに調査を転送するには

1. 転送する調査の [Investigation Summary] ページを開きます。詳細については、
72 ページの「調査に関する情報の表示、編集」を参照してください。

2. [Owner] プルダウン リストで、調査の転送先となるユーザーのメール アドレ
スを選択します。次に例を示します。

3. [Update] をクリックします。

4. 表示される確認メッセージで、[OK] をクリックします。

調査に関するリファレンス情報
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[New Investigation] ページ

[New Investigation] ページでは、次のことを行います。

新しい調査を設定して、特定のトピックについて保存した検索の条件と結果を整
理する。

[New Investigation] ページのオプション

オプション 説明

Name 調査を識別するための名前を入力します。 

ヒント : 後で調査を探したりソートしたりするとき
に便利なように、命名規則を決めておくことをおす
すめします。

Description 調査の説明を入力します。たとえば、従業員の名前、
調査の目的、事例番号を指定します。
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[Manage Investigations] ページ

[Manage Investigations] ページでは、次のことを行います。

• 調査のリストを表示する。

• 調査の [Investigations Summary] ページを開く。

• 調査を編集、削除する。

[Manage Investigations] ページのオプション

オプション 説明

Investigation 調査に対して指定した名前。名前を変更するには、
 をクリックします。

Description 調査に指定した説明。説明を変更するには、  をク
リックします。

Count 調査の検索結果に含まれるメッセージの数。

Size 調査の検索結果に含まれるメッセージのサイズ。

Last Modified 調査に対して最後に変更を行った日時。変更には次
のものが含まれます。

• 名前や説明の編集

• 新しい所有者の選択

• 検索の条件や結果の保存、編集、削除

• 保存した結果の保持期間（保留ステータス）の
変更

他のユーザーから転送された調査に変更を加えてい
ない場合、このフィールドには調査を転送した日時
が示されます。

（Edit） [Investigation Summary] ページを表示します。この
ページの詳細については、101 ページの「[Investigation
Summary] ページ」を参照してください。

（Delete） 調査（保存したすべての検索の条件と結果を含む）を
削除します。

注意 : 「My Investigation」を削除すると、同じ名前を
持つ別の調査に置き換えられます。ただし、「My
Investigation」に保存した検索の条件と結果はすべて
削除されます。
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[Investigation Summary] ページ

[Investigation Summary] ページでは、次のことを行います。

• 調査の名前や説明を変更する。

• 調査に保存した検索条件を管理する。

• 調査に保存した検索結果を管理する。

• アーカイブ検索権限とアーカイブ ディスカバリ権限を持つ他のユーザーに調
査を転送する。

[Investigation Summary] ページのオプション

オプション 説明

Name 調査を識別するための名前を入力します。 

ヒント : 後で調査を探したりソートしたりするとき
に便利なように、命名規則を決めておくことをおす
すめします。

Date Created 調査を設定した日付を表示します。 

他のユーザーから転送された調査の場合、この
フィールドには元のユーザーが調査を設定した日付
が示されます。

Date Modified 調査に対して最後に変更を行った日時。変更には次
のものが含まれます。

• 調査の検索の条件や結果の保存

• 調査に関する情報の編集

• 調査に保存した検索条件の編集、削除

• 調査に保存した検索結果の編集、削除

• 調査に保存した検索結果の保持期間（保留ステー
タス）の変更

他のユーザーから転送された調査に変更を加えてい
ない場合、このフィールドには調査を転送した日時
が示されます。

Messages 調査の検索結果に含まれるメッセージの数とサイズ
を表示します。
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Owner アーカイブ検索権限とアーカイブ ディスカバリ権限
を持つ他の Message Archiving ユーザーに調査の所有
権を転送します。所有権を転送するには、他のユー
ザーのメール アドレスをプルダウン リストから選
択します。

WARNING: 調査をいったん他のユーザーに転送して

しまうと、その調査に自分のユーザー アカウント
でアクセスすることはできなくなります。

Description 調査の説明を入力します。 

たとえば、従業員の名前、調査の目的、事例番号を
指定します。

Search Criteria 調査に保存した検索条件のリストを表示します。リス
ト内の検索条件を選択してから、次をクリックするこ
ともできます。

• Load Search: 検索パネルに検索条件を入力しま
す。

• Edit: [Edit Search Criteria] ページが開き、検索条件
の名前や説明を変更できます。

• Delete: 調査から検索条件を削除します。

Search Results 調査に保存した検索結果のリストを表示します。リス
ト内の検索結果を選択してから、次をクリックするこ
ともできます。

• View Messages: 検索結果のリストを開きます。

• Edit: [Edit Search Results] ページが開き、検索結果
の名前や説明を変更できます。

• Delete: 調査から検索結果を削除します。

オプション 説明
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[Save Search Criteria] / [Edit Search Criteria] ページ

[Save Search Criteria] / [Edit Search Criteria] ページでは、次のことを行います。

保存した検索条件の名前や説明を入力、変更する。

[Save Search Criteria] / [Edit Search Criteria] ページのオプション

オプション 説明

Name 検索条件の名前を入力、変更します。

ヒント : 後で検索条件を探したりソートしたりする
ときに便利なように、命名規則を決めておくことを
おすすめします。

Description 検索条件の説明を入力、変更します。

たとえば、従業員の名前、検索の目的、事例番号を
指定します。
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[Manage Search Criteria] ページ

[Manage Search Criteria] ページでは、次のことを行います。

• 現在の調査に保存した検索条件に関する情報を表示する。

• 保存した検索条件を検索パネルに読み込む。

• 保存した検索条件の名前や説明を変更できる [Edit Search Criteria] ページにア
クセスする。

• 現在の調査に保存した検索条件を削除する。

注意 : このページの情報は、現在の調査に関連付けられています。詳細について
は、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

[Manage Search Criteria] ページのオプション

オプション 説明

Save Current Criteria 最後に検索パネルに入力し、検索に使用した検索条
件を保存します。

Search Name 保存した検索に対して指定した名前。名前を変更す
るには、  をクリックします。

検索条件の名前をクリックすると、その条件が検索
パネルに読み込まれます。

説明 保存した検索に対して指定した説明。説明を変更す
るには、  をクリックします。

Last Modified 保存した検索に対して最後に変更を行った日時。変
更には、検索の名前や説明の編集が含まれます。

（Edit） [Edit Search Criteria] ページを表示します。このペー
ジの詳細については、103 ページの「[Save Search
Criteria] / [Edit Search Criteria] ページ」を参照してく
ださい。

（Delete） 保存した検索を削除します。
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[Save Search Results] / [Edit Search Results] ページ

[Save Search Results] / [Edit Search Results] ページでは、次のことを行います。

保存した検索結果の名前や説明を入力、変更する。

[Save Search Results] / [Edit Search Results] ページのオプション

オプション 説明

Name 検索結果の名前を入力、変更します。

ヒント : 後で検索結果を探したりソートしたりする
ときに便利なように、命名規則を決めておくことを
おすすめします。

Description 検索結果の説明を入力、変更します。

たとえば、結果から判明したことや、結果の送信先
を記述します。
 調査の管理 105



[Manage Search Results] ページ

[Manage Search Results] ページでは、次のことを行います。

• 現在の調査に保存した検索結果に関する情報を表示する。

• 保存した結果に含まれるメッセージのリストを表示する。

• 保存した結果をファイルにエクスポートする。

• 保存した結果の名前や説明を変更できる [Edit Search Results] ページにアクセ
スする。

• 現在の調査に保存した結果を削除する。

注意 : このページの情報は、現在の調査に関連付けられています。詳細について
は、68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。
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[Manage Search Results] ページのオプション

オプション 説明

Save Current Results 最後に取り込んだ検索結果を保存します。

Name 保存した結果に対して指定した名前。名前を変更す
るには、  をクリックします。

名前をクリックすると、保存した結果に含まれる
メッセージのリストが表示されます。

Date Range 検索の対象となる期間。

Count 調査の検索結果に含まれるメッセージの数。

Size 調査の検索結果に含まれるメッセージのサイズ。

Hold Until 検索結果を保留した場合、メッセージがアーカイブ
内に保持される期間を示します。元の保持期間には
関係ありません。詳細については、90 ページの「保
存した検索結果の保留」を参照してください。

Last Modified 保存した結果に対して最後に変更を行った日時。変
更には、結果の名前や説明の編集が含まれます。

（Export） 保存した結果に含まれるメッセージを MBOX ファ
イルにエクスポートします。MBOX 形式の詳細につ
いては、136 ページの「検索結果のエクスポート」を
参照してください。

（Edit） [Edit Search Results] ページを表示します。このページ
の詳細については、105ページの「[Save Search Results]
/ [Edit Search Results] ページ」を参照してください。

（Delete） 保存した結果を削除します。
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第 6 章
検索の制限 ëÊ6èÕ
検索の制限について

ユーザー アカウントにアーカイブ調査人セキュリティ権限が含まれる場合、
Message Archiving にログインすると [Admin] タブが表示されます。[Admin] タブを
使用して、調査人の検索範囲を特定の送信者と受信者の組み合わせに制限します。

アーカイブ検索権限やアーカイブ ディスカバリ権限を持つユーザーの検索を制
限できます。これらのユーザーは調査人とみなされます。

特定のアドレスからのすべてのメッセージや、2 つのアドレス間でやり取りされ
たすべてのメッセージなど、調査人の作業をメッセージの特定の一部に限定する
必要がある場合に、検索を制限できます。

調査人の検索範囲の制限

[Admin] タブには、アーカイブ検索権限とアーカイブ ディスカバリ権限を持つ
Message Archiving ユーザーのリストが表示されます。

調査人の検索範囲を制限するには

1. 調査人の名前の右側にある [Edit] アイコンをクリックします。
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[Edit Search Restrictions] パネルが表示されます。

2. [Look Up] をクリックして、アーカイブのユーザー ID を検索します。

[Company Directory] パネルが表示されます。

3. [Search For] フィールドに、ユーザーのメール アドレスの任意の部分を 3 文
字以上入力し、[Find] をクリックします。
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4. 表示された ID のリストから、調査人によるメッセージ検索の対象にするユー
ザー ID を選択します。次に例を示します。

注意 : 最大 50 個の ID を追加できます。

5. [Add Selected] をクリックします。

6. 検索制限には、送信者名/受信者名やドメイン名の一部など、部分的なアドレ
スを追加することもできます。
 検索の制限 111



たとえば、「john」と入力した場合、調査人は送信者や受信者のアドレスに
john が含まれるメッセージをアーカイブから検索できます。

完全なメール アドレスを入力することもできます。

部分的なアドレスや完全なアドレスを追加するには、そのアドレスを
[Restrict searches to] フィールドに入力し、[Add] をクリックします。

7. [Save] をクリックして、調査人に制限を追加します。

上記の例では、調査人 wsmithers によるメッセージ検索を、送受信者が
phillip.allen@enron.com、john.arnold@enron.com、アドレスに john とい
う文字列を含むメール アドレスに制限しています。
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制限内の検索

検索範囲が制限されている場合、検索パネルに入力した条件は、その範囲にのみ
適用されます。

たとえば、検索が johndoe@jumboinc.com に制限されている場合、[Email search] パ
ネルに次の条件を入力するとします。

この場合、次の検索結果が返されます。

• matthew@postini.com または maya@postini.com に送信された 
johndoe@jumboinc.com のメッセージ

• matthew@postini.com または maya@postini.com から受信した 
johndoe@jumboinc.com 宛のメッセージ

検索結果に次のメッセージは含まれません。

• matthew@postini.com または maya@postini.com から johndoe@jumboinc.com 以外
のアドレスに送信されたメッセージ

• johndoe@jumboinc.com 以外のアドレスから matthew@postini.com または 
maya@postini.com で受信されたメッセージ
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第 7 章
検索結果の表示と管理 ëÊ7èÕ
検索結果の管理について

アーカイブからメッセージを取り込むと、検索結果はメッセージ サマリーのリス
トとして表示されます。結果リストの上部には、検索結果ツールバーが表示され
ます。次に例を示します。

検索結果リスト

検索結果ツールバー

メッセージ サマリー
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検索結果は次のように管理できます。

タスク 説明

メッセージ サマリーの
表示

検索結果内のメッセージの種類を区別し、メッセー
ジに関する概要情報を表示します。詳細については、
117 ページの「メッセージ サマリーの表示」を参照
してください。

検索結果の表示件数の
変更

検索結果の各ページに表示されるメッセージ数を変
更します。詳細については、122 ページの「検索結
果の表示件数の変更」を参照してください。

検索結果のソート順の
変更

検索結果リストのソート順を変更します。122 ペー
ジの「検索結果のソート順の変更」を参照してくだ
さい。

検索結果内の移動 検索結果の別のページを表示します。詳細について
は、123 ページの「検索結果内の移動」を参照して
ください。

メッセージの内容の
表示

メッセージの内容を表示します。詳細については、
124 ページの「メッセージの内容の表示」を参照し
てください。

添付ファイルの表示、
ダウンロード

メール メッセージの添付ファイルや IM クライアン
トを使用して参加者が転送したファイルの内容を表
示したり、そのファイルをパソコンにダウンロード
したりします。詳細については、131 ページの「添
付ファイルの表示、ダウンロード」を参照してくだ
さい。

メッセージの印刷 印刷用形式を使用してメッセージを印刷します。詳
細については、134 ページの「取り込んだメッセー
ジの印刷」を参照してください。

検索結果のメッセージ
の削除

保存済みの検索結果から 1 つ以上のメッセージを削
除します。詳細については、135 ページの「選択し
たメッセージの削除」を参照してください。

検索結果のエクス
ポート

メッセージをメール プログラムに転送するか、
ファイルにダウンロードします。詳細については、
136 ページの「検索結果のエクスポート」を参照し
てください。

検索結果の絞り込み 検索ショートカットを使用して、関連する件名が付
いたメッセージや、特定のユーザー間でやり取りさ
れたメッセージを簡単に検索できます。詳細につい
ては、145 ページの「検索結果の絞り込み」を参照
してください。
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メッセージ サマリーの表示

検索結果リストから、メッセージ サマリーを表示できます。これらのサマリーは、
メッセージがメール メッセージか、IM の会話か、IM ファイル転送かによって表
示形式が異なります。

注意 : 

• メッセージ サマリーの日時情報はすべて、Message Security サービスのユー
ザー アカウントに設定されたタイムゾーンで、12 時間形式で表示されます。

• IM の会話と IM ファイル転送のアーカイブは、オプション機能です。

メール メッセージ サマリー

検索結果内のメール メッセージのメッセージ サマリーには、次の情報が表示され
ます。

• 送信者

• 受信者

• メッセージがアーカイブされた日時

• 件名

• メッセージ本文の先頭行

次に例を示します。

IM の会話のサマリー

オプション機能

Message Archiving における IM の会話の保存は、IM の会話形式かメール メッセー
ジ形式のどちらかになります。どちらが使用されるかは、IM Security サービスの
管理者による IM の会話のアーカイブの設定方法によります。
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IM の会話形式

IM の会話を直接アーカイブに送信するよう設定されている場合、IM の会話の
メッセージ サマリーには、次の情報が表示されます。

• 参加者のリスト（全参加者の IM 名を含む）、会話のアーカイブ先である参加
者のメール アドレス

• 会話の開始日時

• 参加者が使用した IM サービス

• アーカイブ済みの会話の内容の先頭行

次に例を示します。

メール メッセージ形式の IM の会話

IM の会話をメール アドレスに送信するよう設定され、そのアドレスに送信され
たメッセージがアーカイブされる場合、IM の会話のメッセージ サマリーには、次
の情報が表示されます。

• 送信者（常に Postini Perimeter Manager for IM 
<im-manager@postini.com> です）

• 受信者（参加者のメール アドレスか、IM の会話を送信した管理者の別のアド
レスである場合もあります）

• メッセージがアーカイブされた日時

• 件名（次のような形式になります） 

IM conversation: 参加者の IM 名

• メッセージ本文の先頭行

次に例を示します。

IM シンボルとサービス名で、IM の会話であることが示される
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IM ファイル転送のサマリー

オプション機能

参加者に IM クライアントによるファイル転送が許可されている場合、転送され
たファイルはそれぞれ別のメッセージとして Message Archiving に保存されます。
Message Archiving における IM ファイル転送の保存形式は、IM ファイル転送形式
かメール メッセージ形式のいずれかです。どちらが使用されるかは、IM Security
サービスの管理者による IM の会話のアーカイブの設定方法によります。

IM ファイル転送形式

IM ファイル転送を直接アーカイブに送信するよう設定されている場合、IM ファ
イル転送のメッセージ サマリーには、次の情報が表示されます。

• ファイルを送信した参加者の IM 名

• ファイルを受信した参加者の IM 名

• ファイル転送の開始日時

• 参加者が使用した IM サービス

• 転送されたファイル名

次に例を示します。

メール メッセージ形式の IM ファイル転送

IM ファイル転送をメール アドレスに送信するよう設定され、そのアドレスに送
信されたメッセージがアーカイブされる場合、IM ファイル転送のメッセージ サ
マリーには、次の情報が表示されます。

• 送信者（常に Postini Perimeter Manager for IM 
<im-manager@postini.com> です）

• 受信者（参加者のメール アドレスか、IM ファイル転送を送信した管理者の別
のアドレスである場合もあります）

• ファイル転送がアーカイブされた日時

• 件名（次のような形式になります） 

IM file transfer: 転送されたファイル名

• ファイル転送の説明

IM シンボルとテキストで、IM ファイル転送であることが示される
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次に例を示します。

メッセージ サマリーでの、メッセージ受信者全員または IM 参
加者全員の表示

メール メッセージが複数の受信者に送信された場合や、IM の会話に複数の参加
者がいた場合、検索結果リストのメッセージ サマリーに、受信者や参加者が全員
表示されないことがあります。この場合、受信者や参加者の数がメッセージ サマ
リーに表示されます。次に例を示します。
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検索結果リストでメッセージの全内容を表示せずに、受信者や参加者の全リスト
を直接表示するには、受信者や参加者の数をポイントします。参加者のリストを
示すポップアップ ウィンドウが表示されます。次に例を示します。

注意 : IM の会話と IM ファイル転送のアーカイブは、オプション機能です。
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検索結果の表示件数の変更

アーカイブからメッセージを取り込んだ後で、検索結果リストの各ページに表示
されるメッセージ数を変更できます。検索結果の 1 ページに表示されるメッセー
ジ数はデフォルトで 10 件ですが、1 ページに 25、50、100、250 件のメッセージ
を表示するように選択できます。

検索結果の各ページに表示されるメッセージ数を変更するには

検索結果ツールバーで、[Show] プルダウン リストからオプションを選択します。

検索結果のソート順の変更

検索パネルで検索条件を選択する際に、検索結果リストでのソート順を選択でき
ます。メッセージがアーカイブされた日付、一致した条件の数、送信者や受信者、
件名でリスト内のメッセージをソートすることができます。メッセージを取り込
んだ後で、検索結果リストのソート順を変更できます。

アーカイブからメッセージを取り込んだ後でソート順を変更するには

1. 操作メニューで [Revise Search] が選択されていることを確認し、緑の矢印
をクリックします。
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2. 検索パネルの [Sort By] プルダウン リストで、次の中からオプションを選択
します。

• Newest First（新しい順）

• Oldest First（古い順）

• Best Match（一致順）

• From（送信者）

• To（受信者）

• Subject（件名）

3. [Search Archive] をクリックします。

検索結果リストが新しいソート順で表示されます。

検索結果内の移動

検索結果リストで、ナビゲーション コントロールを使用すると、結果の別のペー
ジを簡単に表示できます。先頭ページ、最終ページ、次ページ、前ページに移動
できます。

検索結果内で移動するには

検索結果ツールバーで、ナビゲーション コントロールをクリックします。
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メッセージの内容の表示

アーカイブからメッセージを取り込んだ後で、次の内容を表示できます。

• メール メッセージの本文

• IM の会話の本文（オプション機能）

• メール メッセージの本文に含まれる画像

• メール メッセージのヘッダー（ルーティング情報や受信者の情報が含まれます）

注意 : IM の会話は、IM の会話形式かメール形式で表示されます。どちらが使用
されるかは、IM Security サービスの管理者による IM のアーカイブの設定方法に
よります。これらの形式の詳細については、117 ページの「メッセージ サマリー
の表示」を参照してください。

メール メッセージの本文の表示

検索結果リストでは、メール メッセージのメッセージ サマリーに、メッセージ本
文の先頭行が表示されます。ただし、メッセージを開くと本文全体を表示できま
す。

メール メッセージの本文全体を表示するには

1. メッセージ サマリーで、[Subject] リンクをクリックします。次に例を示し
ます。
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[Message Contents] ページが表示されます。次に例を示します。

2. （省略可能）検索結果のリストに戻るには、操作メニューで [Show Results]
が選択されていることを確認し、緑の矢印をクリックします。

注意 : 

• メール メッセージ本文の日時情報は、メッセージ送信元のタイムゾーンで、24
時間形式で表示されます。

• メッセージ本文の To フィールドと Cc フィールドには、受信者のメール アド
レスが表示されます。Bcc 受信者は表示されませんが、Bcc 受信者が存在する
場合は、メッセージの Envelope To ヘッダーに含まれています。このヘッダー
を表示するには、[Show Headers] をクリックします。

• 表示するメッセージが大容量であるか、大容量の添付ファイルがある場合
（10 MB 超など）、メッセージの読み込みに時間がかかることがあります。
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IM の会話本文の表示

オプション機能

検索結果リストでは、IM の会話のメッセージ サマリーに、会話本文の先頭行が
表示されます。ただし、IM の会話を開くと本文テキスト全体を表示できます。

IM の会話の本文テキストは、会話の完全な音声文字変換であり、次の情報が含ま
れます。

• 各参加者の IM 名。

• 各参加者が会話中に送信したメッセージ。

• 各 IM メッセージの送信日時。この情報は、会話をアーカイブしたユーザーの
タイムゾーンで、24 時間形式で表示されます。

注意 : 

• IM Security サービスの管理者による IM のアーカイブの設定方法によっては、
IM の会話がメール メッセージとして検索結果リストに表示されることがあ
ります。この場合、会話の内容はメール メッセージとして表示されます。124
ページの「メール メッセージの本文の表示」を参照してください。

• IM の会話のサマリー形式については、117 ページの「メッセージ サマリーの
表示」を参照してください。

IM の会話の本文を表示するには

1. 検索結果ツールバーで、[Body] リンクをクリックします。次に例を示します。
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[Message Contents] ページが表示されます。次に例を示します。

2. （省略可能）検索結果のリストに戻るには、操作メニューで [Show Results]
が選択されていることを確認し、緑の矢印をクリックします。

メッセージ内の画像の表示

アーカイブ メッセージに、インターネット上の画像へのリンクが含まれる場合、
メッセージの内容を表示する際、Message Archiving では最初からその画像を表示
しません。代わりに画像のプレースホルダが表示されます。ただし、画像はいつ
でも表示できます。

メッセージ内の画像を表示するには

1. メッセージの内容を表示します。詳細については、124 ページの「メール メッ
セージの本文の表示」を参照してください。
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2. [Show Images] をクリックします。次に例を示します。

メッセージ ヘッダーの表示

アーカイブから取り込んだメール メッセージのヘッダー全体を表示できます。
ヘッダーには次の情報が含まれます。

• エンベロープ ヘッダー : メッセージをインターネット上で転送するために、
MTA（メッセージ転送エージェント）またはメール サーバーで使用されます。

• MIME ヘッダー : 多目的インターネット メール拡張（Multipurpose Internet Mail
Extensions）ヘッダーです。異なるメール システム間でメール メッセージを交
換できるように、メール メッセージの形式や添付ファイルのエンコード方式
の標準を定義します。

• X- ヘッダー : メール プログラムによってメッセージに追加されるヘッダーで
す。これらのヘッダーでは、送信メール プログラム自体の名前など、各種情
報を定義できます。

次のヘッダーがよく使用されます。

ヘッダー 説明

Envelope From 送信者のメール アドレスです。

Envelope To 受信者のメール アドレスです。次のメール アドレス
が含まれることもあります。

• Bcc 受信者

• メーリング リストのメンバー
（メーリング リスト展開） 
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メッセージ ヘッダーを表示するには

1. メッセージの内容を表示します。詳細については、124 ページの「メール メッ
セージの本文の表示」を参照してください。

2. [Show Headers] をクリックします。

Cc 送信者がメッセージの Cc（カーボン コピー）フィー
ルドに入力した受信者のメール アドレスです。

Date メッセージの送信日時です。この情報は、送信者の
タイムゾーンで、24 時間形式で表示されます。

MIME-Version このメッセージが MIME 形式であることと、送信側
の MTA（メール サーバー）がメッセージの書式設定
に使用した MIME のバージョンを示します。

Content-Type 添付ファイルなど、メッセージ内容のタイプとサブ
タイプを指定します。

Content-Transfer-
Encoding

バイナリ データ（添付ファイル）で使用するエン
コードの種類を示します。

Message-ID 送信側の MTA（メール サーバー）で作成された、
メッセージの一意の識別子を含みます。すべての
サーバーでこの ID が生成されるわけではありませ
ん。

References ディスカッション（会話）の中で参加者間でメッセー
ジがやり取りされる過程で各 MTA（メール サー
バー）が生成したメッセージ ID のリストを含みま
す。すべてのサーバーでこの ID リストが維持される
わけではありません。

Received メッセージを受信者に届ける過程でメッセージを処
理した各 MTA（メール サーバー）の名前または IP
アドレスを示します。サーバーがメッセージを受信
した日時も含まれます。このため、Received ヘッダー
はメッセージのルーティング履歴を示します。この
情報は、MTA のあるタイムゾーンで、24 時間形式で
表示されます。

X-Mailer 送信者がメッセージの送信に使用したメール プロ
グラムです。

X-Priority 送信者がメッセージに設定した優先レベルです。

ヘッダー 説明
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次に例を示します。

ヘッダーがメッセージに表示されます。次に例を示します。

3. （省略可能）ヘッダーを非表示にするには、[Hide Headers] をクリックしま
す。

注意 : Envelope To ヘッダーには、送信者がメッセージの To フィールドに入力し
たすべての受信者のメール アドレスに加えて、Cc フィールドや Bcc フィールド
など他の受信者フィールドに入力したあらゆるメール アドレスがリストされま
す。
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取り込むメッセージの言語エンコードの変更

アーカイブから取り込むメール メッセージや IM の会話では、ブラウザに設定さ
れた既定のエンコード オプションではない言語文字用のエンコード オプション
が使用されていることがあります。この場合、正しいエンコードを使用すればメッ
セージを表示できます。

メッセージの言語エンコードを変更するには

メッセージを印刷用形式のウィンドウで開きます。詳細については、134 ページの
「取り込んだメッセージの印刷」を参照してください。

ブラウザの言語エンコード オプションがエンコードを自動変更するように設定
されている場合、メッセージは印刷用形式のウィンドウでは正しいエンコードで
表示されます。このオプションが選択されていないか、正しいエンコードをブラ
ウザで判定できない場合、手動で選択することができます。詳細については、ブ
ラウザのオンライン ヘルプを参照してください。

注意 : 特定の文字エンコードを正しく表示できるのは、必要なフォントがパソコ
ンにインストールされている場合のみです。

添付ファイルの表示、ダウンロード

Message Archiving では、次の種類の添付ファイルがアーカイブに保存されます。

• 送信者がメール メッセージに添付したファイル

• 参加者が IM クライアントで転送したファイル

必要なソフトウェアがパソコンにインストールされていれば、これらの添付ファ
イルや転送ファイルを Message Archiving から直接表示できます。たとえば、添付
ファイルが Microsoft Word ドキュメントである場合、Word がパソコンにインス
トールされていれば、このファイルを開くことができます。

添付ファイルや転送ファイルをパソコンにダウンロードすることもできます。
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メールの添付ファイルの表示、ダウンロード

検索結果リストで、メール メッセージの左側にペーパークリップの記号が表示さ
れている場合、そのメッセージにはファイルが添付されています。次に例を示し
ます。

メールの添付ファイルを表示するには

1. メッセージの [Message Details] ページを表示します。詳細については、
124 ページの「メッセージの内容の表示」を参照してください。

2. [Message Contents] ページに、添付ファイルのリストが表示されます。次に例
を示します。

3. 添付ファイルのリンクをクリックします。

ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示されます。

4. ファイルを開くか、パソコンに保存します。
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IM ファイル転送の表示、ダウンロード

オプション機能

検索結果リストでは、IM ファイル転送のそれぞれが別個のメッセージとして表示
されます。参加者が IM の会話の中でファイルを転送した場合でも、会話の添付
として処理されるわけではありません。

検索結果リストでは、IM ファイル転送サマリーに IM とペーパークリップの記号
が表示されるため、メール メッセージと区別できます。次に例を示します。

注意 : 各 IM ファイル転送メッセージには 1 つの転送ファイルのみが含まれます。
このため、アーカイブ内の 1 つの IM の会話に複数の IM ファイル転送メッセージ
が関連付けられていることもあります。

IM クライアントで転送されたファイルを表示するには

1. 検索結果ツールバーで、転送されたファイルのリンクをクリックします。次に
例を示します。

ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示されます。

2. ファイルを開くか、パソコンに保存します。
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取り込んだメッセージの印刷

アーカイブから取り込んだメッセージは、印刷用形式を使用して印刷できます。

取り込んだメッセージを印刷するには

1. 結果リストで、印刷するメッセージを見つけ、メッセージの内容を表示しま
す。詳細については、124 ページの「メッセージの内容の表示」を参照して
ください。

2. [Printer-Friendly] をクリックします。

新しいブラウザ ウィンドウに、メッセージが印刷用形式で表示されます。次に
例を示します。

3. メッセージの印刷にはブラウザの印刷オプションを使用します。
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選択したメッセージの削除

保存済みの検索結果からメッセージを個別に削除できます。保存済みの検索結果
リストを表示している場合は、複数のメッセージを選択して削除できます。保存
済みのメッセージの本文を表示している場合は、検索結果からそのメッセージを
削除できます。

注意 : メッセージは検索結果から削除されますが、アーカイブからは削除されま
せん。

保存済みの検索結果リストから 1 つ以上のメッセージを削除するには

1. 削除するメッセージが含まれる検索結果リストを表示します（方法について
は 87 ページの「保存した結果に含まれるメッセージの表示」を参照してくだ
さい）。

2. 削除する各メッセージのチェックボックスをオンにします。

3. 操作メニューで [Remove Selected From Saved Results] を選択します。

4. 選択したメッセージのいずれかが保留になっている場合、警告が表示され、
そのメッセージを削除すると、そのメッセージに対する保留も削除され、アー
カイブからパージできるようになることが示されます。

メッセージの削除を続行するには [Continue] をクリックします。

5. 確認メッセージで [OK] をクリックします。

メッセージ本文の表示中にそのメッセージを削除するには

1. 削除するメッセージが含まれる検索結果リストを表示します（方法について
は 87 ページの「保存した結果に含まれるメッセージの表示」を参照してくだ
さい）。

2. メッセージ サマリーで、[Subject] リンクをクリックします。
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[Message Contents] ページが表示されます。

3. 操作メニューで [Remove Message From Saved Results] を選択します。

4. 表示中のメッセージが保留になっている場合、警告が表示され、そのメッセー
ジを削除すると、そのメッセージに対する保留も削除され、アーカイブから
パージできるようになることが示されます。

メッセージの削除を続行するには [Continue] をクリックします。

5. 確認メッセージで [OK] をクリックします。

検索結果のエクスポート

検索結果内のメッセージをエクスポートするには、メールの受信トレイに転送す
るか、デスクトップ上にファイルとして保存します。

大規模の結果セットをエクスポートすることがあらかじめわかっている場合は、
結果を取り込んだらすぐにエクスポートし、その後で結果を保存することをおす
すめします。この順で操作を実行することで、エクスポート処理の完了に必要な
時間を短縮できます。

受信トレイへのメッセージの転送

アーカイブ メッセージを、添付ファイルと共にメールの受信トレイに転送できま
す。このメッセージは、Message Security サービスの登録メール アドレスに、添
付ファイルとして送信されます。転送するメッセージは、それぞれ別のメール
メッセージに添付されます。

メールの受信トレイでは、転送メッセージが添付されたメッセージの送信者と受
信者には、自分のメール アドレスが表示されます。このメールの件名行には次の
テキストが含まれます。
136 Message Archiving ユーザー ガイド  



Archive Export: 転送メッセージの元の件名

注意 : 

• メッセージをアーカイブするメール アドレスに転送する場合、Message
Archiving により、転送したメッセージのコピーも格納されます。アーカイブ
メッセージの件名行には、「Archive Export」というテキストが含まれます。

• 保存済みの検索結果を転送するには、まずそのメッセージ リストを開く必要
があります。詳細については、87 ページの「保存した結果に含まれるメッセー
ジの表示」を参照してください。

検索結果リスト内のメッセージを受信トレイに転送するには

1. 検索結果リストで、転送するメッセージが含まれるページに移動します。詳細
については、123 ページの「検索結果内の移動」を参照してください。

2. 転送する各メッセージの左にあるチェックボックスをオンにします。次に例
を示します。

3. 操作メニューで [Export Selected Messages] を選択します。
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[Export Selected Messages] ダイアログ ボックスが表示されます。
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4. [Email as attachments] を選択します。 

検索パネル上部のステータス領域には、Message Archiving によってファイル
が受信トレイに送信されたことが示されています。

ヒント : 表示中のアーカイブ メッセージを転送することもできます。そのメッ
セージの [Message Contents] ページの操作メニューで、[Export Message] を選択
します。次に例を示します。
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メッセージのファイルへのエクスポート

アーカイブ検索権限、またはアーカイブ検索とアーカイブ ディスカバリの権限が
ある場合は、検索結果からメッセージを個別に選択して、添付ファイルと共に
MBOX ファイルにエクスポートすることができます。

アーカイブ検索とアーカイブ ディスカバリの権限がある場合は、検索結果からす
べてのメッセージを添付ファイルと共に MBOX ファイルや PST ファイルにエク
スポートすることができます。

• MBOX は、業界標準のメールボックス形式であり、複数のエクスポート メッ
セージを 1 つのテキスト ファイルに格納します。MBOX ファイルは多くの
メール プログラム、テキスト エディタ、訴訟支援ソフトウェアで開くことが
できます。

MBOX ファイルを開くには、MBOX 形式に対応したメール プログラムを使
用します。使用するメール プログラムで MBOX ファイルを開けない場合は、
Aid4Mail（www.aid4mail.com）などのサードパーティ製ユーティリティを使用し
て、MBOX ファイルを別の形式に変換できます。たとえば、このユーティリ
ティを使用して MBOX ファイルを PST（Microsoft Outlook Personal Storage）
ファイルに変換できます。

MBOX ファイルは、Microsoft 社のメモ帳やワードパッドなどのテキスト エ
ディタで開くこともできます。テキスト エディタには、メッセージ ヘッダー、
送信者、受信者、件名、本文テキストが表示されます。ただし、添付ファイ
ルはエンコードされた形式でしか表示されません。このため、添付ファイル
をテキスト エディタで表示することはできません。

• PST は Microsoft の形式です。PST ファイルは Outlook にインポートできます。
また、暗号化されていない PST ファイルはテキスト エディタや 16 進エディタ
で開くことができます。エクスポートされた PST ファイルは Unicode です。

注意 : 

• 個別のメッセージをエクスポートする場合、一度にエクスポートできるのは検
索結果 1 ページだけです。ただし、1 ページには最大 250 件のメッセージを表
示できます。詳細については、122 ページの「検索結果の表示件数の変更」を
参照してください。

• 保存済みの検索結果をエクスポートするには、まずその結果を開いてメッセー
ジ リストを表示する必要があります。詳細については、87 ページの「保存し
た結果に含まれるメッセージの表示」を参照してください。

• すべてのメッセージをエクスポートする際の最大ファイル サイズは、1 GB で
す。最大ファイル サイズを超えてエクスポートすると、複数のファイルが作
成されます。80 GB を超えるエクスポートはおすすめしません。

• 1 年以上前のメッセージのエクスポートは、新しいメッセージの場合よりはる
かに長い時間がかかります。

• エクスポートでパス フレーズを使用する場合は、GNU Privacy Guard（GPG）
を使ってデータを暗号化します。暗号化されたデータを復号化するには、GPG
クライアントが必要です（GPG の詳細については、www.gnupg.org を参照してく
ださい）。
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パス フレーズを入力しない場合、データはクリア テキストで保存されます。
ファイルをダウンロードするときデータ転送はセキュリティで保護されます
が、ダウンロードしたデータもまたクリア テキストです。

検索結果でメッセージを個別に選択してファイルにエクスポートするには

1. 検索結果リストで、エクスポートするメッセージが含まれるページに移動し
ます。詳細については、123 ページの「検索結果内の移動」を参照してください。

2. エクスポートする各メッセージの左にあるチェックボックスをオンにしま
す。次に例を示します。

3. 操作メニューで [Export Selected Messages] を選択します。
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[Export Selected Messages] ダイアログ ボックスが表示されます。

4. [Download to desktop (MBOX format)] を選択します。

5. [File Name] フィールドにファイルの名前を入力します。

6. [Export] をクリックします。

ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示されます。

7. ファイルを保存する場所を指定し、[Save] をクリックします。

ヒント : 表示中のアーカイブ メッセージをエクスポートすることもできます。そ
のメッセージの [Message Contents] ページの操作メニューで、[Export] を選択しま
す。次に例を示します。
142 Message Archiving ユーザー ガイド  



検索結果のすべてのメッセージをファイルにエクスポートするには

1. 検索結果リストが表示されている状態で、操作メニューの [Export All Messages]
を選択します。

[Export Messages] ダイアログ ボックスが表示されます。
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2. エクスポート ファイル形式を選択し、ファイル名を入力します。オプション
でパス フレーズを入力し、確認します。最大ファイル サイズを選択し（必要
に応じて複数のファイルが作成されます）、次に [Export] をクリックします。

[Exported Messages] ページが開きます。

エクスポート処理が進行中の場合は、そのことを示すインジケータが表示さ
れます。開始したエクスポート処理に時間がかかる場合は、その間に Message
Archiving の他の機能を使用したり、Message Archiving からログアウトしたり
できます。

3. ファイル名をクリックすると、ファイルがパソコンに保存されます。

メッセージをエクスポートしたファイルのリストを表示するには

1. ナビゲーション パネルで [Exported Messages] をクリックします。
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[Exported Messages] ページが開きます。

2. 次のいずれかを行います。

• ファイルをパソコンに保存するには、ファイル名をクリックします。

• エクスポート ファイルの名前を変更するには、[Actions] の [Rename] 
アイコンをクリックします。

• エクスポート処理を取り消すか、エクスポート ファイルを削除するに
は、[Actions] の [Cancel job or delete files] アイコンをクリックしま
す。

検索結果の絞り込み

アーカイブからメッセージを取り込んだ後で、検索結果リストのショートカット
を使用すると、次の項目をすばやく見つけることができます。

• 関連する件名のメール メッセージ

• 特定のユーザー間でやり取りされたメール メッセージ

• 特定の日付に開始された IM の会話や IM ファイル転送（オプション機能）

メッセージ検索の詳細については、39 ページの「アーカイブ内のメッセージの
検索」を参照してください。

関連する件名のメール メッセージの検索

検索結果内の特定のメッセージと同じ件名を持つすべてのメール メッセージを
アーカイブから検索できます。

たとえば、検索結果のメール メッセージの件名が ZipZam contract であるとします。
検索結果リストのショートカットを使用すると、件名に ZipZam contract というフ
レーズを含むすべてのメッセージをアーカイブで検索できます。 

注意 : この新しい検索には、前回の検索で他のフィールドに入力した情報は一切
含まれません。つまり、他のフィールドに入力した条件は、この新しい検索を実
行する前に消去されます。
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関連する件名のメッセージを検索するには

1. 検索の基になる件名を持つメッセージの内容を表示します。詳細については、
124 ページの「メール メッセージの本文の表示」を参照してください。

2. 操作メニューで [Find Related Subjects] を選択します。

やり取りの中からのメッセージの検索

検索結果内のメール メッセージから、送信者と受信者がやり取りした別のメッ
セージを検索できます。

たとえば、John が Ted に送信したメール メッセージを取り込んだ場合、ショート
カットを使用すると、John が Ted に送信したメッセージと Ted が John に送信した
メッセージをすべて簡単に取り込むことができます。

別の例として、検索結果内のあるメッセージの送信者と受信者が次のとおりだと
します。

From: johnp@jumboinc.com 

To: patriciar@zipzam.comÅAtedm@zipzam.comÅAbriant@jumboinc.com
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次のように新しい検索を実行すると、johnp@jumboinc.com が To フィールドのいずれ
かの受信者とやり取りした他のすべてのメッセージを簡単に検索できます。

• 元の検索の検索パネルで、[To Address or IM Name] フィールドに
「tedm@zipzam.com」と入力した場合、この新しい検索では

johnp@jumboinc.com と tedm@zipzam.com の間でやり取りされたすべてのメールが
返されます。

• 元の検索の検索パネルで、[To Address or IM Name] フィールドにメール ア
ドレスを入力しなかった場合、この新しい検索では、johnp@jumboinc.com と、検
索結果内のメッセージの [To Address or IM Name] フィールドで先頭に表示
されるユーザーの間でやり取りされたすべてのメールが返されます。この場合
は patriciar@zipzam.com です。

注意 : この新しい検索には、元の検索で他のフィールドに入力した情報は一切含
まれません。つまり、他のフィールドに入力した条件は、この新しい検索を実行
する前に消去されます。

メールのやり取りにおけるすべてのメッセージを検索するには

1. やり取りの中から他のメッセージを検索する基となる送受信者のメッセージ
の内容を表示します。詳細については、124 ページの「メール メッセージの
本文の表示」を参照してください。

2. 操作メニューで [Find All Interactions] を選択します。

検索結果の参照
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検索結果の表示

検索結果表示には次の項目が含まれます。

• 操作メニュー

• [Search Context] メニュー

• 検索結果ツールバー

• メッセージ サマリーの検索結果リスト

[Search Results] ページの操作メニュー

オプション 説明

Revise Search 検索パネルに戻り、メッセージの取り込みに使用し
た検索条件を変更します。検索パネルには、前回入
力した条件が保持されます。

New Search 検索パネルに戻り、新しい検索条件を入力します。
検索パネルは自動的にクリアされます。

New Investigation

（オプション機能）

[New Investigation] ページが開き、新しい調査を設定
できます。

Save Search Results

（オプション機能）

[Save Search Results] ページが開き、現在の調査の検
索結果内のメッセージのリストを保存できます。

Save Search Criteria

（オプション機能）

[Save Search Criteria] ページが開き、検索パネルに入
力した現在の調査の検索条件を保存できます。

Export Selected 
Messages

[Export Selected Messages] ダイアログ ボックスが開
き、メッセージを自分の受信トレイに転送したり、
MBOX ファイルにエクスポートしたりできます。

Export All Messages [Export All Messages] ダイアログ ボックスが開き、
メッセージを MBOX ファイルや PST ファイルにエ
クスポートできます。
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検索結果の [Search Context] メニュー :

オプション機能

検索結果ツールバー

オプション 説明

Entire Archive アーカイブ全体からメッセージを検索します。つま
り、検索はメッセージの一部に限定されません。

< 保存済みの結果の
名前 >

保存済みの結果を表示します。

このリストに表示される保存済みの結果は、現在の
調査のものです。現在の調査の詳細については、
68 ページの「現在の調査とは」を参照してください。

オプション 説明

Select All/Clear All

ページ上の全メッセージを選択します。または選択
をすべて解除します。メッセージを選択した後、
操作メニューの [Export Selected Messages] を選
択することで、それらをエクスポートできます。

Show 検索結果の各ページに表示する取り込んだメッセー
ジの数を選択します。 

1 ページに表示されるメッセージ数はデフォルトで
10 件です。1 ページに 25、50、100、250 件のメッ
セージを表示するように選択できます。

first、next、prev、
last

検索結果内でページを移動します。
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検索結果リスト 

検索結果リストには、次の種類のメッセージ サマリーを含めることができます。

メール メッセージ形式

IM の会話形式（オプション機能）

IM ファイル転送形式（オプション機能）

メッセージ サマリーの種類の詳細については、117 ページの「メッセージ サマ
リーの表示」を参照してください。

注意 : 

• [Date] と [Start Date] フィールドには、それぞれメール メッセージと IM の会
話がアーカイブされた日時が表示されます。

• [To] フィールドには、メール メッセージの宛先であるすべての受信者が表示
されます。送信者がメーリング リストにメッセージを送信した場合、この
フィールドには、メーリング リストの名前とリストのメンバーが表示されま
す。

[Subject] リンクをク
リックして内容を表示

すべての受信者を表示するリンクをポイント

[Body] をクリックして内容を表示

ファイル名をクリックしてファイルを表示、ダウンロード
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[Message Contents] ページ 

[Message Contents] ページでは次の作業を行います。

• メッセージの内容を表示する

• メッセージをエクスポートする

• メッセージを印刷する

• メッセージの詳細なヘッダー情報を表示する

• 添付ファイルを表示、ダウンロードする

[Message Contents] ページの操作メニュー

オプション 説明

Show Results 検索結果のリストに戻ります。

Revise Search 検索パネルに戻り、メッセージの取り込みに使用し
た検索条件を変更します。検索パネルには、前回入
力した条件が保持されます。

Find Related Subjects 検索結果内の特定のメッセージの件名と一致するテ
キストを件名に含むメール メッセージを検索します。

たとえば、メール メッセージの件名が ZipZam contract
である場合、この行をクリックすると、件名に zipzam
contract というフレーズを含むすべてのメール メッ
セージがアーカイブで検索されます。

このオプションは、IM の会話やファイル転送では使
用できません。
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[Message Contents] ページのオプションと情報

Find All Interactions 送信者と受信者がやり取りした他のメール メッ
セージを検索します。また、メッセージが複数の受
信者に送信された場合は、受信者のうち少なくとも
2 名がやり取りしたメッセージを検索します。

たとえば、メッセージの送受信者が次のとおりだと
します。

From: johnp@jumboinc.com 

To: patriciar@zipzam.com

johnp@jumboinc.com が patriciar@zipzam.com とやり取りし
た他のすべてのメッセージを簡単に検索できます。

このオプションは、IM の会話やファイル転送では使
用できません。

Export Message [Export Message] ダイアログ ボックスが開き、メッ
セージを受信トレイに転送したり、ファイルにダウ
ンロードしたりできます。

Show All Viewers

（オプション機能）

アーカイブでこのメッセージの内容を表示したすべ
てのユーザーのリストを表示します。リストには、
各ユーザーがメッセージを表示した日時が含まれま
す。このオプションは、ユーザー アカウントにアー
カイブ監査権限がある場合のみ表示されます。

オプション 説明

Printer-Friendly 新しいブラウザ ウィンドウが開き、メッセージの内
容が印刷用形式で表示されます。メッセージの印刷
にはブラウザの印刷オプションを使用します。

ヒント : このオプションを使用して、異なる文字エ
ンコードでメッセージの内容を表示することもでき
ます。ブラウザの言語エンコード オプションがエ
ンコードを自動変更するように設定されている場
合、メッセージは印刷用形式のウィンドウでは正し
いエンコードで表示されます。このオプションが選
択されていないか、正しいエンコードをブラウザで
判定できない場合、手動で選択することができま
す。詳細については、ブラウザのオンライン ヘル
プを参照してください。

Show/Hide Headers ルーティング情報、送信者のアドレス、受信者のア
ドレス、メッセージ ID など、メール メッセージの
詳細なヘッダー情報を表示します。

オプション 説明
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Attachments メール メッセージに添付されたファイルをリスト
します。添付ファイルを表示したりダウンロードし
たりするには、リンクをクリックします。

注意 : ファイルを開こうとすると、Message Archiving
にアクセスしたのと同じブラウザ ウィンドウで開
かれることがあります。この場合、Message Archiving
に戻るには、ブラウザの [戻る] ボタンを使用します。

Date 送信者がメッセージを送信した日時です。

From 送信者のメール アドレスです。送信者の表示名
（氏名）も表示されることがあります。

To 送信者がメッセージの宛先にした受信者です。

注意 : 送信者がメーリング リストを宛先にした場合、
ここにはメーリング リストの名前のみが表示され
ます。ただし、検索結果リストのメッセージ サマ
リーでは、リストのメンバーを表示できます。

Subject メッセージの件名です。

オプション 説明
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[Export Selected Messages] / [Export Message] ダイアログ 
ボックス

このダイアログ ボックスのオプション

オプション 説明

Email as attachments このメッセージまたは選択したすべてのメッセー
ジをメール アドレスに、添付ファイルとして転送し
ます。 

メールの受信トレイでは、転送したメッセージの件
名に次のテキストが含まれます。

Archive Export: 転送メッセージの元の件名

Download to desktop このメッセージまたは選択したすべてのメッセージ
を 1 つの MBOX ファイルに保存します。MBOX ファ
イルは一般的な多くのメール プログラムで開くこ
とができます。テキスト エディタでメッセージの本
文の内容（添付ファイルを除く）を表示することも
できます。

注意 : Aid4Mail（www.aid4mail.com）などのサードパー
ティ製ユーティリティを使用すると、MBOX ファイ
ルを別のメールボックス形式に変換できます。たと
えば、このユーティリティを使用して MBOX ファイ
ルを PST（Microsoft Outlook Personal Storage）ファイ
ルに変換できます。

File Name MBOX ファイルの名前を入力します。
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[Export All Messages] ダイアログ ボックス

このダイアログ ボックスにアクセスするには

任意の検索結果を表示します。このダイアログ ボックスのオプション

オプション 説明

Select Format メッセージを MBOX ファイルか PST ファイルにエ
クスポートします。

• MBOX: 業界標準のメールボックス形式で、1 つ
以上のエクスポートされたメッセージを 1 つの
テキスト ファイルに保存します。MBOX ファイ
ルは、多くのメール プログラム、テキスト エディ
タ、訴訟支援ソフトウェアで開くことができま
す。

Aid4Mail（www.aid4mail.com）などのサードパー
ティ製ユーティリティを使用すると、MBOX
ファイルを別のメールボックス形式に変換でき
ます。たとえば、このユーティリティを使用し
て MBOX ファイルを PST（Microsoft Outlook
Personal Storage）ファイルに変換できます。

• PST:  Microsoft 社の形式です。PST ファイルは
Outlook にインポートできます。また、暗号化さ
れていない PST ファイルはテキスト エディタや
16 進エディタで開くことができます。エクス
ポートされた PST ファイルは Unicode です。

Job Name エクスポート ジョブの名前を入力します。 

MBOX ファイルや PST ファイルは、このジョブ名の
ZIP に格納されます。

Passphrase
（オプション）

ファイルの暗号化に使用するパス フレーズを入力
します。

注意 : エクスポートでパス フレーズを使用する場合
は、GNU Privacy Guard（GPG）を使ってデータを暗
号化します。暗号化されたデータを復号化するには、
GPG クライアントが必要です（GPG の詳細について
は、www.gnupg.org を参照してください）。

Confirm Passphrase パス フレーズをもう一度入力します。

Maximum File Size エクスポート ファイルの最大サイズを選択します。

エクスポートされたメッセージが最大ファイル サイ
ズを超える場合は、複数のファイルが作成されます。
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第 8 章
ユーザーのメッセージ保留の設定 ëÊ8èÕ
特定のユーザーのメッセージを保持する必要がある場合、そのユーザーのメッ
セージを保留できます。保留にすることで、アーカイブからメッセージが削除さ
れなくなります。

使用できる保留は次の 3 種類です。

• 過去のメッセージ: 保留を設定した日まで（当日を含む）のそのユーザーの全
メッセージをアーカイブ内で保留します。

• 将来のメッセージ: 保留を設定した日から先のそのユーザーの全メッセージを
アーカイブ内で保留します。

• 全メッセージ: そのユーザーのアーカイブ内の全メッセージを保留にします。

ユーザーのメッセージに保留を設定する場合、そのユーザーのアドレスが From、
To、Cc、Bcc フィールドに含まれるすべてのメッセージが対象になります。

ユーザーの保留に関しては、Message Security サービスでは次の 2 つのユーザーの
状態が考慮されます。

• アクティブ : ユーザーは Message Security サービスに登録されています。

保留を作成してアクティブなユーザーのアドレスを入力する場合、メインの
メール アドレスを入力することも任意のエイリアス アドレスを入力するこ
ともできます。これで、メインのメール アドレスまたはエイリアス アドレス
を含むすべてのメッセージが保留されます。

• 非アクティブ : ユーザーは Message Security サービスから削除されています。

保留を作成して非アクティブのユーザーのアドレスを入力する場合、メイン
のメール アドレスを入力する必要があります。これで、メインのメール アド
レスまたはエイリアス アドレスを含むすべてのメッセージが保留されます。

ユーザーを保留にするには、アーカイブ検索権限とアーカイブ ディスカバリ権限
が必要です。
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ユーザー保留の設定

ユーザーを保留にするには

1. Message Archiving にログインし、[Discovery] タブをクリックします。

2. ナビゲーション パネルで [User Holds] をクリックします。

[User Holds] ページが表示されます。
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3. [Create New Hold] をクリックします。

4. メッセージに設定する保留の種類（過去、将来、すべて）を選択します。

5. 前の手順で選択した種類の保留を設定するアドレスを入力します。複数のア
ドレスを入力する場合は、改行かセミコロン、カンマで区切ります。

アクティブ ユーザーの場合、メインのメール アドレスか任意のエイリアスを
入力します。

非アクティブ ユーザーの場合、メインのメール アドレスを入力します。

6. [Create Holds] をクリックします。

入力したアドレスは、各ユーザーのステータス、保留適用日、保留の種類と
ともに表示されます。

保留の種類の選択 メッセージを保留にするユーザーの
メール アドレスを入力
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ユーザーの保留の削除

ユーザーの保留はいつでも削除できます。保留を削除したメッセージは、他の保
留で保留されていなければ、手動パージか次回の自動パージによりアーカイブか
ら削除されます。

ユーザーの保留を削除するには

1. Message Archiving にログインし、[Discovery] タブをクリックします。

2. ナビゲーション パネルで [User Holds] をクリックします。

[User Holds] ページが表示されます。

3. [Delete] アイコンをクリックします。

4. [OK] をクリックします。
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ユーザーの保留の表示

[Discovery] タブでは現在のユーザーの保留のリストを、[Retention] タブでは現在
および過去のユーザーの保留のリストを表示できます。リストを表示するには、
そのタブのナビゲーション パネルで [User Holds] をクリックします。

[Discovery] タブのリストには、メインのメール アドレス、ユーザー ステータス、
保留適用日、保留の種類、保留を削除するオプションが表示されます。

[Retention] タブのリストには、メインのメール アドレス、ユーザー ステータス、
保留を適用した調査人、保留の種類、保留適用日、保留が削除された日付が表示
されます。

[Retention] タブのリストには、調査人のメール アドレスをクリックしてメッセー
ジを送信するオプションもあります。
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第 9 章
メッセージ保持の管理 ëÊ9èÕ
メッセージ保持サービスについて

サービスにメッセージ保持サービスが含まれている場合は、Message Archiving に
[Retention] タブが追加されます。

[Retention] タブを使用してできること

• 保持期間が超過したメッセージのリストを月別に表示します。リストには、
メッセージがアーカイブされた月が示されます。

自動パージがオフになっている場合、保持期間が過ぎても、メッセージは削
除されずに超過されます。

• 超過したメッセージのうち、保留されているメッセージ（パージできません）
の数を表示します。

• 保留されていないメッセージをアーカイブから手動でパージします。

• 自動パージのオン / オフを切り替えます。

• メッセージがパージされた日時とパージしたユーザーの履歴を表示します。

• メッセージを保留にした調査人の連絡先情報を表示します。

• 調査人ごとに保留したメッセージの数と合計サイズを表示します。

注意 : [Retention] タブを使用するには、ユーザー アカウントがアーカイブ保持権
限を持っている必要があります。

ユーザー組織の保持期間の設定の詳細については、次を参照してください。

Message Archiving Administration Guide
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超過したメッセージの表示

超過したメッセージを表示するには

ナビゲーション パネルの [Purge Messages] をクリックします。

[Purge Messages] リストには、次の情報が含まれます。

• メッセージがアーカイブされた月。

ある月にアーカイブされたメッセージがない場合、その月のエントリはあり
ません。

• 月ごとの超過したメッセージの数。

• 月ごとの超過したメッセージの合計サイズ。

• 月ごとの保留メッセージの数。

• 自動パージ設定。

デフォルトでは、自動パージはオンになっています。オンの場合、メッセー
ジは保持期間を超過すると自動的に削除されます。

自動パージをオフにすると、月ごとに [Purge] コマンドが表示され、メッセー
ジを手動でパージすることができます。

• [Purge] コマンド。
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自動パージがオンになっているか、超過したメッセージの数と保留メッセー
ジの数が等しい場合、このコマンドは使用できません。

特定の月でパージの処理中の場合、[Purge] コマンドの代わりに処理中を示す
アイコンが表示されます。
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自動パージの設定

自動パージ機能は、保持期間を超過すると、メッセージをアーカイブから自動的
にパージします。メッセージは、変更スケジュールに従って、月に一度パージさ
れます。たとえば、6 月 15 日にパージ処理が実行される場合、6 月 15 日以前に保
持期間を超過したメッセージはすべてパージされ、6 月 16 ～ 30 日に保持期間を
超過するメッセージは 7 月に処理が実行されるときにパージされます。

デフォルトでは、自動パージはオンになっています。

自動パージがオンの場合、メッセージは手動でパージできません（[Purge] コマンド
は表示されません）。

自動パージがオフの場合、ある月の超過したメッセージの数が保留メッセージの
数より多い場合、その月に [Purge] コマンドが表示されます。保留されていない
メッセージは、[Purge] コマンドが発行されるまでアーカイブ内に残ります。

自動パージ設定を変更するには

1. [Auto-purge] フィールドの [Change] をクリックします。

2. 確認メッセージの [OK] をクリックします。
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アーカイブからのメッセージの手動パージ

超過したメッセージが保留されていない場合、手動でパージできます。

注意 : 自動パージがオンになっているか、超過したメッセージの数と保留メッセー
ジの数が等しい場合、[Purge] コマンドは使用できません。

メッセージをパージするには

1. ナビゲーション パネルの [Purge Messages] をクリックして、超過したメッ
セージのリストを開きます。

2. アーカイブからメッセージをパージする月の [Purge] をクリックします。

3. 表示される確認メッセージにある [Delete Messages] をクリックします。

[ARCHIVED] 列内の文字が「Purging < 関連する月 >」に代わります。[Purge]
コマンドは、処理中を示すアイコンに代わります。

パージ処理が進行中の場合は、そのことを示すインジケータが表示されます。
開始したパージ処理に時間がかかる場合は、その間に Message Archiving の他
の機能を使用したり、Message Archiving からログアウトしたりできます。

パージ履歴の表示

アーカイブからパージしたメッセージの履歴を表示するには

ナビゲーション パネルの [Purge History] をクリックします。
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パージ履歴には、次の情報が含まれます。

• 各パージ コマンドが発行された日付。

• パージされたメッセージがアーカイブされた月。

• パージされたメッセージの数。

• パージされたメッセージの合計サイズ。

• パージ コマンドを発行したユーザーのメール アドレス。

注意 : パージ履歴は、[Reports] タブでも表示できます。

メッセージを保留した調査人の表示

メッセージを保留にした調査人の連絡先情報が提供されるので、アーカイブの
パージを担当する管理者が調査人に連絡を取ることができます。

メッセージを保留した調査人に関する情報を表示するには

ナビゲーション パネルの [Held Messages] をクリックします。

[Held Messages] リストには、次の情報が含まれます。

• 調査でメッセージを保留にしたユーザーのメール アドレス。

• そのユーザーがすべての調査で保留にしたメッセージの数。

• そのユーザーがすべての調査で保留にしたメッセージの合計サイズ。

メッセージを保留にした調査人と連絡を取るには

[Investigator] 列にあるそのユーザーのメール アドレスをクリックして、メール ク
ライアントでメッセージを作成します。
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第 10 章
アーカイブ レポートの作成 ëÊ10èÕ
アーカイブ レポートについて

Message Archiving の [Reports] タブでは、次の 4 種類のレポートを利用できます。

• ストレージ概要 メールフロー、現在や以前のアーカイブ ストレージの概要

• ストレージ レポート アーカイブ メッセージや超過したメッセージの数と合
計サイズを示す月別のリスト

• パージ履歴 パージ イベントのリスト

• 監査レポート アーカイブ内のユーザー アクティビティに関する情報

これらのレポートを使用するには、ユーザー アカウントに次の権限が必要です。

権限 使用できるレポート

アーカイブ検索

アーカイブ レポート

ストレージ概要

ストレージ レポート

アーカイブ検索

アーカイブ保持

アーカイブ レポート

ストレージ概要

ストレージ レポート

パージ履歴

アーカイブ検索

アーカイブ監査

アーカイブ レポート

ストレージ概要

ストレージ レポート

監査レポート

アーカイブ検索

アーカイブ保持

アーカイブ監査

アーカイブ レポート

ストレージ概要

ストレージ レポート

パージ履歴

監査レポート
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レポート表示権限とアーカイブ検索権限を持つ Message Archiving 管理者の場合
は、管理コンソールから次のレポートを実行することもできます。

• ドメイン別受信アーカイブ レポート : アーカイブ メッセージの送信先ドメイン、
登録 / 未登録ユーザーのアーカイブされた履歴メッセージ、不適切な形式の
履歴メッセージ、メッセージの総数とサイズを示します。

• アカウント別受信アーカイブ レポート : 組織内のユーザーごとに保存されて
いるメール メッセージの総数を示します。

これらのレポートのデータは 1 日 1 回更新されます。ある特定の日付のデータを
レポートで利用できるのは、太平洋標準時の翌日午後 12 時頃です（たとえば、1
月 1 日付けのデータを利用できるのは、翌 2 日の午後 12 時です）。

作成した受信アーカイブ レポートは、ブラウザ ウィンドウで表示できます。ま
た、レポートは CSV（カンマ区切り形式）ファイルにダウンロードできるので、
Microsoft Excel などのスプレッドシート プログラムで開くこともできます。

ストレージ概要レポートの表示

ストレージ概要レポートを表示するには

ナビゲーション パネルの [Storage Overview] をクリックします。
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[Mail Flow (last hour)] パネルに、過去 1 時間の履歴メッセージに関する次のデー
タがグラフで示されます。

• 緑/Archived: 正常にアーカイブされたメッセージの数。

• 青/Non-Account: システムに対応するアカウントがないため、アーカイブされ
なかったメッセージの数。これらのメッセージは、組織でアカウントのない
アーカイブが無効の場合は除外されます。

• 赤/Non-Journaled: アーカイブに送信された無効な形式のメッセージの数。た
いていの場合、これはエンベロープ ジャーナリングが有効でないことが原因
です。メッセージのメタ データには仮想の受信者

（nonenvelopejournal@archive.psmtp.com）が追加されます。アーカイブでこれ
らのメッセージを検索するには、受信者が「nonenvelopejournal」のメッセー
ジを検索します。

• マゼンタ/Bounced: 返送されたメッセージの数。たいていの場合、これは履歴
設定を作成するときに履歴サーバーの IP アドレス範囲を誤って入力したこと
が原因です。

• 空白 : 履歴トラフィックがないことを示します。

[Current Archive] パネルには、次のメッセージの数と合計サイズが表示されます。

• アーカイブ内の全メッセージ

• アーカイブ内の超過したメッセージ

• アーカイブ内の保留メッセージ（サイズは表示されません）

• アーカイブからパージできるメッセージ（サイズは表示されません）

[Archive Activity] パネルには、指定した年のアーカイブ内のメッセージの総数と
合計サイズが月別に表示されます。パネル上部にあるリストから年を選択します。
デフォルトでは今年が選択されています。

注意 : 対象のデータ量に応じて、表示単位が変わります。たとえば、メッセージ
の数が比較的少ない場合は KB で表され、比較的多い場合は GB で表されます。

保留メッセージとパージできるメッセージのサイズは含まれません。現時点では
これらのメッセージ数を計算するにはコストがかかり、システム パフォーマンス
に影響することが考えられます。
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アーカイブ ストレージ レポートの表示

ストレージ レポートを表示するには

ナビゲーション パネルの [Storage Report] をクリックします。

レポートには、アーカイブ内のアーカイブ メッセージや超過したメッセージの数
と合計サイズを示す月別のリストが表示されます。デフォルトでは、過去 12 か月
間の内容がレポートに表示されます。

特定の期間を表示するには

1. 開始年月を選択します。

2. 終了年月を選択します。

3. [Create Report] をクリックします。

レポートを印刷するには

1. 右上にある [Print] をクリックします。

ウェブブラウザに、レポートの画像が表示されます。

2. ブラウザの印刷コマンドを使用して、レポートを印刷します。

レポートを CSV 形式でダウンロードするには

1. 右上にある [Download] をクリックします。

2. [Open] をクリックして、Excel でレポートを開きます。

[Save] をクリックして、Excel 版のレポートを保存します。
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アーカイブ パージ履歴の表示

パージ履歴を表示するには

ナビゲーション パネルの [Purge History] をクリックします。

パージ履歴には、次の情報が含まれます。

• 各パージ コマンドが発行された日付。

• パージされたメッセージがアーカイブされた月。

• パージされたメッセージの数。

• パージされたメッセージの合計サイズ。

• パージ コマンドを発行したユーザーのメール アドレス。

注意 : [Retention] タブでも、パージ履歴を表示できます。

アーカイブ監査レポートの作成について

アーカイブ内のユーザー アクティビティ（実行した検索やアクセスしたメッセー
ジなど）を監視するためのアーカイブ監査レポートを作成できます。

監査レポートは、アーカイブ メッセージの機密性を示し、会社の規定に準拠する
ようアーカイブ アクティビティを監視するのに便利です。

注意 : 監査レポートを作成するには、ユーザー アカウントにアーカイブ監査権限
が必要です。

監査レポートを作成する場合、[Create Audit Report] パネルで次の条件を選択でき
ます。

条件 説明

期間 アクティビティを表示する期間（最大 1 年）
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ユーザーがアクセスしたアーカイブ メッセージがレポートに示されている場合、
次のものを表示できます。

• メッセージの内容（[ アーカイブ検索 ] 権限を持つユーザー アカウントが必要
です）

• アーカイブ内のそのメッセージを表示した全ユーザーのリスト

監査対象のアクティビティ

Message Archiving では、ユーザーがメッセージ アーカイブ内で実行する次の各ア
クティビティにつき 1 つの監査レコードが作成されます。

ユーザー アクティビティを表示する対象ユーザー

アクティビティ アーカイブ内のユーザー アクティビティ

監査イベント ユーザー アクティビティによって生成されたイ
ベント

検索クエリ Message Archiving でアーカイブからメッセージを取
り込むときに使用する完全な検索クエリを表示しま
す。ユーザーが入力した検索条件に基づきます

条件 説明

アクティビ
ティ

説明 監査レコード情報

メッセー
ジへのア
クセス

次のいずれかの方法で
ユーザーがメッセージ
にアクセスした

• Message Center 
または Message 
Archiving でメッ
セージの内容を表
示した

• ファイルにダウン
ロードして、メッ
セ ー ジ を エ ク ス
ポートした

• 自分のメール アド
レス宛に転送して、
メッセージをエク
スポートした

• ユーザーがメッセージにアクセス
した日時。

• メッセージにアクセスしたユー
ザーのメール アドレス。

• メール メッセージの場合は、日付、
送信者、受信者、件名。IM の会話の
場合は、日付、参加者、期間、イン
スタント メッセージ（IM）サービス
（Postini IM Security が必要）。

• メッセージにアクセスした全ユー
ザーのリスト（アクセスした日時を
含む）。
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メッセー
ジ検索

ユーザーが [Search] タ
ブ、[Discovery] タブ、個人
のアーカイブのいずれか
の検索パネルを使用し
て、検索を実行した。 

• ユーザーがアーカイブを検索した
日時。

• アーカイブを検索したユーザーの
メール アドレス。

• ユーザーが検索パネルに入力した
すべてのテキスト。それ以外に入力
した検索条件は含まれません。

• オプションで、ユーザーが入力した
検索条件に基づいて作成された完
全なクエリ。Message Archiving のク
エリは、Lucene クエリ構文です。

メッセー
ジのエク
スポート

ユーザーが全検索結果
を MBOX ファイルか
PST ファイルにエクス
ポートした。

• 検索結果がエクスポートされた
日時。

• 検索結果をエクスポートしたユー
ザーのメール アドレス。

• エクスポートされたメッセージを
返した検索のパラメータ。

メッセー
ジの
パージ

ユーザーがアーカイブ
からメッセージを手動
でパージした。

• アーカイブからメッセージがパー
ジされた日時。

• メッセージをパージしたユーザー
のメール アドレス。

• メッセージが最初にアーカイブさ
れた月、パージしたメッセージの数
と合計サイズ。

アクティビ
ティ

説明 監査レコード情報
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監査レポート パネルの概要

[Audit Report] パネルを使用すると、監査レポートに含める情報を簡単に指定でき
ます。パネル内の主な領域を次の図で説明します。

[Audit Report] パネルの詳細については、190 ページの「[Audit Report] パネル」を
参照してください。

レポートの結果を制限するための
期間を選択するためのフィールド

レポートに含める監査イ
ベントを選択するための
オプション

レポートに特定のアーカイブ 
ユーザーのアクティビティの
みを含めるよう制限する場合
に、対象ユーザーのメール 
アドレスを入力するための
フィールド

レポートに含めるユーザー アクティ
ビティを選択するためのオプション

ユーザーのメール ア
ドレスを調べるための
ツール
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監査レポートの概要

監査レポートの例を次の図に示します。レポートには、ユーザーが実行した各ア
クティビティが別個の監査レコードとして表示されます。

監査レポートの詳細については、193 ページの「監査レポートの結果」を参照し
てください。

監査レポートの作成

アクティビティの監査レポートを作成するには、アーカイブ監査権限を持つアカ
ウントを使用する必要があります。

監査レポートを作成するには

1. Message Archiving にログインします。詳細については、31 ページの「Message
Archiving へのログイン」を参照してください。

2. ナビゲーション パネルの [Reports] タブ、[Audit Reports] の順にクリックし
ます。

各アーカイブ 
アクティビティ
の発生日時

アクティビティを実
行したユーザーの
メール アドレス

ユーザーが実行した
アクティビティに関
する情報

ユーザーが実行
したアクティビ
ティのタイプ

ユーザーがアクセスしたこのメー
ル メッセージの内容へのリンク

これまでにこのメッセージを表示し
た全ユーザーのリストへのリンク
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[Create Audit Report] パネルが表示されます。

3. 次のいずれかを実行します。

• [Start Date] と [End Date] プルダウン リストを使用して、レポートに含
めるアクティビティの期間を指定します。 

• [Calendar] アイコンをクリックして、開始日と終了日を選択します。

4. レポートの条件を入力します。

• 特定ユーザーのアクティビティのみをレポートに含める場合は、その
メール アドレスを [Searches by] フィールドに入力して、[Add] をク
リックします。

ユーザーのメール アドレスを調べるには、[Look Up] をクリックしま
す。詳細については、42 ページの「ユーザーのアドレスの検索」を参照
してください。

• [Which user activity do you want to include in your report?] で、含め
るユーザー アクティビティを選択します。アクティビティを選択するこ
とによって、レポートに含める監査イベントがフィルタされます。

• [Which audit events do you want to include in your report?] で、レ
ポートに含める監査イベントを選択します。選択したユーザー アクティ
ビティに関連する監査イベントのみがレポートに表示されます。
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レポート条件の入力の詳細については、190 ページの「[Audit Report] パネル」
を参照してください。 

5. [Select Sort Order] プルダウン リストから、レポートに表示するアクティビ
ティの順序を選択します。

6. [Create Report] をクリックします。

レポートが表示されます。

• 監査レポートの例については、177 ページの「監査レポートの概要」を
参照してください。 

• 監査レポートの情報の詳細については、193 ページの「監査レポートの
結果」を参照してください。

注意 : 新しいレポートを作成する場合は、ページの上にある [Revise Report] をク
リックします。

監査レポートの結果の管理

監査レポートを作成したら、次のことができます。

• レポートをファイルにダウンロードする

• レポートを印刷する

• レポート内のデータのソート順を変更する

アーカイブ内でユーザーがアクセスしたメッセージがレポートに含まれる場合
は、次のこともできます。

• それらのメッセージの内容を表示する

• これまでにアーカイブ内でそれらのメッセージを表示したアーカイブ ユーザー
のリストを表示する

監査レポートをダウンロードする

レポートは、次のいずれかの形式でパソコンにダウンロードできます。

• HTML: 任意のウェブブラウザで開くことができ、データが印刷可能な形式で
表示されます。レポートのサイズが大きいと、開くのに時間がかかる場合があ
ります。

• CSV（カンマ区切り形式）: データをスプレッドシート プログラムやデータ分
析ツールにインポートできます。
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監査レポートをダウンロードするには

1. 監査レポートの結果ページで、[Download] をクリックします。

[Download Audit Report] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [File Name] ボックスに、ファイルの名前を入力します。ファイル拡張子は必
要ありません。

3. [File Format] で、ダウンロードするファイルの種類を選択します。

4. [Download] をクリックします。

ファイルのダウンロード ダイアログ ボックスが表示されます。

5. [Open] をクリックして、すぐにファイルの内容を確認します。

[Save] をクリックして、ファイルをディスクに保存します。
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監査レポートの印刷

監査レポートを作成したら、印刷可能な形式でレポートを表示できます。この形
式の場合、ページ上部に監査レポートの検索条件のサマリーも含まれます。次に
例を示します。

WARNING: Message Archiving から大きなサイズのレポートを印刷すると、ウェ
ブブラウザでタイム アウトになる場合があります。レポートに大量のデータが
含まれる場合は、レポートをダウンロードしてから印刷することをおすすめしま
す。詳細については、179 ページの「監査レポートをダウンロードする」を参照
してください。

監査レポートを印刷するには

1. 監査レポートの結果の [Print] をクリックします。

新しいブラウザ ウィンドウにレポートのデータが表示されます。

2. ブラウザの印刷オプションを使用して、レポートを印刷します。
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監査レポートのソート順の変更

監査レポートの条件を選択するときに、レポートの内容のソート順も選択できま
す。ソート順は次のように変更できます。

• 監査アクティビティが発生した日付順

• アクティビティを実行したユーザーのメール アドレスのアルファベット順

内容のソート順は、レポートの作成後に変更することもできます。

レポートの作成後にソート順を変更するには 

1. 監査レポートの結果ページの上にある [Revise Report] をクリックします。

2. [Create Audit Report] パネルの [Select Sort Order] プルダウン リストで次の
いずれかのオプションを選択します。

• Newest first（新しい順）

• Oldest first（古い順）

• Investigator（調査人）

3. [Create Report] をクリックします。

レポートの内容が新しいソート順で表示されます。

監査レポートのメッセージの内容の表示

ユーザー アカウントにアーカイブ検索権限がある場合、レポートに表示されてい
るメッセージの内容を表示できます。メッセージの内容を表示したら、そのメッ
セージをエクスポートしたり、印刷したりできます。

注意 : アーカイブ内のメッセージを表示すると、自分のメール アドレスがメッ
セージ閲覧者のリストに追加されます（その時点で処理されているメッセージの
数によって、アドレスが追加されるまでにかかる時間が異なります）。このリスト
の詳細については、183 ページの「メッセージの閲覧者リストの表示」を参照し
てください。
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監査レポートのメッセージの内容を表示するには

メッセージの [Search History] 情報にある [View Message] をクリックします。

[Message Contents] ページが表示され、メッセージの内容が示されます。

メッセージの閲覧者リストの表示

監査レポートにアーカイブ メッセージが含まれている場合、[Message Access
Events] パネルを表示できます。このパネルには次の情報が含まれます。

• 会社のアーカイブか個人のアーカイブでこれまでにそのメッセージにアクセ
ス（表示やエクスポート）した全ユーザーのリスト

• 各ユーザーがメッセージにアクセスした日時 

• アクセスしたメッセージのサマリー

メッセージの閲覧者リストを表示するには

メッセージの [Search History] 情報にある [Show All Viewers] リンクをクリック
します。
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[Message Access Events] パネルが表示されます。

注意 : ユーザーがメッセージにアクセスすると、対応するメール アドレスが閲覧
者リストに追加されますが、その時点で処理されているメッセージの数によって、
追加されるまでにかかる時間が異なります。

ユーザー アカウントにアーカイブ検索権限があれば、[Search] タブか [Discovery]
タブを使用してアーカイブから取り込んだメッセージの全閲覧者のリストも表示
できます。リストを表示するには、検索結果リスト内のメッセージの操作パネル
の [Show all Viewers] をクリックします。

アーカイブ レポートの作成

管理コンソールからアーカイブ レポートを作成するには、次を選択します。

• データを含める対象の組織階層内の組織。

• 下位組織からのデータを含めるかどうか。

• データを含める期間。最大 42 日間（6 週間）まで選択できます。

このメッセージにアクセスし
たユーザーのメール アドレス

このユーザーがこのメッセー
ジにアクセスした日時

メッセージのサマリー
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アーカイブ レポートを作成するには

1. 管理コンソールの [Reports] タブをクリックして、使用できるレポートのリ
ストを表示します。

2. [Choose Org] プルダウン リストから組織を選択します。

注意 : 全ユーザーのレポートを作成する場合は、アカウントの組織を選択し
ます。

3. [Archiving] で、次のいずれかをクリックします。

• Domain: ドメイン単位でデータを表示

• Account: アカウント単位でデータを表示
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[Report] ページが表示されます。次に例を示します。

4. [Report Length] プルダウン リストから、データを含める期間を選択します。

5. 下位組織からのデータを含める場合は、[include sub-orgs ] チェックボックス
をオンにします。このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。

6. [Run Report] をクリックします。

レポートのデータの詳細については、次を参照してください。

• 196 ページの「ドメイン別受信アーカイブ レポートについて」

• 197 ページの「アカウント別受信アーカイブ レポートについて」

注意 : レポートは、ファイルにダウンロードできます。詳細については、186 ペー
ジの「アーカイブ レポートのダウンロード」を参照してください。

アーカイブ レポートのダウンロード

作成したアーカイブ レポートは、CSV（カンマ区切り形式）ファイルにダウン
ロードできます。CSV ファイルは、Microsoft Excel などのスプレッドシート プ
ログラムで開くことができます。
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レポートをダウンロードするには

1. アーカイブ レポートを作成します。詳細については、184 ページの「アーカ
イブ レポートの作成」を参照してください。

2. レポート ページの [Download] をクリックします。

新しいブラウザ ウィンドウにレポートのデータが表示されます。

3. ブラウザの [ ファイル ] メニューで、[ 名前を付けて保存 ] を選択します。 

4. [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボックスで、ファイルの保存先を選択します。 

5. ファイル名に「.csv」という拡張子を付けて、[ 保存 ] をクリックします。

または、ファイルを .htm ファイルか .txt ファイルとして保存してから、ファイ
ルの拡張子を .csv に変更することもできます。

ストレージ レポートに関するリファレンス情報
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ストレージ概要レポート

ストレージ概要レポートにアクセスするには

1. [Reports] タブをクリックします。

2. ナビゲーション パネルの [Storage Overview] をクリックします。

ストレージ概要レポートで提供される情報は次のとおりです。

[Mail Flow (last hour)] パネルには、過去 1 時間のアーカイブ内の履歴メッセー
ジの数が表示されます。

[Current Archive] パネルには、次のメッセージの数と合計サイズが表示されます。

• アーカイブ内の全メッセージ

• アーカイブ内の超過したメッセージ

• アーカイブ内の保留メッセージ（サイズは表示されません）

• アーカイブからパージできるメッセージ（サイズは表示されません）

[Archive Activity] パネルには、指定した年のアーカイブ内のメッセージの総数と
合計サイズが月別に表示されます。パネル上部にあるリストから年を選択します。
デフォルトでは今年が選択されています。

注意 : 対象のデータ量に応じて、表示単位が変わります。たとえば、メッセージ
の数が比較的少ない場合は KB で表され、比較的多い場合は GB で表されます。
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ストレージ レポート

ストレージ レポートにアクセスするには

1. [Reports] タブをクリックします。

2. ナビゲーション パネルの [Storage Report] をクリックします。

ストレージ レポートを使用してできること

アーカイブ内のアーカイブ メッセージや超過したメッセージの数と合計サイズ
を月別のリストで表示します。デフォルトでは、過去 12 か月間の内容がレポート
に表示されます。

特定の期間を表示するには

1. 開始年月を選択します。

2. 終了年月を選択します。

3. [Create Report] をクリックします。

レポートを印刷するには

1. 右上にある [Print] をクリックします。

ウェブブラウザに、レポートの画像が表示されます。

2. ブラウザの印刷コマンドを使用して、レポートを印刷します。

レポートを CSV 形式でダウンロードするには

1. 右上にある [Download] をクリックします。

2. [Open] をクリックして、Excel でレポートを開きます。

[Save] をクリックして、Excel 版のレポートを保存します。

監査レポートに関するリファレンス情報
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[Audit Report] パネル

[Audit Report] パネルにアクセスするには

1. [Reports] タブをクリックします。

2. ナビゲーション パネルの [Audit Reports] をクリックします。

[Audit Report] パネルを使用してできること

アーカイブ監査レポートを作成するための条件を入力します。

[Audit Report] パネルのオプション

オプション 説明

Start Date

End Date

監査レポートの期間を指定します。プルダウン リス
トから日付を選択するか、カレンダー アイコンをク
リックして日付を選択します。選択できる期間は、
最大 370 日間です。

注意 : 

• レポートのデータは、Message Archiving が社内に
導入された日以降、いつの日付でも利用可能で
す。

• 保持ポリシーに従い、レポートにはアーカイブか
らパージされたメッセージは含まれません。

• Message Archiving では、アーカイブ アクティビ
ティの日付を検索する場合、ユーザー アカウント
に設定されているタイム ゾーンを使用します。

Searches by 表示するアーカイブ アクティビティを実行した調査
人を指定します。各調査人の完全なメール アドレス
（jasonl@jumboinc.com など）を入力します。

アドレスが複数ある場合は、アドレスをカンマかセ
ミコロンで区切ります。

Look Up [Company Directory] パネルが開き、ユーザーのメー
ル アドレスを検索できます。詳細については、58
ページの「[Company Directory] パネル」を参照して
ください。
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Searching the entire 
archive

ユーザーが [Search] タブや [Discovery] タブを使用し
て会社のアーカイブで実行したアクティビティを含
めます。これらのユーザーは、会社のアーカイブに
アクセスできます。

表示対象のアーカイブ アクティビティ（監査イベン
ト）に応じて、このオプションは、ユーザーが入力
した検索条件とユーザーが表示したメッセージを示
します。

Searching a personal 
archive

ユーザーが個人のアーカイブで実行したアクティビ
ティを含めます。

表示対象のアクティビティ（監査イベント）に応じ
て、このオプションは、ユーザーが入力した検索条
件とユーザーが表示したメッセージを示します。

Running an audit 
report

ユーザーが [Reports] タブを使用して実行した監査
レポート アクティビティを含めます。これらの
ユーザーは、監査レポートを作成する権限を持って
います。

このオプションは、ユーザーが監査レポート用に選
択した期間を示します。

Message Access 
Events

ユーザーがアクセスしたアーカイブ メッセージ
（ユーザーがアーカイブで表示 / アーカイブからエク
スポートした検索結果内のすべてのメッセージ）を
表示します。これらのメッセージには、メール メッ
セージ、IM の会話、IM ファイル転送（サービスに
Postini IM Security が含まれる場合）があります。

監査レポートでは、これらのメッセージは、[Access]
か [Personal Archive Access] のタイプのアクティビティ
に表示されます。

Search Events ユーザーがアーカイブでメッセージを検索するため
に入力した検索条件（期間や、送信者、受信者、ア
ドレス、キーワードなどの値）を表示します。

監査レポートでは、これらのメッセージは、[Search]、
[Personal Archive Search]、[Audit Search] のタイプのアク
ティビティに表示されます。

Show Query [Search Events] について、ユーザーが入力した検
索条件に基づいて作成された完全なクエリを含めま
す。Message Archiving のクエリは、Lucene クエリ構
文です。

注意 : このクエリを使用してユーザーのアーカイブ
検索を再実行するには、このクエリをコピーして
[Search] タブか [Discovery] タブの [Boolean Search]
パネルに貼り付けます（アカウントにアーカイブ検
索権限がある場合）。

オプション 説明
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Message Export 
Events

ユーザーが実行したエクスポートを表示します。各
エクスポートの日付、エクスポートしたファイルの
数、エクスポート ファイル内のメッセージの数と合
計サイズ、ファイルが暗号化されているかどうかが
含まれます。

Purge Events ユーザーが実行したパージを表示します。各パージ
の日付、パージしたメッセージの数と合計サイズが
含まれます。

Select Sort Order 監査レポートのアクティビティが、次のいずれかの
条件に従って表示されます。

• Newest first: 検索結果が、アクティビティ発生
日の新しいものから古いものに順にソートされ
ます。

• Oldest first: 検索結果が、アクティビティ発生日
の古いものから新しいものに順にソートされま
す。

• Investigator: アクティビティが、アクティビティ
を実行したユーザーのメール アドレスのアル
ファベット順にソートされます。

オプション 説明
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監査レポートの結果

[Audit Report] パネルで選択するレポート条件に応じて、監査レポートで次のデー
タを表示できます。

• アーカイブ全体または個人のアーカイブで検索するために、ユーザーが入力し
たメッセージの検索条件

• ユーザーが入力した監査レポートの作成条件

• ユーザーがアーカイブでアクセスしたメッセージ

• アーカイブからエクスポートまたはパージされたメッセージ

• 特定のメッセージを表示したユーザーのリスト（表示した日時を含む）

監査レポートのリンク

監査レポートのデータ

オプション 説明

Revise Report [Audit Report] パネルに戻って、レポートの条件を変
更したり、新しいレポート条件を入力したりします。

Print レポートを印刷可能な形式で表示します。ブラウザ
の印刷オプションを使用して、レポートを印刷でき
ます。

WARNING: レポートに大量のデータが含まれる場合
は、レポートをダウンロードしてから印刷すること
をおすすめします。Message Archiving から大きな
サイズのレポートを印刷すると、ウェブブラウザで
タイム アウトになる場合があります。

Download レポートのコピーを、次のいずれかの形式でパソコ
ンに保存できます。

• HTML: 印刷可能な形式でブラウザに表示され
ます。

• CSV: カンマ区切り形式です。スプレッドシート
プログラムやデータ分析プログラムと互換性が
あります。

項目 説明

Event Date アーカイブ イベントの発生日時。

Investigator アクティビティを実行したユーザーのメール アド
レス（ユーザーが Postini Message Security サービスに
ログインしてアーカイブにアクセスしたときのアド
レス）。
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Type ユーザーが実行したアクティビティのタイプ。次の
ようなタイプのアクティビティがあります。

• Search: ユーザーは、[Search] タブか [Discovery]
タブにある検索パネルを使用して、アーカイブ全
体でメッセージを検索しました。

• Access: ユーザーがアーカイブ全体の検索で取
り込んだメッセージの内容を表示しました。

• Personal Archive Search: ユーザーが個人の
アーカイブでメッセージを検索しました。

• Personal Archive Access: ユーザーが個人の
アーカイブの検索で取り込んだメッセージの内
容を表示しました。

• Audit Search: ユーザーが [Reports] タブを使用
して、監査レポートを作成しました。

• Export: ユーザーが検索結果をエクスポートしま
した。

• Purge: ユーザーがアーカイブ全体からメッセージ
をパージしました。

Search History: 
Access and Personal 
Archive Access

ユーザーが実行した検索に関する詳細を示します。

• Search Values: ユーザーが検索パネルのフィー
ルドに入力したテキスト。

注意 : [Search Values] には、次の情報は表示さ
れません。

• ユーザーがテキストを入力した検索パネル
の具体的なフィールド

• メール アドレスと IM 名（アーカイブを検
索したユーザーが [Company Directory] パネ
ルを使用して、検索パネルに入力した場合）

• Archive Query: ユーザーが入力した検索条件に
基づいて Lucene クエリ構文で作成されたクエ
リ。そのため、クエリ構文をコピーして [Boolean
Search] パネルに貼り付けて、ユーザーの検索を
再実行することができます（アカウントにアーカ
イブ検索権限がある場合）。 

注意 : アーカイブ クエリが表示されるのは、
[Audit Report] パネルで [Show Query] オプショ
ンを選択している場合のみです。

項目 説明
194 Message Archiving ユーザー ガイド  



レポートに関するリファレンス情報

Search History: 
Access and Personal 
Archive Access

ユーザーがアクセスしたメッセージのサマリーを示
します。

注意 : メッセージのサマリーには、メッセージを受信
したすべてのユーザーが含まれるわけではありませ
ん（[Cc] リストの受信者など）。メッセージに関する
詳細情報を表示するには、[View Message] をクリッ
クします。

• View Message/View Conversation/View File:
メール メッセージ、IM の会話、IM ファイル転
送の完全な内容が表示されます。このリンクは、
ユーザー アカウントがアーカイブ検索権限を
持っている場合にのみ使用できます。このリンク
をクリックすると、クリックしたユーザーのメー
ル アドレスがメッセージ閲覧者のリストに追加
されます。

• Show All Viewers: このメッセージにアクセス
した（アーカイブで内容を表示したか、アーカイ
ブからエクスポートした）ユーザーのメール ア
ドレスのリストが表示されます。各ユーザーが
メッセージを表示 /エクスポートした日時が含ま
れます。

注意 : Message Archiving では、ユーザーがメッ
セージを表示してから、このリストにユーザー
が追加されるまでに最大で 5 分かかります。こ
のメッセージを表示したユーザーはいないとい
うメッセージが表示された場合は、しばらくし
てからもう一度このリンクをクリックすると、
リストが更新されています。

Search History: Audit 
Search

ユーザーが作成した監査レポートの期間を示します。

項目 説明
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ドメイン別受信アーカイブ レポートについて

ドメイン別受信アーカイブ レポートにアクセスするには

[Reports] > [Archiving] > [Domain] の順にクリックします。

ドメイン別受信アーカイブ レポートを使用してできること

指定した期間内にメール メッセージのアーカイブが使用したストレージの合計
容量を確認します。

注意 : 

• ある特定の日付のデータをレポートで利用できるのは、太平洋標準時の翌日午
後 12 時頃です。

• IM Security サービスを使用していて、IM の会話やファイル転送を直接 Message
Archiving に送信するオプションを選択した場合、レポートには IM のデータは
含まれません。

ドメイン別受信アーカイブ レポートのデータ

項目 説明

Domain 選択した組織に定義されているドメイン。レポート
の [include sub-orgs] チェックボックスをオンにし
た場合、下位組織に定義されているドメインがあれ
ば、レポートにはそのドメインも含まれます。

Total Messages ドメインでアーカイブされたメール メッセージの
総数

履歴アーカイブを使用している場合 : この数には、
メール サーバーが履歴を記録し、保存用に Message
Archiving に送信した、受信、送信、ドメイン内の全
メッセージが含まれます。

受信 /送信アーカイブを使用している場合 :  この数に
は、選択した組織のユーザーが受信した受信メッセー
ジのみが含まれます。ユーザーが送信した送信メッ
セージや、ユーザーが Message Center で表示したか、
自分の受信トレイに配信した検疫済みメッセージは
含まれません。受信メッセージが選択した組織内の複
数のユーザーに送信された場合、この数にはそのメッ
セージのすべてのコピーが含まれますが、アーカイブ
に保存されるコピーは 1 つだけです。

Total Bytes そのドメインでアーカイブされたメッセージの合計
サイズ（バイト）。
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アカウント別受信アーカイブ レポートについて

アカウント別受信アーカイブ レポートにアクセスするには

[Reports] > [Archiving] > [Account] の順にクリックします。

アカウント別受信アーカイブ レポートを使用してできること

指定した時間内にユーザーのメール メッセージが使用したストレージの合計容
量を確認します。

注意 : 

• ある特定の日付のデータをレポートで利用できるのは、太平洋標準時の翌日午
後 12 時頃です。

• IM Security サービスを使用していて、IM の会話やファイル転送を直接 Message
Archiving に送信するオプションを選択した場合、レポートには IM のデータ
は含まれません。

アカウント別受信アーカイブ レポートのデータ

項目 説明

Account ユーザーのメール アドレス。

Total Messages そのユーザーのアーカイブされたメール メッセー
ジの総数

履歴を使用している場合 : この数には、メール サー
バーが履歴を記録し、保存用に Message Archiving に
送信した、受信、送信、ドメイン内の全メール メッ
セージが含まれます。

受信 /送信アーカイブを使用している場合 :  この数に
は、ユーザーが受信した受信メッセージのみが含ま
れます。ユーザーが送信した送信メッセージや、ユー
ザーが表示したか、自分の受信トレイに配信した検
疫済みメッセージは含まれません。

Total Bytes そのユーザーのアーカイブされたメッセージの合計
サイズ（バイト）。
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付録 A
ヒントとベスト プラクティス ïtò^ A
ヒントとベスト プラクティスについて

このセクションでは、Message Archiving に関する次の補足情報を提供します。

• Message Archiving で取り込まれるメッセージの種類とその方法。この情報は、
Message Archiving のさまざまな設定方法を理解するのに役立ちます。

• 検索パネルでさまざまな種類の検索条件を入力する方法の詳細。この情報は、
特定のメッセージをより効果的に検索するのに役立ちます。

アーカイブされるメッセージの種類

Message Archiving では、メッセージ管理サービスで利用可能なオプションに応じ
て、次の種類のメッセージとファイルを格納できます。

• メール メッセージ。会社のネットワーク上のユーザーが送受信したもので、添
付ファイルを含みます。

• IM の会話。Yahoo! メッセンジャー、AOL インスタント メッセンジャー（AIM）、
MSN メッセンジャーなどの IM クライアントを使用して 2 名以上の参加者間
でやり取りされた IM メッセージを含みます。

• IM ファイル転送。IM クライアントを使用してユーザーが他のユーザーと送受
信したファイルです。

メール メッセージのアーカイブについて

Message Archiving 管理者は、会社のメールのアーカイブに関して次のオプション
のいずれかを選択できます。
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• 受信 / 送信アーカイブ

社外のアドレスに対して送受信されたメール メッセージのみが格納されま
す。社内限定、つまりドメイン内のメッセージ（会社のネットワークの外に
出ていないメッセージ）はアーカイブされません。

• 履歴アーカイブ

履歴とは、会社のネットワーク上のユーザーが送受信するすべてのメッセー
ジのコピーをメール サーバーで記録するメカニズムのことです。このオプ
ションを選択すると、Message Archiving は履歴に記録されたメッセージのコ
ピーをメール サーバーから受信し、アーカイブに格納します。たとえば、次
のようなものがあります。

• ユーザーが社外のアドレスに対して送受信したメッセージ。

• 社内限定、つまりドメイン内のメッセージ（会社のネットワークの外に
出ていないメッセージ）。

IM の会話とファイル転送のアーカイブについて

Message Security サービスにオプションの IM Security サービスが含まれる場合、
管理者が次のように設定したユーザーによるすべての IM の会話と IM ファイル
転送が Message Archiving で格納されます。

• アーカイブと IM フィルタリングの両方を有効に設定。

• IM 履歴のオプションを選択 IM 履歴とは、IM の会話とファイル転送のコピー
を IM Security サービスで記録するメカニズムのことです。

IM の会話とは

IM の会話には、Yahoo! メッセンジャー、AOL インスタント メッセンジャー
（AIM）、MSN メッセンジャーなどの IM クライアントを使用して、1 つの IM セッ
ション中に参加者間でやり取りされたすべてのテキスト メッセージが含まれま
す。IM セッションとは次のようなものです。

• 最長 1 時間の間、参加者が交換するすべてのメッセージが含まれます。参加者
が 1 時間を超えてメッセージをやり取りし続ける場合は、別の IM の会話が作
成されて続きのメッセージが格納されます。

• 最大 1 MB のテキスト メッセージが含まれます。会話テキストが 1 MB に達す
ると、別の IM の会話が作成されて続きのメッセージが格納されます。

• 参加者が約 10～15 分間アイドル状態になると終了します。

注意 : 1 人以上の参加者がメッセージ ウィンドウを閉じても、IM サービスからロ
グアウトしない限り、IM の会話は終了しません。10 ～ 15 分以内に参加者のいず
れかがメッセージ ウィンドウを再び開いて会話を続けると、参加者のすべての
メッセージが 1 つの会話に格納されます。
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IM ファイル転送とは

IM ファイル転送は、IM ユーザーが IM クライアントを使用して別の参加者と
ファイルを送受信する際に発生します。

注意: IM Security サービスの管理者が参加者に IM クライアントによるファイル転
送を許可する場合のみ、Message Archiving で IM ファイル転送が格納されます。

IM の会話と IM ファイル転送のアーカイブ方法

Message Archiving では、IM Security サービスの管理者が IM 履歴に設定したオプ
ションにより、IM の会話と IM ファイル転送を次の 1 つ以上の方法で格納できま
す。

• アーカイブに直接送信 : IM Security サービスにより特殊な形式のメッセージが
作成され、このメッセージに IM の会話テキストが追加されるか、転送ファイ
ルが添付されます。その後、アーカイブに直接送信されます。このメッセージ
の形式は、メール メッセージに似ています。

• IM 参加者のメール アドレスに送信 : IM Security サービスによりメール メッ
セージが作成され、このメッセージに IM の会話のテキストが追加されるか、
転送ファイルが添付されます。その後、IM 参加者のメール アドレスに送信さ
れます。参加者のメール メッセージがアーカイブされる場合、この IM の会話
メッセージもアーカイブに格納されます。

• 管理者のメール アドレスに送信 : IM Security サービスによりメール メッセー
ジが作成され、このメッセージに IM の会話テキストが追加されるか、転送
ファイルが添付されます。その後、管理者のメール アドレスに送信されます。
管理者のメール メッセージがアーカイブされる場合、この IM の会話メッセー
ジもアーカイブに格納されます。

注意 : 

• 各 IM ファイル転送のアーカイブに含まれる転送ファイルは 1 つだけです。参
加者が IM の会話中にファイルを転送した場合、そのファイル転送は、IM の
会話とは別にアーカイブされます。 

• IM の会話やファイル転送の 2 名以上の参加者が Message Security サービスに
ユーザー アカウントを持っていて、それらの参加者のメール メッセージが
アーカイブされる場合、Message Archiving では、それぞれのユーザーに対して
IM の会話やファイル転送のコピーが 1 つずつ格納されます。
 ヒントとベスト プラクティス 201



検索条件の入力に関するヒント

次のヒントは、アーカイブ済みのメール メッセージ、IM の会話、IM ファイル転
送をより効果的に検索するのに役立ちます。

複数の検索条件

[Email Search] パネルや [Email & IM Search] パネルで複数のフィールドに情報を
入力する場合、情報を入力したすべてのフィールドに一致するメッセージのみが
検索結果として返されます。たとえば、検索パネルで期間とメール アドレスの両
方を入力した場合、その期間内にその送信者によって送信されたメッセージのみ
が検索結果として返されます。

入力した条件のいずれかに一致するメッセージを検索するには、[Boolean
Search] パネルでブール演算子の OR を使用して検索クエリを作成します。
38 ページの「[Boolean Search] パネル : 概要」を参照してください。

期間

メール メッセージがアーカイブに格納されると、Message Archiving では、日時を
使用してインデックスが作成されます。検索パネルで期間を選択する際は、日時
のインデックス登録や、メッセージのタイムゾーン表示の仕組みを意識する必要
があります。

注意 : 日付だけでメッセージを検索することはできません。アーカイブからメッ
セージを取り込むには、検索パネルに日付以外の検索条件を 1 つ以上入力する必
要があります。

日付とタイムスタンプ

Message Archiving でメッセージのインデックス登録にどの日時が使用されるか
は、メールの種類や、管理者の設定内容により異なります。

• メール メッセージの履歴アーカイブが設定されている場合、メール メッセー
ジのインデックスは、メール サーバーがそのメール メッセージを履歴に記録
した日時を使用して作成されます。 

• メール メッセージの送受信アーカイブが設定されている場合、メール メッ
セージがアーカイブされた日時を使用してインデックスが作成されます。

• IM アーカイブが設定されている場合、IM の会話の開始日時を使用して、IM
の会話と IM ファイル転送のインデックスが作成されます。
202 Message Archiving ユーザー ガイド  



タイム ゾーン

Message Archiving では、ユーザー アカウントに設定されたタイム ゾーンが、アー
カイブ メッセージの日時情報に適用されます。このため、異なるタイム ゾーンか
ら送信されたメッセージの検索で、期間を選択する際は時差を考慮する必要があ
ります。

たとえば、東部標準時の地域にいるときに、太平洋標準時の 6 月 10 日午後 10 時
に送信されたメッセージを取り込むとします。アーカイブ メッセージの日時に
東部標準時が適用されるため、検索する場合、目的のメッセージは東部標準時の
6 月 11 日午前 1 時に送信されたとみなされます。この場合、3 時間の時差を考慮
に入れて、6 月 11 日を期間に含める必要があります。

送信者のメール アドレス

メッセージ送信者のメール アドレスは次のように入力します。

• 完全なメール アドレスか、@ 記号より前の部分だけを入力します。

• 複数のアドレスを入力する場合は、改行かカンマ、セミコロンで区切りま
す。入力したアドレスのいずれかを含むメッセージが、検索結果として返さ
れます。

受信者のメール アドレス

メッセージ受信者のメール アドレスは次のように入力します。

• 完全なメール アドレスか、@ 記号より前の部分だけを入力します。 

• 複数のアドレスを入力する場合は、改行かカンマ、セミコロンで区切ります。
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Cc と Bcc の受信者

アーカイブ メッセージの Cc や Bcc フィールドに表示された受信者を検索する場
合は、次の点に注意してください。

• メール メッセージの任意の受信者を検索できます。これには、To、Cc、Bcc
フィールドのメール アドレスが含まれます。ただし、検索結果では Bcc 受信
者は To フィールドの受信者としてリストされます。

• Bcc フィールドに限定して受信者を検索するには、[Boolean Search] パネルを使
用します。このパネルを使用すると、bcc フィールドを指定する検索クエリを
作成して、Bcc 受信者のみを検索できます。

• アーカイブ済みメール メッセージに Bcc 受信者が含まれるのは、元のメッ
セージを送信したのが会社のネットワーク上のユーザーである場合や、会社の
ネットワーク上のユーザーがメッセージの Bcc 受信者である場合のみです。社
外から会社のネットワーク上のユーザーにメッセージが送信され、そのメール
に社外の Bcc 受信者が含まれる場合、アーカイブ メッセージに社外の Bcc 受
信者は含まれません。

エイリアス（代替アドレス）

Message Archiving では、送信者が使用した実際の受信者のアドレスがインデック
スに登録されます。このため、メッセージをエイリアス アドレスに送信した場合、
メインのアドレスではなく、エイリアス アドレスがインデックスに登録されま
す。たとえば、Message Security サービスで training@jumboinc.com というアドレスが
登録ユーザー joe@jumboinc.com のエイリアスである場合、Message Archiving ではそ
のメッセージは受信者アドレス training@jumboinc.com で格納されます。

メーリング リストとメーリング リスト メンバー

特定のメーリング リストやメーリング リスト メンバーに送信されたメッセージ
を検索する場合は、次の点に注意してください。

メーリング リスト名

メーリング リストの表示名かメール アドレスのどちらかでメールを検索でき
ます。

たとえば、メール アドレスが salesmanagers@jumboinc.com の Sales Managers というメー
リング リストにメッセージが送信されたとします。メールを検索するには、[Email
Search] パネルで表示名の Sales Managers（フレーズとして）を入力するか、メール ア
ドレスの salesmanagers@jumboinc.com を（[To] フィールドに）入力できます。
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メーリング リスト メンバー

Message Security サービスの管理者が履歴アーカイブ オプションを設定している
場合は、メーリング リストの任意のメンバーのメール アドレスでメッセージを検
索することもできます。この場合、Message Archiving では、メール サーバーがリ
ストを展開してメンバーを表示した後に、サーバーからメール メッセージを受信
するため、メーリング リスト メンバーを検索できます。

ヒント : 履歴アーカイブ オプションを選択すると、Message Archiving ではメーリ
ング リスト メンバーが Bcc 受信者としてインデックスに登録されます。このイ
ンデックスにより、[Boolean Search] パネルを使用して特定のメッセージを検索し
やすくなります。

たとえば、あるユーザーがさまざまなメーリング リストのメンバーとして受信し
たメッセージを検索するとします。[Boolean Search] パネルで、メンバーのメール
アドレスを bcc フィールドに指定した検索クエリを作成できます。検索結果に
は、そのメンバーのメール アドレスを含むメーリング リストに送信されたメッ
セージが返されます。

2 名以上の参加者間でのメールのやり取り

2 名以上の参加者間でやり取りされたすべてのメール メッセージを迅速に検索で
きます。

たとえば、John、Ted、Mary の間でやり取りされたすべてのメール メッセージを
検索するとします。つまり、次のように、各参加者が他の 1 人以上の参加者に宛
てたメッセージです。

• John から Ted と Mary のいずれか宛のメッセージ

• Ted から John と Mary のいずれか宛のメッセージ

• Mary から John と Ted のいずれか宛のメッセージ

これらのメールを検索するには、John、Ted、Mary の各メール アドレスを [Email
Search] パネルの [To/From] フィールドに入力します。

アーカイブから結果を取り込んだ後にメールのやり取りを検索することもできま
す。メッセージの [Message Content] ページを表示し、操作メニューの [All
Interactions] を選択します。送信者と各受信者が他のいずれかの参加者に送信し
た他のメッセージが検索されます。
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テキスト フィールド

次に、[Email Search]、[Email & IM Search]、[Boolean Search] の各パネルにテキス
トを入力する際のヒントを紹介します。

大文字と小文字の区別

テキスト フィールドでは大文字と小文字は区別されません。小文字、大文字、ま
たはその両方を使用して検索用語を入力できます。たとえば、John@JumboInc.com と
john@jumboinc.com は同じ文字列として扱われます。

ワイルドカード

[Email Search] パネルや [Email & IM Search] パネルで単語を入力する場合は、単語
を省略せずに入力する必要があります。ワイルドカードはサポートされていませ
ん。たとえば、アドレス フィールドに「john*」と入力しても、検索結果は返され
ません。

ただし、[Boolean Search] パネルに単語を入力する場合はワイルドカードを使用で
きます。複数文字に対応するワイルドカードには、アスタリスク（*）を使用しま
す。1 文字に対応するワイルドカードには、疑問符（?）を使用します。次に例を
示します。

soft*
te?t

注意 : *soft のように、ワイルドカードを先頭文字に使用することはできません。

ブール演算子

ブール演算子の AND、OR、NOT は、[Boolean Search] パネルでのみ使用できま
す。ブール演算子を使用するには、Lucene クエリ構文で入力する必要があります。
たとえば、送信者が alank@jumboinc.com、受信者が kimh@zipzam.com または
rakeshk@zipzam.com のメッセージを検索する場合、次の Lucene クエリ構文を使用し
ます。

sender:alank@jumboinc.com AND recipient:(kimh@zipzam.com OR rakeshk@zipzam.com)

クエリの作成の詳細については、208 ページの「ブール検索」を参照してください。

フレーズ

検索パネルにフレーズを入力する場合、Message Archiving では、前置詞（of、to、
in）や冠詞（a、the、than）など、フレーズに含まれる一般的な単語は無視されま
す。たとえば、「the football pool for this week」というフレーズを入力する場合、football、
pool、week という単語を近接して含むメッセージが検索結果として返されます。た
とえば、次のようなフレーズを含むメッセージが返されます。

football pool this week
football pool last week
football pool for next week
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他言語のテキスト

言語の文字が ASCII または Unicode でエンコードされている場合、任意の言語の
テキストを含むメール メッセージや IM の会話内の単語を検索できます。

• ASCII（American Standard Code for Information Interchange）は、英語およびその
他の西ヨーロッパ言語の文字を表すためにコンピュータで使用できるエン
コード形式です。

• Unicode は、あらゆる言語の文字を表すためにコンピュータで使用できる標準
的な「万国共通」の文字エンコード形式です。

注意 : メッセージのエンコードに地域固有の文字エンコード形式（日本語用の
Shift-JIS など）が使用されている場合、Message Archiving ではそのテキスト内の
単語を検索できません。

添付ファイル

メール メッセージの添付ファイルや IM クライアントによる転送ファイルの場
合、ほとんどの種類のファイル（Microsoft Office ファイル、PDF ファイル、テキ
スト ファイルなど）の内容で単語を検索できます。ZIP ファイルの内容を検索す
ることもできます。内容を検索できるファイルの全リストについては、211 ページ
の「サポートされる添付ファイル」を参照してください。

添付ファイルがあるメール メッセージのみを検索するには、[Email Search] パネ
ルの [Messages with Attachments] チェックボックスをオンにします。

特定の種類の添付ファイルを検索するには、[Email Search] パネルの [File Name]
フィールドにファイルの拡張子（先頭のピリオドを含む）を入力します。たとえ
ば、Microsoft Word ドキュメントを検索する場合は「.doc」と入力します。

注意 : Message Archiving では、次の種類の添付ファイルの内容は検索できません。 

• パスワード保護されたファイル

• Tar/tarball（.tar）ファイル

• インデックス登録が可能なテキストを含まない各種ファイル（画像、オーディ
オ、動画ファイルなど）
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IM の会話と IM ファイル転送

オプション機能

IM Security サービスの管理者は、IM の会話とファイル転送のさまざまなアーカ
イブ方法を設定できます。この設定は、メッセージの検索方法に影響します。IM
のアーカイブ オプションの詳細については、200 ページの「IM の会話とファイル
転送のアーカイブについて」を参照してください。

• IM の会話とファイル転送が直接アーカイブに送信される場合 

• [Email & IM Search] パネルを使用する必要があります。

• [Show] リストで、[Email and IM] か [IM only] のいずれかのオプション
を選択できます。[IM only] を選択すると、検索を大幅に絞り込むことが
でき、結果として返されるメッセージは多くの場合、数件になります。

• 検索パネルの [To or IM Name] フィールドには、任意の IM 参加者の IM 
名を入力できます。参加者が IM Security サービスの IM ユーザーである
場合は、メール アドレスを入力することもできます。

• IM ファイル転送のみを検索するには、[Show] リストで [IM only] オプ
ションを選択し、[Messages with Attachments] チェックボックスをオ
ンにします。

• IM の会話とファイル転送がメール アドレスに送信されてからアーカイブさ
れる場合 

• [Email Search] パネルか [Email & IM Search] パネルを使用できます。

• [Email & IM Search] パネルを使用する場合、[Show] リストで [Email 
and IM] オプションを選択する必要があります。 

• Message Archiving により、アーカイブ済み IM の会話やファイル転送を
含むメール メッセージの [From] フィールドに、次のアドレスが追加さ
れます。

im-manager@postini.com

[Email Search] パネルの [From] フィールドにこのアドレスを入力す

ることで、IM メッセージやファイル転送を検索することもできます。

• [Email Search] パネルか [Email & IM Search] パネルで、アーカイブ済みの 
IM の会話やファイル転送のメール メッセージの送信先であるユーザー
のメール アドレスを入力することもできます。

注意 : 検索結果には、参加者が使用した IM サービス名（AOL インスタント メッ
センジャーなど）が含まれます。ただし、IM サービス名でテキストを検索するこ
とはできません。

ブール検索

[Boolean Search] パネルでは、Lucene クエリ構文を使用して検索クエリを作成する
必要があります。この構文では、ブール式、ワイルドカード、フレーズ検索、あ
いまい検索、近接検索など、多くの種類のクエリがサポートされます。Lucene ク
エリ構文の詳細については、次を参照してください。

http://lucene.apache.org/java/docs/queryparsersyntax.html
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クエリを作成するには、Message Archiving でインデックスに登録されたデータの
フィールド（カテゴリ）を指定する必要があります。フィールド名は、sender、
recipient、bcc、meta、subject、header、content、attachment、fileatt です。これらのフィー
ルドの詳細については、63ページの「ブール検索フィールド」を参照してください。

検索クエリの例

送信者が susanm@jumboinc.com で、本文に ZipZam sales meeting というフレーズを含む
メッセージを検索するとします。このようなメッセージを検索するには、次のク
エリを作成します。

sender:susanm@jumboinc.com AND content: “zipzam sales meeting”

より複雑な例を考えてみましょう。次の条件をすべて満たすメッセージを検索す
るとします。

• 送信者が susanm@jumboinc.com 

• 受信者が joeh@ez4ulegal.com または mait@ez4ulegal.com

• 件名に次の単語のいずれかを含む : contract、document 

• 件名に case #520 というフレーズを含む

このようなメッセージを検索するには、次のクエリを作成します。

sender:susanm@jumboinc.com AND recipient:(joeh@ez4ulegal.com OR mait@ez4ulegal.com) 
AND (subject:(contract OR document) AND “case #520”)

クエリの自動作成

先に [Email Search] パネルや [Email & IM Search] パネルで検索条件を入力すると、
[Boolean Search] パネルではその条件を使用して Lucene クエリ構文が自動作成さ
れます。このため、Lucene クエリ構文のクエリを簡単に作成して、それを基に
[Boolean Search] パネルでより複雑なクエリを作成することができます。たとえ
ば、ワイルドカードやその他の条件修飾子を追加することができます。

[Boolean Search] パネルで検索クエリを自動作成するには

1. [Email Search] パネルか [Email & IM Search] パネルで、任意の条件を入力しま
す。

2. [Search Archive] をクリックして、検索を送信します。

3. [Boolean Search] をクリックして [Boolean Search] パネルを表示します。

入力した検索条件が [Boolean Search] パネルに Lucene クエリ構文として表示
されます。

注意: Lucene クエリ構文で検索クエリを作成する場合、クエリのすべてのセクショ
ンの前後にかっこが追加されます。このようなかっこの中には必要ないものもあ
りますが、クエリが正確であることが保証されます。
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メッセージ ID 検索

メール サーバーによっては、送信メッセージのそれぞれに一意な識別子を追加
するものがあります。この ID は Message-ID ヘッダーに表示されます。さら
に、メッセージに複数の返信がある場合、メール サーバーによっては、参加者
間のメッセージのやり取りで生成されたすべての ID のリストを保持するもの
があります。このため、メッセージ ID を使用して特定のメッセージのやり取り
や「会話」内のメッセージを検索できます。

メッセージ ID を検索するには、メッセージの内容を表示して、[Show Headers]
を選択します。ID が Message-ID ヘッダーに表示されます。メッセージが会話の
一部である場合、他の ID が References ヘッダーに表示されます。

特定の ID を含むメッセージを検索するには、[Email Search] パネルの [Match All
Words] か [Match Any Words] フィールドにその ID を入力します。
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付録 B
サポートされる添付ファイル ïtò^ B
Message Archiving では、次に示すファイルの内容をインデックス登録できます。
これらのファイルは、メールの添付ファイルや IM のファイル転送に使用できま
す。

注意 : ここに示されていない種類のファイルの場合、アーカイブに保存すること

はできますが、その内容はインデックスに登録されません。

ARC ファイル

.COM ファイル

.ZIP ファイル

Adobe Acrobat (PDF)

Adobe Illustrator

Adobe Illustrator 9

Adobe Photoshop

Ami

Ami（内部ビットマップ）

Ami [Clip]

Ami Draw

Ami Pro

Arehangeul

ASCII テキスト

AutoCAD 10 Drawing

AutoCAD 2.5 Drawing
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AutoCAD 2.6 Drawing

AutoCAD 2000/2002 Drawing

AutoCAD 9 Drawing

AutoCAD Drawing - 不明なバージョン

AutoCAD Drawing 12

AutoCAD Drawing 13

AutoCAD Drawing 14

AutoCAD DXB

AutoCAD DXF (ASCII)

AutoCAD DXF（バイナリ）

AutoShade Rendering

AvantGo HTML

Bentley Microstation DGN

BinHex エンコードされた連続部分

BinHex エンコードされたテキスト

CALS Raster ファイル形式

Candy 4

CcITT Group 3 Fax

CEO Decision Base

CEO Spreadsheet

CEO Word

CEO Write

CGM Graphic Metafile

Compact HTML (CHTML)

Compuserve GIF

Corel Draw 10.0

Corel Draw 11.0

Corel Draw 2.0

Corel Draw 3.0

Corel Draw 4.0
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Corel Draw 5.0

Corel Draw 6.0

Corel Draw 7.0

Corel Draw 8.0

Corel Draw 9.0

Corel Presentations 7.0 ～ 12.0

CorelDraw ClipArt

DataEase 4.x

Mass 11

Matsu 4

Matsu 5

mbox（RFC-822 メールボックス）

MHTML（ウェブ アーカイブ）

Micrografx Designer

Micrografx Designer

Micrografx 製品

Microsoft Access

Microsoft Access 7

Microsoft Escher Graphics

Microsoft Excel 2.x

Microsoft Excel 2000

Microsoft Excel 2002

Microsoft Excel 2003

Microsoft Excel 2007

Microsoft Excel 3.0

Microsoft Excel 4.0

Microsoft Excel 4.0

Microsoft Excel 5.0

Microsoft Excel 5.0/7.0

Microsoft Excel 97/98/2004
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Microsoft PowerPoint 2000/2002

Microsoft PowerPoint 97 ～ 2004

Microsoft PowerPoint 2007

Microsoft PowerPoint Dual 95/97

Microsoft Project 2000/2002/2003

Microsoft Project 2002

Microsoft Project 98

Microsoft Visio 2003

Microsoft Word 2000

Microsoft Word 2002

Microsoft Word 2003/2004

Microsoft Word 2007

Microsoft Word 97/98

Microsoft WordPad

Microsoft Works 1.0

Microsoft Works 2.0

Microsoft Works 2000

Microsoft Works DB

Microsoft Works SS

MIDI ファイル

MIFF

MIFF 3.0

MIFF 3.0 Japan

MIFF 4.0

MIFF 4.0 Japan

MIFF 5.0

MIFF 5.0 Japan

MIFF 5.5

MIFF 6.0

MIFF 6.0 Japan
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MIFF Graphic

Mosaic Twin

MPEG Layer3 ID3 Version 1.x

MPEG Layer3 ID3 Version 2.x

MS Excel 3.0 ブック

MS Excel 4.0 ブック

MS Excel 4.0 ブック

MS Excel 4.0 ブック

MS Office Binder

MS Outlook

MS Outlook 個人用ファイル フォルダ

MultiMate 3.6

MultiMate 4.0

MultiMate Advantage 2

MultiMate Note

Multipage PCX

Multiplan 4.0

Navy DIF

OfficeWriter

OS/2 Bitmap

OS/2 Metafile

OS/2 Warp Bitmap

Outlook Express メール メッセージ

Outlook Express ニュース メッセージ

P1 Japan

Paint Shop Pro

Paintbrush

Paradox

Paradox 2 または 3

Paradox 3.5
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PBM（ポータブル ビットマップ）

PC File 5.0 Doc

PerfectWorks for Windows

PerfectWorks Picture

PFS: Plan

PFS: Write A

PFS: Write B

PGM（ポータブル グレイマップ）

PICT（内部ビットマップ）

Pocket Word

Portable Network Graphics 形式

Post Script

PowerPoint 2000 HTML

PowerPoint 3.0

PowerPoint 4.0

PowerPoint 4.0（doc ファイルからの抽出）

PowerPoint 7.0

PPM（ポータブル ピックスマップ）

Pro Write Plus [Clip]

Professional Write 1

Professional Write 2

Professional Write Plus

Progressive JPEG

PST Fields File

Q&A Database

Q&A Write

Q&A Write 3

QuarkXPress 3.0 For Macintosh

QuarkXPress 3.1 For Macintosh

QuarkXPress 3.2 For Macintosh
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QuarkXPress 3.3 For Macintosh

QuarkXPress 3.3 For Windows

QuarkXPress 4.0 For Macintosh

QuarkXPress 4.0 For Windows

QuarkXPress 5.0 For Windows

Quattro

Quattro Pro

Quattro Pro 4.0

Quattro Pro 5.0

Quattro Pro 8.0

Quattro Pro for Windows

Quattro Pro Win 10.0

Quattro Pro Win 11.0

Quattro Pro Win 12.0

Quattro Pro Win 6.0

Quattro Pro Win 7.0/8.0

Quattro Pro Win 7.0/8.0 Graph

Quattro Pro Win 9.0

Quattro Pro Windows Japan

QuickFinder

Quicktime ムービー

R:Base 5000

R:Base File 1

R:Base File 3

R:Base System V

Rainbow

RAS - Sun Raster

Reflex

リッチ テキスト形式

リッチ テキスト形式 (Japan)
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Samna

自己解凍 ZIP 形式の .EXE

自己解凍 LZH 形式

Signature

Smart DataBase

Smart Spreadsheet

SmartWare II

Sprint

StarOffice 5.2 Calc

StarOffice 5.2 Impress

StarOffice 5.2 Writer

StarOffice 6 & 7 Calc

StarOffice 6 & 7 Draw

StarOffice 6 & 7 Impress

StarOffice 6 & 7 Writer

StuffIt

SuperCalc 5

Symphony

Tagged Image File Format

Targa

テキスト - 7 ビット ファイル

テキスト - アラビア語 (ASMO-708)

テキスト - アラビア語 (DOS OEM 720 TRANSPARENT ASMO)

テキスト - アラビア語 (ISO 8859-6)

テキスト - アラビア語 (Mac)

テキスト - アラビア語 (Windows ANSI 1256)

テキスト - オーストリア語/ドイツ語 (EBCDIC 273)

テキスト - バルト言語 (ISO 8859-4)

テキスト - バルト言語 (Windows ANSI 1257)

テキスト - ベルギー語/多言語 (EBCDIC 500)
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テキスト - 中央ヨーロッパ言語

テキスト - 中央ヨーロッパ言語 (DOS OEM 852 Latin II)

テキスト - 中央ヨーロッパ言語 (ISO 8859-2)

テキスト - 中央ヨーロッパ言語 (Mac)

テキスト - 中央ヨーロッパ言語 (Windows ANSI 1250)

テキスト - 中国語 (Big 5)

テキスト - 中国語 (GB)

テキスト - 簡体字中国語 (Windows ANSI 936 [GB2312])

テキスト - 繁体字中国語 (Windows ANSI 950 [BIG5])

テキスト - キリル言語 (ANSI 1251)

テキスト - キリル言語 (DOS OEM 855)

テキスト - キリル言語 (ISO 8859-5)

テキスト - キリル言語 (KOI8-R)

テキスト - キリル言語 (KOI8-R)

テキスト - キリル言語 (Mac)

テキスト - キリル言語 (Windows ANSI 1251)

テキスト - デンマーク語 / ノルウェー語 (EBCDIC 277)

テキスト - 東ヨーロッパ言語 (EBCDIC 870)

テキスト - フィンランド語 / スウェーデン語 (EBCDIC 278)

テキスト - フランス語 (EBCDIC 297)

テキスト - ギリシャ語 (ISO 8859-7)

テキスト - ギリシャ語 (Mac)

テキスト - ギリシャ語 (Windows ANSI 1253)

テキスト - ヘブライ語（7 ビット）

テキスト - ヘブライ語 (DOS OEM 862)

テキスト - ヘブライ語 (IBM PC8)

テキスト - ヘブライ語 (ISO 8859-8)

テキスト - ヘブライ語 (VAX E0)

テキスト - ヘブライ語 (Windows ANSI 1255)

テキスト - アイスランド語 (EBCDIC 871)
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テキスト - イタリア語 (EBCDIC 280)

テキスト - 日本語 (EUC)

テキスト - 日本語 (JIS)

テキスト - 日本語 (Mac)

テキスト - 日本語 (ShiftJIS)

テキスト - 日本語 (Windows Shift-JIS ANSI 932)

テキスト - 韓国語 (Hangul)

テキスト - 韓国語 (Windows ANSI 1361 [Johab])

テキスト - 韓国語 (Windows ANSI 949)

テキスト - ロシア語 (DOS OEM 866)

テキスト - スペイン語 (EBCDIC 284)

テキスト - タイ語 (Windows ANSI 874)

テキスト - トルコ語 (DOS OEM 857)

テキスト - トルコ語 (EBCDIC 1026)

テキスト - トルコ語 (ISO 8859-9)

テキスト - トルコ語 (Mac)

テキスト - トルコ語 (Windows ANSI 1254)

テキスト - 英語（英国） (EBCDIC 285)

テキスト - 英語（米国）/ ポルトガル語 (EBCDIC 37)

テキスト - 不明 (DOS Latin 2)

テキスト - ベトナム語 (Windows ANSI 1258)

テキスト - 西ヨーロッパ言語 (ISO 8859-1)

テキスト - 西ヨーロッパ言語 (Mac)

テキスト - 西ヨーロッパ言語 (Windows ANSI 1252)

Text Mail

Total Word

Transport-Neutral Encapsulation Format (TNEF)

UNIX Compress

UNIX GZip

UNIX Tar
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不明 (ANSI 8)

不明 (ANSI)

不明 (ASCII 8)

不明 (ASCII)

不明 (Hex)

不明 (Mac 8)

不明 (Mac)

不明 (Unicode)

不明な形式

不明な形式

UTF-8 エンコードされたテキスト

UUE エンコードされた連続部分

UUE エンコードされたテキスト

vCalendar

vCard

Visio 3.x

Visio 4.x

Visio 5.x

Visio 6.x

Volkswriter

VP-Planner

Wang IWP

Web Clipping Application (WCA) HTML

Windows 98/2000 ビットマップ

Windows ビットマップ

Windows クリップボード ファイル

Windows カーソル

Windows DIB

Windows アイコン

Windows メタファイル
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Windows メタファイル [5000]

Windows メタファイル [5005]

Windows メタファイル [5006]

Windows サウンド

Windows 動画

Windows Works 3.0 DB

Windows Works 3.0 SS

Windows Works 3.0 WP

Windows Works 4.0 DB

Windows Works 4.0 SS

Windows Works 4.0 WP

Windows Works DB

Windows Works SS

Windows Works WP

Windows Write

ワイヤレス ビットマップ

ワイヤレス HTML

ワイヤレス マークアップ言語 (WML)

WML - 中央ヨーロッパ言語

WML - 中国語 (Big5)

WML - 中国語 (EUC)

WML - 中国語 (GB)

WML - キリル言語 (ANSI 1251)

WML - キリル言語 (KOI8-R)

WML - 日本語 (EUC)

WML - 日本語 (JIS)

WML - 日本語 (ShiftJIS)

WML - 韓国語 (Hangul)

Word（内部ビットマップ）

Word 2000 HTML
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Word 6.0 または 7.0

Word 7.0

Word for DOS 4.x

Word for DOS 5.x

Word for DOS 6.x

Word for Windows 1.2 J

Word for Windows 1.x

Word for Windows 1.x

Word for Windows 2.0

Word for Windows 2.0 Object

Word for Windows 5.0 J

WordMarc

WordPerfect 4.2

WordPerfect 5.0

WordPerfect 5.1 Far East

WordPerfect 5.1/5.2

WordPerfect 6.0

WordPerfect 6.1 ～ 12.0

WordPerfect 7.0/8.0/10.0

WordPerfect 8.0/10.0

WordPerfect Encrypted

WordPerfect Graphic

WordPerfect Graphic [B]

WordPerfect Graphic 10.0

WordPerfect Graphic 2

WordPerfect Graphic 7.0/8.0/9.0

WordPerfect Informs 1.0

WordPerfect Presentations

WordPro 96

WordPro 97/Millennium
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Wordstar 2000

Wordstar 4.0

Wordstar 5.0

Wordstar 5.5

Wordstar 6.0

Wordstar 7.0

Wordstar for Windows

WP/Novell 不明な形式

WPG1（内部ビットマップ）

WPG2（内部ビットマップ）

XHTML Basic

XML（Doctype HTML を含む）

X-Windows Bitmap

X-Windows Dump

X-Windows Pixmap

XXE エンコードされた連続部分

XXE エンコードされたテキスト

XyWrite/Nota Bene

YEnc エンコードされた連続部分

YEnc エンコードされたテキスト
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付録 C
操作手順 ïtò^ C
このセクションでは、「Message Archiving ユーザー ガイド」に記載されている各
種操作手順へのリンクを示します。リンクを使用して、手順に関する情報に簡単
にアクセスできます。リンクは章ごとに構成されています。

Message Archiving へのログイン

「Message Security サービスの管理者以外のユーザーが Message Archiving にア
クセスするには」

「Message Security サービスの管理者が Message Archiving にアクセスするに
は」

アーカイブ メッセージの検索

「アーカイブ内のメッセージを検索するには」

「ユーザーの識別情報を調べるには」

「アドレスの一部を入力するには」

「保存した結果内を検索するには」
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調査の管理

「新しい調査を設定するには」

「現在の調査を変更するには」

「調査に関する情報を表示するには」

「調査に関する情報を編集するには」

「調査を削除するには」

「検索条件を保存するには」

「現在の調査に保存した検索を表示するには」

「任意の調査に保存した検索を表示するには」

「現在の調査に保存した検索を読み込むには」

「任意の調査に保存した検索を読み込むには」

「現在の調査に保存した検索に関する情報を編集するには」

「任意の調査に保存した検索に関する情報を編集するには」

「現在の調査に保存した検索を削除するには」

「任意の調査に保存した検索を削除するには」

「検索結果を保存するには」

「現在の調査に保存した結果を表示するには」

「任意の調査に保存した結果を表示するには」

「現在の調査に保存した結果を表示するには」

「任意の調査に保存した結果を表示するには」

「現在の調査に保存した検索結果に関する情報を編集するには」

「任意の調査に保存した結果に関する情報を編集するには」

「現在の調査に保存した検索結果をエクスポートするには」

「任意の調査に保存した結果をエクスポートするには」

「エクスポート ファイルをセキュア FTP 経由で転送するには」

「現在の調査に保存した検索結果を削除するには」

「任意の調査に保存した結果を削除するには」

「他のユーザーに調査を転送するには」

検索の制限

「調査人の検索範囲を制限するには」
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検索結果の表示と管理

「検索結果の各ページに表示されるメッセージ数を変更するには」

「アーカイブからメッセージを取り込んだ後でソート順を変更するには」

「検索結果内で移動するには」

「メール メッセージの本文全体を表示するには」

「IM の会話の本文を表示するには」

「メッセージ内の画像を表示するには」

「メッセージ ヘッダーを表示するには」

「メッセージの言語エンコードを変更するには」

「メールの添付ファイルを表示するには」

「IM クライアントで転送されたファイルを表示するには」

「取り込んだメッセージを印刷するには」

「保存済みの検索結果リストから 1 つ以上のメッセージを削除するには」

「メッセージ本文の表示中にそのメッセージを削除するには」

「検索結果リスト内のメッセージを受信トレイに転送するには」

「検索結果でメッセージを個別に選択してファイルにエクスポートするには」

「検索結果のすべてのメッセージをファイルにエクスポートするには」

「メッセージをエクスポートしたファイルのリストを表示するには」

「関連する件名のメッセージを検索するには」

「メールのやり取りにおけるすべてのメッセージを検索するには」

ユーザーのメッセージ保留の設定

「ユーザーを保留にするには」

「ユーザーの保留を削除するには」

メッセージ保持の管理

「超過したメッセージを表示するには」

「自動パージ設定を変更するには」

「メッセージをパージするには」

「アーカイブからパージしたメッセージの履歴を表示するには」

「メッセージを保留した調査人に関する情報を表示するには」

「メッセージを保留にした調査人と連絡を取るには」
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アーカイブ レポートの作成

「ストレージ概要レポートを表示するには」

「ストレージ レポートを表示するには」

「特定の期間を表示するには」

「レポートを印刷するには」

「レポートを CSV 形式でダウンロードするには」

「パージ履歴を表示するには」

「監査レポートを作成するには」

「監査レポートをダウンロードするには」

「監査レポートを印刷するには」

「レポートの作成後にソート順を変更するには」

「監査レポートのメッセージの内容を表示するには」

「メッセージの閲覧者リストを表示するには」

「アーカイブ レポートを作成するには」

「レポートをダウンロードするには」
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